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　――札束って、重ねると、本みたいになるんだ……。

　大おお黒ぐろ天あまねは、イシカワ執しつ事じの手によってアタッシュケースから取り出だされ、うやうやしく重ねられていく札束に、目を奪うばわれていた。

　札束を前にして、声を失っているのは天だけではない。

　メイド仲間である希き実み子こと桜さくら子こも、目を丸くして札束を見ている。

　平然としているのは、ソファにゆったりと座すわるこの家の主、伊い集じゆう院いん千ち早はやお嬢じよう様さまと、彼かの女じよの背後に影かげのように控ひかえるメイド長の碧みどり、それに、イシカワ執事の三人だ。

「お嬢様、一千万円でございます」

　イシカワ執事の渋しぶい声が、札束に音声を吸い取られてしまったような大広間に響ひびく。

　ムダに広い大広間は、女主人の趣しゆ味みを反映して、シンプルな調度品と美しく生けられた花が飾かざられて、落ち着いたたたずまいを見せている。

「天、ボーナスよ。取っておきなさいな」

　千早の声が驕きよう慢まんに響き、沈ちん黙もくを破った。

「ボーナス……？」

　天はかすれた声で繰くり返かえした。白いひらひらのついた髪かみ飾かざりがフルフル揺ゆれた。

　天は、黒いワンピースに白いエプロン、頭にメイドカチューシャをつけたメイド服姿だ。

　メイド服がしっくりと似合っていて、どこから見ても愛らしい少女に見えるが、彼かれはいたって普ふ通つうの少年である。

　女じよ装そう癖へきがあるわけでもなければ、特とく殊しゆな性的志向があるわけでもない。

　天がメイド服を着ているのは、彼の雇こ用よう者しやであり、購こう入にゆう者しやである千早の意向によるものだ。

「そうよ」

　千早は頬ほおに落ちてくる黒くろ髪かみを、指先で払はらった。まっすぐな黒髪が砂のような音をたてて、背中へと落ちかかる。

「お断りします」

　天はきっぱりと断った。

「天、いただいておけ」

　千早の背後に控えるメイド長の碧がぴしりと言った。

　女にしては低い声は、軍隊の下士官のような迫はく力りよくがある。三人のメイドたちがびくっと首をすくめ、あわてて姿勢を正す。

「いただく理由がありません」

　天は、父の残した一億円の借金と引ひき替かえに、千早お嬢様にお買いあげされてしまった貧びん乏ぼう少年だ。

　千早は子供の頃ころに結けつ婚こんの約束をした幼なじみだが、今は雇用者と被ひ雇こ用よう者しや、ご主人様と使用人に立場がわかれてしまっている。

　だが。

　ほどこしは受けたくない。

　天の望みは高額のボーナスをもらうことではなく、千早と対等な存在になることだ。

「先日の買収騒さわぎのときに働いてくれたお礼よ。もらって欲ほしいわ」

　千早が組んだ手に顎あごを乗せて言う。

　人の上に立つ者特有の驕慢さが消きえ失うせ、お願いする口調になっていた。ほんの一いつ瞬しゆんだが、瞳ひとみに気弱な色が走ったのが見て取れた。

　――買収騒ぎのとき……？

　そもそもの発ほつ端たんは、セレブネットに、『大黒天の生まれ変わりで幸運の遺伝子を持つ少年』というコメントとともに、天の個人情報が書きこまれていたことだった。

　千早は、天の父が残した一億円の借金を肩かた代がわりする代償として天を買い取り、屋や敷しきから出るなと厳命し、メイド服を着せて使用人として働かせた。

　幸運を求めるセレブたちから、天を守るために。

　久く瀬ぜ川がわ亜あ弓ゆみお嬢様が幸運の少年を求めてやってきて、天を隠かくそうとする千早と険悪になった。

　亜弓お嬢様は自分の会社を使い、千早の会社に買収をしかけてきた。千早は買収に買収で抵てい抗こうし、マネーバトルになった。

　メイドたちやイシカワ執事、それに天も奔ほん走そうし、経済戦争は千早の勝利で終わった。

　――料りよう亭ていでのあのことか……。

　大株主と料亭で面会したとき、交こう渉しようの苦手な千早に代わり、天が女の武器を発揮してお願いしたことが、ボーナスの対象とされたらしい。

「僕ぼくはお嬢様のつきそいとして当たり前のことをしたのにすぎません」

「はーい。お嬢様ーっ。天くんがいらないなら、私が欲しいでーす」

　希実子が勢いよく手をあげた。

　メイド服の胸むな元もとがゆさりと弾はずみ、ふわふわくるくるの髪かみがメイド服の肩かたで揺れる。顎のほくろが色っぽい。メイド服よりも、レースクイーンかグラビアアイドルのほうが似合いそうだ。

「だって、私のボーナスの百倍ですからっ」

　買収騒ぎのとき、大だい活かつ躍やくをしてのけた希実子のボーナスは、十万円だった。

「希実子先せん輩ぱい、だめですよぅ。だって、これ、結婚資金ですもん」

　桜子の口から意外な言葉が飛び出した。

　桜子は、化け粧しよう気けのない顔に笑え顔がおを浮うかべ、髪をみつあみにして背中に垂らしている。純じゆん朴ぼくな笑顔が魅み力りよくの貧乳メイドだ。

　桜子は、おっとりしたみかけと違ちがって、頭の回転が速い。

「結婚資金なのっ!?」

　希実子がびっくりした声をあげた。

「お嬢様、おめでとうございます。お嬢様が、ご結婚されるなんて信じられません」

　桜子がふかぶかとおじぎをした。

「うっそーっ。オクテのお嬢様が、ご結婚っ!!　まさかできちゃった結婚とかっ!?」

「それはないよっ」

　天はあわてて否定した。千早は天を気に入っていて、一いつ緒しよにベッドで寝ねる仲だが、添そい寝するだけのプラトニックなカンケイであった。妊にん娠しんなんかするわけがないのである。

「天とは結婚したいけど、まだ妊娠はしてなくてよっ！」

　千早が顔を赤くして言いい募つのる。そして千早は、あ、言っちゃった、とばかりに、口をつぐみ、しまったな、という表情を浮かべた。恥はずかしそうにうつむいた頬が、どんどん赤くなっていく。

　――え、今、千早ちゃん、僕と結婚したい、って言った、よな？

「わーっ、お嬢様、やっぱり結婚をお考えなのですねぇ。すごいわすごいわ。おめでたいですぅ」

「お嬢様、おめでとうございますっ」

　希実子と桜子がホームランを打った打者を迎むかえるプロ野球選手のように、やったね、とばかりに片手を打ち合わせた。

　行動力はあるが考えなしの希実子と、頭は回るが行動力のない桜子は、妙みように気が合っておもしろい。

　碧がごほんと咳せき払ばらいして、黙だまるようにと合図する。

　メイドたちがいっせいに姿勢を正した。

「天、お嬢様は、この金を元手にして一億円を作ってお返しし、対等な関係になってプロポーズして欲しい、とおっしゃっているのだ」

　碧が解説する。

「その通りよ。一千万円あれば、それなりのことができるでしょ。株取引でもいいし、なにかの事業をはじめてもいい。一億円を作ってごらんなさいな」

　天は黙りこんだ。

　――一千万円を元手に一億円を作る……。

　そんなことができるのだろうか。天は十七歳さいの少年で、特別な才覚があるわけではない。しかも、通信高校のスクーリング（面接授業）さえろくに通えていない。

　先日もまた別のセレブネットに、天の個人情報が書きこまれたばかりだ。こんな状じよう況きようでは、屋敷から出ることさえできない。

「もしも僕が一千万円を持もち逃にげしたらどうしますか？」

　千早はあっさりと言った。

「別によくてよ」

　千早は十七歳にして企き業ぎようグループＩ[image: ]ｓアイズの総そう帥すいで、いくつも会社を経営する会社社長だ。彼女にとって一千万円は子供のこずかいにすぎない。

「お嬢様はああ言っていらっしゃるが、メイドの不始末は、メイド長の私が始末する」

　碧が静かな声で言った。

　なんの気負いもない口調だからこそよけいに、抑おさえた迫力がにじんでいて、空気がピキッと凍こおりつく。

　天は、亜弓の屋敷で、屈くつ強きような男性ＳＰを圧あつ倒とうした碧を見ている。碧ならほんとうに『始末』しかねない。

　メイドたちは無言になった。

　エプロンの前で両手を組んで立つ待機姿勢で、人形のように硬こう直ちよくする。希実子と桜子の顔に、冷ひや汗あせがにじんでいることに気がついた。

「碧さん。よけいなことは言わなくていいわ」

「は、お嬢様、失礼しました」

　碧があっさりと引きさがる。

　メイド長がいわずもがなのことを言ったのはメイドたちへの牽けん制せいだ。

　そしてまた、千早がみんなのまえで天に一千万円を渡わたしたのも、同じ理由によるものだろう。

「天、ボーナスはいる？　いらない？」

　千早の黒い瞳が、きらっと輝かがやきながら天を見み据すえる。

「私は天にもらって欲しいけど、いらないというのなら仕方がないわ」

「いただきます」

　――これはテストなんだ。

　天に才覚があれば千早の婿むこに。

　もしも天が一千万円を持ち逃げしたらそれはそのときのこと。

　天に才覚がなく、お金をフイにしたときは、一生使用人として使うだけ。

「イシカワさん」

　千早の背後に控えていたイシカワ執事が進み出て、札束を持ちあげ、うやうやしい手つきで天に差し出した。両手で受け取ると、手のひらにズシッときた。

　――これが一千万円の重みなんだ……。

　千早は安あん堵どしたようにため息をつくと、手の甲こうを左右に払った。

　人ひと払ばらいの合図に、メイドたちがおじぎして散会していく。

　一千万円の札束を胸に抱だいた天が、出ていこうとしたときのことだった。

「天、お待ちなさいな」

　千早が天を呼び止めた。

　足をとめて振ふり向むくと、千早はとろけるような笑顔を天に向けた。天だけが知っている大好きな千早ちゃんがそこにいた。

　子供の頃、大人になったら結婚しようね、と約束した千早ちゃん。

「待っているから……」

　千早の声が、万ばん感かんの思いをこめて響く。

　――早くここまで登ってらっしゃい。あなたがプロポーズしてくれるときを待っているから。自分の力で、自分の才覚で、使用人の立場を抜ぬけてちょうだい。

　千早がけっして口にしない言葉がはっきりと伝わってきて、身体がぴりぴりと緊きん張ちようする。

「うん。千早ちゃん。僕、がんばるよ」

　天は千早に向かって、大きくうなずいて見せた。

　そして、キュッと唇くちびるを噛かむと、控えめなメイドの表情を瞬しゆん時じに浮かべる。

　ここは千早の私室ではなく大広間。千早は女主人で、天は使用人だ。どれほど愛いとしかろうと、自重しなくてはいけないのだ。

「失礼致いたします」

　天は鍛きたえられた仕草でおじぎをし、大広間を出ていった。
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「お嬢様、お茶をお持ちしました」

　天あまねは千ち早はやの私室の前で声を掛かけた。

　ドアは開け放しになっていて、ピンクのセーラー服を着た女性の後ろ姿が見える。身体をひねってスカート丈たけを気にしているので、セーラー服の特とく徴ちよう的てきな後ろ襟えりをふちどる、白い二重線が清せい楚そに揺れる。

　明日から新学期だ。千早は聖マゼンダ女学院高等部二年生になる。登校前に、制服を試着しているのだろう。

　スカートはセーラー服につきもののプリーツではなく、花びらのように広がるフレアースカートで、優やさしげなピンク色が白い肌はだに映はえて美しい。お嬢様学校にふさわしい愛らしいデザインだ。

「入って」

　部屋の奥おくから千早の声が響いた。

　――え？　あれ？　奥のほうから声が聞こえたみたいな？

　――ってことは、この人、誰だれだ？

　天はワゴンを押してしずしずと部屋に入り、音を立てないようにドアを閉めた。

　千早は奥にいた。赤のセーラー服を着て、腕うでをあげたりさげたりして着き心地ごこちをチェックしている。

　手前にいるのはピンクのセーラー服を着たショートヘアの女性。後ろ姿なので顔は見えない。

　二人の制服のデザインはそっくり同じで、色だけが赤とピンクに分かれている。

　ピンクの制服の彼女が口を開いた。女にしては低い声だ。

「お嬢様、この新しい制服、スカート丈がフレアーです。このデザインでは、ガーターベルトに拳けん銃じゆうを隠すことができません」

　クールな声が、いらだちを帯びて響く。

　――この声、まさか……。

　天はいやな予感を覚えながら、ワゴンを押して広い部屋を歩いていく。

「学校には拳銃を持ってこなくてもよくてよ」

「ですが、それでは何かあったときに、お嬢様をお守りすることができません。ＳＡの防具の携けい帯たいは許されているはずです」

「拳銃は防具じゃないでしょ？　まさか今年から変わった制服が、こんなにかわいらしくなるなんて思わなかったけど、我が慢まんしてよ。碧さん」

　まさかと思っていたのだが、そのまさかだった。

　碧がピンクのセーラー服を着て立っていた。碧は姿勢がよく、バランスのとれたプロポーションをしているので、後ろ姿はスッキリしてて格好良い。

　――なんで碧さんがセーラー服を？

　女性の年ねん齢れいはわからないが、碧は二十歳はたちを軽く超こえているはずではないか。

　ぞわっと首筋が逆立った。見てはいけないと思うのに、怖こわい物見たさで視線が吸い寄せられる。いろんな意味で恐おそろしい。

　碧がこちらを向いた。意外さに目を見張る。

　――なんだ、碧さん、似合ってるじゃないか。

　セーラー服のスッキリしたデザインが、碧が全身から放つ抜き身みの剣けんのような雰ふん囲い気きを甘あまくくるみ、りりしいお姉様タイプに変えていた。同性にモテそうなハンサムウーマンだ。

　――そっか、フリフリのメイド服が似合うんだから、セーラー服が似合わないわけがないんだ……。

「どうした？　天、早くお嬢じよう様さまにお茶をお出だししろ」

「はいっ」

　天は、碧に引き寄せられてしまう視線を引き戻もどし、千早の机に茶器を用意していく。

　お湯を注いでカップを温め、ぬるくなった湯を水差しに捨てる。紅茶をスプーンですくって紅茶ポットに入れる。ひと匙さじはお嬢様のために、もうひと匙もお嬢様のために。最後のひと匙はポットのために。

　ポットにお湯を入れ、フタを閉めて蒸むらし、三十秒数えてから、おもむろに紅茶を注ぐ。今日の茶器はロイヤルドルトンだ。

　アールグレイの香こう気きが漂ただよう。お嬢様がくつろいでいるときはノンシュガーのミルクティー。仕事で忙いそがしいときは砂糖入りの甘いレモンティー。レモンの香かおりが紅茶の香気を殺すから、レモンティーのときはアッサムかダージリン。

　ティーサービスはメイドの大事な仕事のひとつ。使用人になって三週間。先輩メイドの桜さくら子こと希き実み子こに教えてもらいながら練習を重ねたから、紅茶を注ぐ手つきは、さすがにサマになっていた。

「そうだわ。天にＳＡを代わってもらいましょう。碧さん。いいわね？」

「お嬢様、正気ですか？」
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　碧があきれた口調で聞いた。

「正気よ。このまま天を通信高校に行かせられないと、私が約束を破ったことになってしまうわ」

　天が高校に通えないのは、天の個人情報がまた別のセレブネットにアップされたからである。

　ほとぼりが覚めるまでは、危なくて高校に行けないのだが、千早は天が高校に行けないことを、気に病やんでいたらしい。

「ですがＳＡはお嬢様の護衛を兼かねる存在です」

「護衛が必要なことが、聖マゼンダで起こると思って？」

　碧はだまりこんだ。

「どうして今まで思いつかなかったのかしら。天も高校の単位を取れるし、伊い集じゆう院いん家けＳＡアマネが幸運の少年だなんて誰も気がつかないわ。屋敷にいるより安全かもね。ネットにアップされた名前が、漢字だけでよかったわ」

「天は少年です。女子高に通わせるおつもりですか？　まして聖マゼンダはお嬢様学校です。露ろ見けんしたとき、罪を問われるのはお嬢様ですよ」

「大だい丈じよう夫ぶよ。天は女装すると、少年だと誰も気付かないわ」

「ですが……」

「わかりました。天が男だとバレないように工く夫ふうします。碧さん。天にＳＡの引ひき継つぎをしてください」

　千早がきっぱりと言った。

　これは要望ではなく命令だった。

　碧はしぶしぶという感じで引きさがる。

「かしこまりました」

　千早は机につくと、優ゆう雅がな仕草でカップに手を伸のばした。会話終しゆう了りようの合図だ。

　天と碧は、おじぎをして千早の部屋を出ていく。

　碧はピンクのセーラー服のままで廊ろう下かを歩いていく。

　廊下を行く料理人が、セーラー服の碧を見て立ち止まった。天は碧に見とれている料理人に、目礼して歩いていく。

「碧さん。ＳＡって何ですか？」

「スクールアテンダントだ。お嬢様に年齢の近いメイドがつきそいして、学園生活の手助けをする」

「ＳＡも高校の単位を取れるんですか？」

「単位は取れる。聴ちよう講こう生せいという扱あつかいになるから、手続きをすれば単位取得が可能だ。今まではボディガードをかねて私が行っていたが、のんびりした校風なので、護衛は必要ないだろう」

「よかった。じゃあ、僕も安全かな」

「格闘術を学びたかったら、私が教えてやるぞ。お嬢様のおそば近くにいるなら、護衛ができるほうがいいからな」

「習いたいです。千早ちゃんをまもれる存在になりたい。今は忙しいのでやめときますが、いつか絶対教えてください」

　アルバイトにあけくれていた一年生のとき、通信高校の勉強がろくにできなかった。高校に通うとなると、遅おくれている学力を取とり戻す必要がある。メイドの仕事もしながらなので、多た忙ぼうを極きわめる毎日になるのは目に見えていた。

「でも、僕は、何かあったときはお嬢様をいちばんにまもりますから」

「それでいい、お嬢様に危険が迫せまったときは、自分の身体を盾たてにしてお嬢様を助けろ。そのためのＳＡだ」

「ＳＡの仕事って、護衛ですか？」

「護衛というより、お嬢様の秘書だ。学食での食器運び、お茶出し、お毒味役。それから……」

　天は、ワゴンを押して歩きながら、碧が口頭で教えるＳＡの仕事内容を必死で暗記した。決められた仕事を決められた通りにするのではなく、状況に応じて臨機応変に。気働きが大事。お嬢様の安全と心地ここちよさを第一に考えること。

「どうだ。わかったか？」

「だいたいは」

「だいたいでいいだろう。実地で判断するしかないからな」

　碧が自分の部屋のドアを開けて、入室するように促うながした。

「ワゴンをそのまま押して入れ」

　ワゴンを押しながら顔を伏ふせて歩いていると、天てん井じようからぶらさがっている黒くて巨きよ大だいなものにおでこをしたたか叩たたかれた。

「うっ」

　サンドバッグだった。

　――すごい部屋……。なんか碧さんらしい、っていうか。

　天井からサンドバッグがぶらさがり、鉄アレイが転がっているのにもかかわらず、鏡台には化け粧しよう品ひんの瓶びんが並んでいる。メイド服がハンガーに掛けられてぶらさがっている。

　フリルとエキスパンダーが同居しているカオスっぷりが、いかにも武道派メイドの碧らしい。

「これが二年の教科書だ。目を通しておけ。ＳＡはお嬢様以上の成績を取ってはいけないが、落第はもってのほかだ。それからこれが体操服で、これが書道の道具、聖書、ロザリオ、それから」

　碧から次々に渡される勉強道具をワゴンに載せていきながら、天はため息をついていた。

「落第せずお嬢様以上の成績を取らず、って大変そうですね」

「千早お嬢様の成績は学年一だから大丈夫だ。落第しないことだけ気にしていればいい」

　――それがいちばん大変かも。僕ぼく、一年のとき、ろくに勉強してないし。

　とは、思っていても口には出さない。

　天の目標は、千早お嬢様に釣つり合あう存在になってプロポーズすること。勉強ぐらいで音をあげることはできない。

「これで全部ですか？」

「あともうひとつある」

　碧はセーラー服の裾すそに手を掛けると、セーラー服の上着を脱ぬぎ捨すてた。

　まるで今からシャワーを浴びるかのような、あっさりした脱ぎ方だ。

　ブラジャーに包まれたふっくらした乳ち房ぶさが露あらわになった。

「わーっ、わぁあああーっ。わーっ」

　碧はスカートも脱ぎ捨てて、ショーツとブラジャーだけの格好になった。肌が真っ白で、均整のとれたプロポーションだ。

　甘い香りが漂ってきてドキドキする。

　ガータベルトで吊つったストッキングに包まれた太ふと腿ももが色っぽいが、ストッキングに銀色の拳銃が差しこまれているのを見て、あわてて視線を逸そらす。

　碧はメイド服に着き替がえ、白いエプロンをつけた。ショートヘアの髪かみを、ひらひらのついたカチューシャで飾かざると、もういつもの碧に戻っている。

　謹きん厳げんなメイド長は、セーラー服を軽く畳たたんでワゴンの上に置いた。

「ちゃんと試着しておくんだぞ」

　――な、なんだ、制服を渡してくれただけ、か……。碧さん、僕の性別、ぜんぜん気にしてないんだな……。

「失礼します」

　天はワゴンを押して部屋を出た。

　しとやかに廊下を歩き、自分の部屋に向かう。

「あ、出てきたわーっ。天くん。待っていたんですぅっ」

「ふふふっ。天くん、早くこちらに来なさい」

　希実子と桜子がいそいそと待ちかまえていた。

　二人ともにまにまと楽しそうに笑いながら、天に向かって詰つめ寄よってくる。らんらんと光る目が怖い。

「な、何ですか？」

　天は怯おびえてあとずさった。

　二人がこんな笑い方をするのは、よからぬことをたくらんでいるときだ。

「お嬢様から内線電話でご命令いただいたんですぅ。天くんが男だとバレないようにしてあげて、ですってぇっ」

「ふふふ。私たちが、腕にヨリを掛けて、天くんをいっそうかわいくしてあげるわよ。さっ、入りなさいなっ」

　希実子が天の背中をトンと押して、彼かの女じよの部屋へと突つき飛とばす。

「わっ、わわわーっ。わーっ」

　希実子の部屋は、碧の部屋とはまったく違ちがい、香こう水すいと化粧品の匂においに満ちた、大人の女性の部屋だ。

　――な、何をされるんだろ……。

「ふふふっ。さーっ。これつけてねーっ」

　希実子がベッドの上にぽいぽいと投なげたものを見て、天は言葉を失った。

　二枚重ねの綿の入ったブリーフに、肌はだ色いろのぷにぷにしたもの。それに、真っ白なレースに飾られたある物体。

「こ、これ？　ブラジャーですよね？」

「そうよ。パッドとブラジャーよ。こんなこともあろうかと、天くんのために買っておいたのよ。んで、こっちがサポーター」

「お嬢様が何を命令されるか、ちょっと考えたらわかりますですぅっ。貧乳でもいいから、胸があるほうが、女の子っぽいと思うんですぅ」

　桜子はこれみよがしに胸を張った。

　桜子は貧乳だが、本物の女性だけあって、ほんのりとしたふくらみがある。

「そうよぉ。胸があるほうが女の子らしいわよ」

　希実子が胸を張って、これみよがしにゆさゆさと胸を揺ゆすってみせた。

「揺れるほど胸があっても邪じや魔まなだけですぅっ。ほどほどの胸がかわいいんですよぅ」

「男はねっ。巨乳にロマンスを感じるのよっ」

　二人はお互たがいに向かい合い、火花を散らしている。

「そんなの脂し肪ぼうのカタマリですぅ。ほんのりサイズがいいんですぅっ」

「そうね。たしかに桜子さん、ほんのりサイズよねっ」

　会話がトゲトゲしくなってきた。

　天は、今にもつかみあいの喧けん嘩かをしそうな二人の間に割って入った。

「まぁまぁ、落ち着……うがぁっ」

　右足の甲こうに、希実子のメイドシューズがドカッと乗って体重を掛けてくる。

　桜子のメイドシューズのカカトが、左足のツメのあたりに乗って、ぐりぐりと踏ふみにじる。

　足に穴が開くのではないかと思うほどの痛さだ。

　男はこういうとき手が出るが、女の場合は足が出るのだと実感する。

「い、痛いですっ!!」

　二人が同時に飛びすさり、足の上から重みが消えた。

「ごめんなさいですぅっ。私は希実子先せん輩ぱいの足を踏もうとしたんですぅ」

「ごめんね。天くんの足を踏むつもりはなかったの。桜子さんの足を踏んだつもりだったのよ」

　希実子と桜子が同時に謝罪する。

　――この二人、ほんと気が合ってるよなー。

「だ、大丈夫ですよ」

　痛さのあまり冷ひや汗あせが出るが、必死の努力で笑え顔がおをつくる。

　なお、両足にできた青あざと赤あざを見て、天が再び悲鳴をあげるのは、今日の晩、シャワーを浴びるときのことになる。

「希実子先輩、体重が重いから痛かったはずですぅっ」

「桜子さんはインケンにぐりぐりしたから、かなり痛かったでしょ？　桜子さんって腹黒よねっ」

　天は冷や汗をかいた。どっちの味方もできないから、両方を誉ほめておく。

「大丈夫ですって。希実子先輩も桜子さんも、ほっそりしてますからっ」

　かなり苦しい誉め方かただが、二人の先輩メイドの表情がふにゃっととろけた。希実子が右みぎ肩かたをバァンと叩き、桜子が左の方をバンバンと叩く。

「もういやぁねっ。私が可か憐れんなんてほんとうのこと、言うもんじゃないわ」

「そうですぅ。私は繊せん細さいでかわいいんですぅ」

　――言ってない、言ってないぞーっ。そんなこと。

　と思いつつも、にこにこと笑ってうなずいておく。

「僕、その、足が痛いんで、部屋に帰ってもいいでしょうか」

　足の苦痛を言い訳にして逃にげようとしたのだが、桜子がススッと音もなく移動してドアを閉めてニッコリ笑った。

　希実子もススッと移動して、天の前に立ちふさがる。そして、口角をあげてニッコリ笑った。

　タイプはまったく違う二人なのに、笑い方がシンクロしている。

「このパッド、シリコン樹じゆ脂しで、専用ノリで張りつけるタイプなの。水とか汗に強くて、水泳とか胸を揉もんだぐらいじゃ外れないから安心して。剥はがすときは専用のクリームがいるの」

「これが剥がし用のクリームですぅ」

「わ、なんですかこれ？　すごいにおいですね」

「アルコールでできてるらしいわ。焼しよう酎ちゆうやウイスキーでも剥がれるそうよ」

「それからこっちがサポーターですぅ」

　桜子は二枚重ねのブリーフを持ちあげた。綿が入っているらしく、全体にふんわりしている。

「天くんのナニを、めだたなくさせてくれるんですぅ」

「もっこりしてちゃ、かわいいＳＡにはなれないわよ」

「ど、どうやってつけるんですか？」

「えっと、おまたにはさむようにして装着する、って書いてあるわね」

「おまたにはさむんですぅ？　きゃーっ。いやぁっ。恥はずかしいっ!!」

　桜子が両手で頬ほおを挟んでイヤイヤをした。

　サポーターはまだいい。

　百歩譲ゆずって我慢しよう。

　だが、ブラジャーとパッドはどうしてもムリだ。世の中には、譲じよう歩ほできるものと譲歩できないものがある。

「つ、つけなきゃいけないんですか？　その、ブラジャー、を……」

「お嬢様に恥はじをかかせてしまうわよっ」

「うぅっ」

　弱みを突かれ、天はうなり声をあげた。

「天くん、泣きそうな顔をして嫌いやがってますぅ。希実子先輩」

「やっぱ、私たちがつけてあげなくちゃダメよねぇ。桜子さん」

「サポーターは希実子先輩がつけてあげてくださいですぅ。私、ナマコなんて触さわりたくないですぅ」

「いいわよぉっ。私がつけてあげるわよ」

　先輩メイド二人が、手をワシワシさせながらにじりよってきた。

　天はずりずりと後ずさった。

　メイド部屋はかなり狭せまくて、すぐに背中が壁かべについてしまった。

　逃げ場ばはない。

　抵てい抗こうすると、希実子と桜子をよけいおもしろがらせてしまいそうだ。

　天は覚かく悟ごを決めた。

　先輩メイドのおもちゃになるより、自分でつけるほうが百倍マシだ。

「じ、自分で、つけます……」




　　　　　☆




「えっと、真ん中から順に空気を抜ぬくようにして張りつけていく……。こんな感じかな。うわ、本物のおっぱいみたいだ」

　シリコン樹脂のパッドはぴちぴちした感かん触しよくで、弾だん力りよくのある低反発まくら、という感じだった。肌はだに密着する感触が悩なやましく、腰こしにクるが、ブリーフタイプのサポーターがうまく下半身を押おさえてくれる。

　ブラジャーのストラップに腕うでを通し、背中のホックを苦労してつける。胸がしめつけられる感じがする。

　女の子は、こんなにも息苦しいものを、普ふ段だんから身につけているのだろうか。

　ＳＡのセーラー服をもたもたしながら着る。

「えっと、これでいいのかな？」

　天の部屋には鏡がない。

　廊下に出て、姿見に自分を映す。

　身だしなみをチェックしてから仕事に向かうように、碧が廊下に置いた鏡は大きくて、全身を映してくれる。

「うわ、こ、これ僕……？」

　碧が着たとき、りりしいお姉様タイプになっていたピンクのセーラー服は、天をはかなげに彩っていた。

　淡あわいピンクのリボンが胸をふんわりと飾っている。

　フレアースカートが膝ひざの上でひらひら揺れて、足をすらっと見せていた。

　セーラー服は、デザインがシンプルだからこそ、着た人の特とく徴ちようを強調する。不安そうな表情が、守ってあげたい系のかわいさを演出し、どこから見ても可憐な女子高生だ。

　――かわいい……。すげぇかわいい。めちゃくちゃかわいい。

　メイド服の純じゆん朴ぼくさもいいが、セーラー服の清せい楚そさも捨てがたい。

　愛らしく変身した自分が、鏡の向こうから天に向かって笑いかけている。うれしいような感動が、じぃぃんっと胸に染しみていく。

　天は鏡の自分に見とれた。

　天のトリップは、メイド仲間の黄色い声で破られた。

「わーっ。天くん、かわいいですぅっ」

「天くんは何を着ても似合うわぁーっ」

　希実子と桜子だ。

「天くん。リボンはそんな風にカッチーンって結んじゃだめですぅ。もっとふわっとさせないと」

　桜子の手が伸びてきて、リボンをほどき、結び直す。

　碧が脱いだセーラー服をそのまま着たから、リボンは碧が結んだままになっていた。

　――ふぅん。蝶ちよう々ちよう結びって、コツっていうか、やり方があるんだな。







[image: ]







　結び方をしっかり覚えておこう。明日からさっそく学校なのだから。

　先輩メイドのひんやりした手が胸に当たってくすぐったい。

「あ、ンッ」

　甘あまい声が出てしまった。

　服装の力はあまりにも大きくて、意識が服に引きずられていく。メイド服を着て仕事をしているときは、まだしも男を意識することができたのに、セーラー服を着ていると性別があいまいになってくる。

　――おいっ。僕。しっかりしろーっ。

　天の女の子っぽいしぐさに、先輩メイド二人の目の色が、はっきりと変わった。

「うわぁ。おっぱいがフワフワですぅ。本物の胸みたいですぅ」

「えっ？　そうなの？　触らせてっ」

　希実子が背中から手を回し、天の胸をむぎゅっとつかんだ。

　――うわぁあぁっ。

　天はあまりの行こう為いにおろおろするばかりだ。

「ほんとねーっ。すごいのねぇ。パッドって。これがニセ乳だなんて思えない」

「そりゃ、シリコン樹脂性ですからねー。私も触っちゃおっ。えいえいっ」

　ニセ乳とはいえ、胸を揉まれる感触はたまらなかった。

　少年の平らな胸に密着しているパッドが胸むな板いたに押し当あてられ、くすぐったくてたまらない。

「わーっ」

「わー、じゃ男みたいですぅっ」

「そうよ。天くん。お嬢じよう様さまに恥をかかせるつもり？　女の子っぽく悶もだえるのよーっ」

「はーいっ。練習ですぅっ。かわいらしく悲鳴をあげてくださーい。はーい、どうぞですぅっ」

「きゃーっ。やめてっ。やめてぇっ」

　自分で自分が情けなくなってしまう。

「私たち、パッドが本当に剥がれないかチェックしてあげてるのよっ。感謝なさいねっ」

「すごいですぅっ。こんなに揉んでいるのに剥がれないですぅっ」

　胸を揉まれる感じと、女の人の甘い香かおり、彼女たちの二にの腕の内側のフワフワや、胸のふくらみがあちこちに当たってたまらない。いやおうなく反応する下半身が、サポーターに押さえつけられてムズムズする。

　――うぅ、ぼ、僕、もう、もう……。

「あーっ。あぁ、んんんっ」

　天は、甘い声をあげて悶えるばかりになっていた。

　先輩メイド二人は、天をおもちゃにして遊んでいるし、メイド長は天を男だなんてぜんぜん思っていないし、もういろんな意味で限界だ。

　――早く学校が始まってくれーっ。




　　　　　☆




　朝日に輝かがやく聖マゼンダ女学院の校門を、黒くろ塗ぬりの大きな車が、ひきもきらずに入っていく。リムジンが整然と移動するその様子は、見慣れた登校風景とはぜんぜん違っていた。

　――すごいなー。でっかい車ばっかりだ……。

　――ヤクザの集会みたいだなー。

　天はどうしようもなく庶しよ民みんであった。

　日本有数のお金持ち女子校として名を知られる聖マゼンダ女学院だが、世の中にはこんなにもお嬢様が多かったのかと見とれずにはおられない。

　――って、千早ちゃんもそのひとりなんだよな。

　天は、横に座すわる千早を見た。千早と視線があった。お嬢様は天に向かって、にこっと笑いかけた。

　――うわぁ。かわいい……。

　買収騒さわぎのあと、千早はかなり態度が柔やわらかくなり、目があえば甘い笑みを浮かべてくれる。

「千早ちゃ……千早お嬢様、ぼ……わ、私をＳＡにしてくださってありがとうございます」

　運転手の目を気にして、よそゆきの言葉で話す。

「どういたしまして。碧さんは新しい制服を嫌がっていたから、天がちょうどよかっただけよ」

「でも、私、これでやっと勉強できる。千早ちゃ、お嬢様のおかげです」

「天は勉強が好き？」

「私はその、あんまり頭が良くなくて。父と姉は勉強ができるけど、私だけみそかっすで……でも高校は行きたかったんだ。だから、千早ちゃ……お嬢様には感謝してる」

「何を言っているのよ。天は伊集院家の大切なメイドよ。ずっと私と一いつ緒しよにいてね」

　――僕はいつまで、『伊集院家のメイド』なんだろう？

　あの一千万円を元に一億円を儲もうけること。それが千早と対等になる唯ゆい一いつの手段だと知っていても、何をすればいいのかさえもわからない。

　株取引する勇気はない。株取引の恐おそろしさは、先日の買収騒ぎでタップリと味わっている。一億なんてあまりの巨きよ額がくさに気が遠くなる。

　千早と対等な存在になれないいらだちを、千早の愛らしい笑顔が柔らかく溶とかしていく。

　思わずお嬢様の手を取ったとき、運転手の手によって、リムジンのドアが開けられた。パッと手を離はなす。なんとも言えない恥ずかしい空気が立ちこめた。

　いつの間にかリムジンが停車していた。

「どうぞ。お嬢様。天あまねさん」

　運転手は柔らかい笑顔を向けた。

「ありがとう」

「ありがとうございます」

　天はゴホンと咳せき払ばらいすると、二人分の学生カバンを両手にさげて、リムジンを降り立った。

「行ってらっしゃいませ。お嬢様」

　運転手は帽ぼう子しを取って挨あい拶さつしてから、再び車に乗りこんだ。

　天は校舎を見てため息をついた。

　――お城みたいだ……。

　幾き何か学がく的てきに整備された広い庭の向こうに、ガラスの積み木細工のような校舎が広がる。

　現代的な建物なのに、中世のお城を連想してしまったのは、お嬢様学校特有の洗練された雰ふん囲い気きによるものだろう。

　さながら舞ぶ踏とう会かいに向かうお姫ひめ様さまと侍じ女じよのように、真新しい制服に身を包つつんだお嬢様とＳＡが、三々五々登校していく。

　少女ばかりが笑いさざめきながら歩いている様子は壮そう観かんだ。空気の色まで違って見える。

「まぁ、ほほほ。そうなんですの？」

「はい。お嬢様、お気をつけてくださいませね」

　言こと葉ば遣づかいが上品で、笑う声まで優やさしげだ。

　――うーん。千早ちゃんとは違うんだ……。

　ビジネス社会で男たちと仕事をしている千早は、大人たちも舌を巻く敏びん腕わん経営者であるため、お嬢様っぽいひかえめさはあまりない。本物のお嬢様のしとやかさは驚おどろくほどだ。

　――こんな中で学校生活を送らなきゃいけないんだ……。

　――大だい丈じよう夫ぶかな。僕ぼく。

　伊集院家では、メイドたちと執しつ事じは、天が男であることを知っていた。だから、女装がバレるのではないかという心配はなかった。

　だが、聖マゼンダでは、（千早以外は）天が少年であることを知らない。

　――おしとやかにしないと……。

　もしも秘密が露ろ見けんしてしまったら、罪を問われるのは天ではなく、雇こ用よう者しやである千早になる。

　緊きん張ちようで胃の奥おくがキュウッと縮みあがった。

「ごきげんよう」

「おはようございます」

　生徒たちが、校舎の前で立ち止まり、ふかぶかとおじぎをしている。

　天も、千早や他の生徒にならって校舎に向かっておじぎをする。

　昇しよう降こう口ぐちで上うわ履ばきに履はき替かえているときのことだった。

　くるくる巻き毛の女子生徒が、まるで有名モデルがステージをウォーキングするようにして、肩かたで風を切って歩いてきた。横には影かげのようにＳＡがつき従っている。

　久く瀬ぜ川がわ亜あ弓ゆみお嬢様。

　幸運の遺伝子を持つ少年を手に入れるために、会社買収をしかけてきた千早のライバル。

「ごきげんよう。亜弓さん」

「おはようございます。千早さん」

　いずれ劣おとらぬ美少女二人は、にこやかに挨拶を交かわした。つい一週間前にあんなことがあったのに、今はもう遺い恨こんはなさそうに見える。

　亜弓が眉まゆをあげて天を見た。あら？　とでも言いそうな表情を浮かべて、天と千早を見比べている。

　――あらあら、新しいＳＡは天くんでいらっしゃるの？　天くんって少年でしょ。

　亜弓の声なき声が聞こえてきそうだ。

　さーっと顔が青くなった。

　――男だってバレた。登校したばっかりなのに……。

　天は緊張して冷や汗をかいた。

　だが亜弓は、あっさりと身体を翻ひるがえすと、何も言わず歩き去っていった。髪かみをポニーテールに結ゆったＳＡが、影のように亜弓のあとをついていく。

　千早が天にささやいた。

「亜弓さんは仲間よ。安心して」

　――そ、そっか……。仲間か……。そりゃ当然か。今って、亜弓お嬢様、千早ちゃんの部下だもんな。

　亜弓はひとまず大丈夫として、問題はトイレと体育の授業だ。

　とくに、体育の授業がひたすら不安だ。幸い今日は始業式だけで、まだ授業はないものの、女子更こう衣い室しつで女子生徒と一緒に着き替がえなくてはならないのである。
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　――始業式ってどこも一緒だな。

　始業式会場は体育館ではなく教会だとか、先生方が黒いスカーフを頭から被かぶったシスターばかりだったとか、びっくりさせられることは多々あったものの、始業式そのものは通信高校と大差なかった。

　退たい屈くつでのどかな空気が、どうしようもなく同じなのである。

　前方にお嬢様が椅い子すに腰こし掛かけて座り、後方にＳＡが立ち並んでいるので、赤とピンクにくっきりと色分けされている。

　校長先生のお話を聞きながら、天は周囲のＳＡたちを、それとなく観察していた。

　天のように、お嬢様に近い年ねん齢れいのＳＡもいれば、二十歳はたちを超こえた年齢のお姉さんタイプのＳＡもいる。いかにも護衛役らしい目つきのするどいＳＡもいる。

　いちばん多いのは、お嬢様を温かくサポートしそうな、優しげなお姉さんタイプだった。

　何百人もの少女が一いち堂どうに会しているので、甘い匂においでむせかえりそうだ。

　――あれっ。

　すぐ横の、髪をポニーテールに結わえたＳＡと目が合った。目礼をしてくれたので、天も軽く頭をさげる。

　――この人、どっかで見たことがあるんだけど、どこだったかな？

　天は記き憶おくをたどった。

　――あ、わかった。久瀬川亜弓お嬢様の、ヨーグルトカップのメイドさんだ。

　――あのとき亜弓さんに押し切きられていたら、僕、この人と、セックスさせられていたかもしれないんだ……。

　彼女のセーラー服の胸もとや、フレアースカートの腰のあたりに視線がいく。

　――じろじろ見るなっ。失礼だぞっ。

　自分で自分を叱しつ咤たするが、こんなにもたくさんの女たちに囲まれているのだ。

　どこを向いてもＳＡのお尻しりや胸が目に入る。熱気と甘い匂いで鼻血が出そうだ。

　そのとき、先生の名前を呼ぶ声と、はいっ、という澄すんだ声が聞こえ、生徒がひとり演台に立った。

　千早だった。

　――え？　何で千早ちゃんが？

　びっくりしていると、ＳＡのあいだから、ささやく声が聞こえてきた。

「校歌の当番は、今日は伊集院家のお嬢様なのね」

「クラス順の出席番号順ですものね。うちのお嬢様まで順番が回ってくるかしら」

「千早様、上品でいらっしゃるわよね。私もお仕えしてみたいわ」

　千早の美び貌ぼうと品の良さは、ＳＡのあいだでも評判らしい。

　天はにまにまと笑った。

　自分が誉められた以上に気分がいい。

　――そうだよ、千早ちゃんは綺き麗れいだよ。最高のお嬢様だよ。

「校歌斉せい唱しよう」

　パイプオルガンの前に座っているシスターが、身体を揺らしながらオルガンを弾ひき始めた。

　パイプオルガン独特の、腹に響ひびく荘そう厳ごんな音に圧あつ倒とうされる。

　千早が校歌を歌いはじめた。

　マイクがないので、千早の声は聞こえなかったが、声をそろえて校歌を歌うお嬢様たちの歌声は、心が洗われるように美しい。

　ＳＡもウワサ話をやめて校歌を歌う。歌詞を知らない天は両手を前で組んで歌うフリをしているが、ＳＡがみなちゃんと歌っているのであわててしまう。

　――僕も校歌覚えないと。

　聖マゼンダは、普ふ通つうの学校とはだいぶ違ちがう。覚えることがいっぱいで大変そうだ。
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　授業が終わり、迎むかえが来るまでのわずかな時間、天はついに、冒ぼう険けんを決行した。

　ＳＡ用の女子トイレに入ったのである。

　――おおっ。こ、これが女子トイレ……。

　広くてぴかぴかの洗面所の奥に、個室がビッシリと並んでいる様子は迫はく力りよくがあった。男子トイレにつきものの小便器は、当然ながらひとつもない。

　ピンクの制服のＳＡが洗面所にたむろし、髪を梳とかしたり、リップクリームを塗ぬったり、制服のリボンを結び直したりしながらくつろいでいる。

　おしゃべりと笑い声がはじけて楽しそうだ。女子生徒たちが笑いさざめいている光景は、猫ねこが喉のどをぐるぐるさせながら、グルーミングをする様子を連想させる。

　意識して内うち股またで歩きながら、ＳＡの間を通とおり抜け、個室へ入る。

　鍵かぎを閉めたとき、ささやく声が聞こえてきた。

「あなた、今年のＳＡトーナメント、出場されるの？」

　天は用を足しながら耳をすませた。

　――ＳＡトーナメント？　何だろう？

「めんどくさいわよ」

「賞金がいいのに」

「賞金は全額お嬢様に行くんでしょ」

「でも、お嬢様は、メイドに一割程度のボーナスをくださるのが慣例になっているのよ」

「一割としてもすごい額だけど、ウチのお嬢様はケチだからどうかしらね」

「千早様のＳＡ、お強いのよね。碧さんっておっしゃったかしら？　トーナメント、出場されるのかしら」

「その碧さん、去年の入学式に、女子トイレに忍しのびこんだヘンタイをつかまえておしまいになったのよね？　ＳＡの鏡よね」

「そのヘンタイね、肩の関節を外されたそうよ」

　――怖ぇぇよー。碧さんなら、それぐらいやりかねないよーっ。

「自じ業ごう自じ得とくよ。そのヘンタイ、女装してたんでしょ？　女装して女子高の女子トイレに入るなんて信じられないわ。いったい何を考えているのかしら」

　責められている気分でいたたまれない。涙なみだが出そうだ。

　――すみません。すみません。女装して女子トイレに入ってすみません。でも僕、ヘンタイじゃないんです。許してください。すみません。

「お強いＳＡの方っていうと、久瀬川家のサヤカさんと前回のトーナメントの優勝者の天てん道どう家の方、あとはヒトミさんと……さんと……さん、それにその碧さんかしらね？」

「碧さん、去年は出場されなかったんでしょ？　伊集院のお嬢様はあんなの出たがらないわよ。それに、伊集院家のＳＡは、今年から別の方が来られているそうよ」

　――僕のことをウワサしてるぞーっ。

「あらそう、きっと美しい方なのでしょうね」

　――すみません。すみません。美しい方じゃなくてすみません。僕はただの男です。生まれてきてすみません。

「さあ、どうかしら。かわいらしい印象の、お若い方だったわ」

「ＳＡは自己紹しよう介かいしないから、わからないのよね」

「だって私たちは、この学校の生徒ではなく、お嬢様のつきそいにすぎないもの」

　天は顔を伏ふせながら個室を出た。伊集院家ＳＡアマネと書いてある名札を二の腕で隠かくしながら手を洗い、そっとトイレを出ていく。

　妙みような汗あせをかいてしまった。激しい疲ひ労ろう感にぐったりする。

　天ははぁっとため息をついた。







第２章　はなまる女子高生







「表計算ソフトを使えば、このようにして集計やグラフ化が簡単にできます。とても便利なツールですので、使いこなすようにしましょう」

　情報処理の先生が教きよう卓たくに立ち、画面が表示されているプロジェクターを長い棒で指し示しながら、説明をしている。

　天あまねはさっさと課題を入力してしまい、周囲を見回していた。

　生徒もＳＡも、パソコンはひとり一台割り当てられていて、皆みな、真しん剣けんな表情でキーボードを叩たたいている。

　伊い集じゆう院いん邸ていに来る前、アルバイトにあけくれていたとき、電気店で働いたことがあった。休きゆう憩けい時間に店員がパソコンの使い方を教えてくれたので、表計算ソフトはひととおりわかる。

　あの頃ころはアメリカにいる姉にメールができて便利だった。アルバイトで生活費をまかなう貧びん乏ぼう少年の天には、海外通話代やエアメールの切手代が、負担になっていたからである。

　――僕、姉さんにぜんぜん連れん絡らくしていないな。姉さん、心配してるかも。

　――このパソコンからメールできるかな？　あ、できるな。お姉ちゃんにメールしとこ。えっと、姉さんのメアド、これでよかったっけ？

　フリーメールを取得し、姉のメアドにメールする。

「僕は今、伊集院千ち早はやちゃんのお屋や敷しきでお世話になっています。心配しないでください」

　父が一億の借金を残して失しつ踪そうしたとか、千早が借金を肩かた代がわりしてくれて、メイド奉ぼう公こうしているとか、男なのに女子高に通っているとか、そういうことは書かなかった。姉に心配を掛かけたくないからだ。

　――あっと、姉さんだと、女子高からメールしてるってわかるよな……。

「このメールは千早ちゃんに頼たのんで送信しています」と書き足してから送信した。

　天はこのメールが、新たなトラブルを招くなんて、ぜんぜん気付いていなかったのである。
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「お嬢様、お飲み物、取ってきましょうか？」

　天は、優ゆう雅がにフォークとナイフを動かしている千早に声を掛けた。プラスチックのトレイに載っているフォアグラのゼリー寄せとパイ包みステーキのランチは、あとはデザートのプティフールを残すだけになっていて、そろそろ食後のお茶のタイミングだ。

「ありがとう」

「お紅茶でよろしいですか」

「コーヒーにしてくださる？　ここの紅茶、おいしくないの」

「かしこまりました」

　天は、お箸はしを置くとさっと立ちあがり、カウンターに歩み寄った。

　コーヒーメーカーは、カップをセットしてボタンを押おすと、コーヒーが出てくる自じ販はん機きだが、一いつ杯ぱいずつ豆を挽ひきドリップする本格派で、できあがるまで時間がかかる。

　コーヒーができあがるのを待ちながら、周囲をそっと見まわした。

　お嬢様とＳＡがそれぞれに席につき、くつろぎながら食事を取っている。おしゃべりに夢中になっている様子は、普通の学校と大差ない。

　ＳＡがお嬢様のお世話をする女子高なんて、どんなに異常な世界だろうと思っていたが、授業は普通に先生が教きよう壇だんに立って教えるスタイルだった。

　授業はわかりやすかった。通信高校の勉強をひとりでモタモタとやっていた天には驚くほどだ。

　しかも、学食のメニューは和洋中なんでもござれで、無料だった。

　こうしたところに、学費の高さが表れるのだろう。

　――ＳＡってメイドよりいいかも。

　仕事をしながら、日本有数のお嬢様学校の授業が無料で受けられ、おいしい昼食を食べられる。セーラー服は窮きゆう屈くつだが、これはメイド服も同じだ。

　隣となりの自販機でコーヒーのできあがりを待っているＳＡと目があった。髪をポニーテールに結わえた、落ち着いた物もの腰ごしの、清せい楚そな女性だ。

　彼かの女じよは、旧知の友人に出会ったように会え釈しやくした。

「アマネさんですよね？　お久しぶりです。私、亜あ弓ゆみお嬢様のＳＡで、サヤカです」

「ヨーグルトカップの人ですよね？」

　サヤカはにこにこと笑った。

「はい。ヨーグルトカップのメイドです。お嬢様、あの一件で毒気を抜ぬかれたというか、ずいぶん丸くなられて、お優しくなられたんですよ」

「そっか。よかった。僕のことはその」

「もちろんわかってますよ。千早様は亜弓様の上司ですから、他言致いたしません。安心してください」

　穏おだやかなお姉さんタイプで、綺麗な人だ。

「私のセーラー服、やっぱりおかしいですか？　二十歳を超えてセーラー服着るの、きついですよね」

「ごめん、じろじろ見て。僕の周りにはいないタイプだなって思ってたんです。サヤカさん、セーラー服、すごく似合ってます」

「よかった。ＳＡはいいですね。仕事しながら高校の単位が取れるんですから」

「ってことは、高校、行かなかったんだ」

「はい。メイド仕事で忙いそがしくて。通信課程に通っていたんですけど。単位ボロボロ落としちゃって」

「僕も同じです。大変ですよね」

「そうですね。確かに大変ですね。亜弓お嬢様、ワガママですしね」

　サヤカは片目をつぶって、ちゃめっけたっぷりに笑った。

　言葉の内容とはうらはらに、声に愛情がにじんでいて、サヤカが亜弓お嬢様に信しん頼らいを寄せていることがはっきりわかる。

　そしてこういうことが言える程度には、亜弓とサヤカの主従関係は良好だ。過激なお嬢じよう様だと思っていたが、亜弓お嬢様にもいいところがあるのだろう。

「僕も大変だよ。千早お嬢様、気がキツイしさ」

「亜弓様と千早様って、似てますよね」

「うん。そうだね。美人だけど傲ごう慢まんなとことかさ」

「あら、私のお嬢様は、意外に優しいところがあるんですよ」

「僕のお嬢様も最高だよ」

　お嬢様の誉ほめあいをしてしまった二人は、顔を見合わせて笑った。

「もうすぐＳＡトーナメントですけど、アマネさんは出ます？」

「何それ？」

　ずっと気になっていたが、なんとなく聞きそこねていた。

　コーヒーメーカーが、こぽこぽと音を立てた。ドリップ式のコーヒーは、できあがる寸前に大きな音を立てる。

「運動会みたいなものですけど、賞金がすごいんです。……あっ。コーヒーができたわ。それじゃ」

　サヤカがコーヒーをソーサーに載せて歩き去っていった。

　天も、できたばかりのコーヒーを持って千早の元に戻もどる。

「お嬢じよう様さま、どうぞ」
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　千早はギロッと天をにらんだ。お嬢様の周囲で怒ど気きがめらっと燃え、額にアオスジが立つ。

　――うわ。千早ちゃん。怒おこってるぞーっ。

　天は先手を打って謝罪した。両手を前で揃そろえおじぎする。

　おじぎの角度は三十度。ここは学校だから、目立つことはしてはならない。

「お嬢様、お待たせして申し訳ありません」

　千早はつーんと顎あごを反そらせてそっぽを向く。

「あの方、久く瀬ぜ川がわ家けのサヤカさんね。何を話していたの？　ずいぶん楽しそうだったわねッ!!　ふんっ、ふんふんっ、サヤカさんがお好きなら、久瀬川家のメイドになったらよろしくてよっ」

　無む茶ちやなことを言うわりには、人の目を気にしているらしくひそめた声だ。

　天は、周囲をちらっと見み渡わたして、人目がないことを確かく認にんしてから、いつもの口調で言った。

「ＳＡトーナメントの賞金がすごいって話を聞いてたんだよ。あと、亜弓お嬢様がずいぶん丸くなったって。千早ちゃんのおかげだって言ってた。千早ちゃんは美人で性格も良くて、最高のお嬢様だよ、って自じ慢まんしていたんだ」

「そ、そう……」

　千早は頬ほおをほんのり赤くしながらコーヒーを飲んだ。

　――おー、照れてる照れてる。わかりやすいなー。千早ちゃんは……。

　千早のメイドになって三週間たつ。

　毎晩のように千早にそい寝ねしているから、だいぶ千早の扱あつかいが上手になってきた。千早は信管つき爆ばく弾だんだが、お嬢様のプライドを配はい慮りよして、先回りするようにして行動すれば、爆ばく発はつすることはめったにない。

「亜弓さんが丸くなったのはいいことね。亜弓さん、過激でいらっしゃいましたもの」

　――どっちもどっちだと思うけど。

　とは、思っていても口に出さない。

　天は千早がコーヒーとデザートを楽しんでいるうちに、あわててお箸を動かして、懐かい石せき弁当の残りを食べた。

　よほどいい素材を使い、腕うでのいいコックが調理をしているのだろう。コンビニ弁当に慣れた舌が驚くほどに繊せん細さいな味付けだ。

　千早がコーヒーのカップを置いた。

「おさげしてよろしいでしょうか。お嬢様」

「よくてよ」

　皿を重ねながら、聞くともなしに聞く。

「サヤカさんが、ＳＡトーナメントって、運動会みたいなもんだって言ってた。運動会があるなんて、聖マゼンダって、あんがい普通の高校だね。ＳＡトーナメントの賞金って、いくらなんだろ？」

「一億円よ」

　千早があまりにもあっさりと言ったので、数字が脳のう味み噌そを素す通どおりした。

「一万円？　それはすごいね」

「一万円じゃないわよ。一億円よ」

　からっぽのコップがトレイの上でころんと横よこ倒だおしになった。

　――やっぱこの学校、普通じゃねぇよぉーっ!!
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　天は、体操服が入った巾きん着ちやく袋ぶくろを胸の前で抱かかえながら、更衣室の前でためらっていた。

　六時間目はいよいよ体育の授業だが、女子更衣室に入るのは、さすがに心理的な障しよう壁へきがある。

「どうしたの？　天、早くお入りなさいな」

　千早に促うながされ、天は困ってあとずさった。

　――千早ちゃんは、僕が女子更衣室に入るの、平気なのかな？

　千早は、天が別の女の子に目を奪うばわれていると、かわいく嫉しつ妬とをしてスネまくる。そんな千早が、なんで更衣室に入れというのだろう。天が千早や他の女の子の裸はだかを見ることに、抵てい抗こうはないのだろうか。

「僕、……体育、や、休もう、かな……」

　泣きそうな顔をして呟つぶやくと、千早がクスッと笑った。

「そんなところでもじもじしていると、ヘンタイみたいよ」

　天はびっくうっとすくみあがった。

　――ヘンタイじゃないんです。すみません。すみませんっ。仕方がないんです。すみません！

　内心で謝罪しながら、顔を伏せて更衣室に入る。

　――あれれ？　ばーと脱ぬいだりしないんだ……。

　女の子たちは、ワイワイキャイキャイとにぎやかに騒さわぎながら着替えていたが、いろんなワザを駆く使しして、下着が露ろ出しゆつしないようにしている。

　短パンを穿はいてからスカートを脱ぐ。ブラウスの袖そでを通したまま体操服を被る。ＳＡがさりげなく制服のリボンを広げてお嬢様の胸むなもとを隠す。

　お嬢様のお着替えは、かくも上品なのかと感心する。

　かわいい女の子が制服を勢いよく脱ぎ捨すてて、ブラジャーとショーツになっておっぱいお尻をぷるんぷるん振りながら体操服を着る、というのは、少年漫まん画がの中だけの光景なのだろうか。

　――なるほど、千早ちゃんが怒り出さなかったわけだよ。これなら平気かも……。

　甘あまく立ちこめる少女たちの香かおりと熱気は息苦しいが、ナマおっぱいや剥むき出しのお尻を直視せずにすむぶん、まだなんとか耐たえられる。

　天は壁かべに向かってモゾモゾと体操服を着た。

「あら、あなた体操服、ピンクじゃないの。お嬢様のお手伝いをしなくてもいいの？」

　誰だれかから耳打ちされた。

　お嬢様の体操服は白、ＳＡはピンク。

　お嬢様には上品に見えるのだろうピンクの体操服は、天にはちょっと恥はずかしい。

「あっ。いいんです。千早様はおひとりでなさいますので」

　振ふり返かえった天の視界いちめんに、ブラジャーに包まれたふっくらしたムネが、ババンとばかりに広がった。お嬢様は品良くお着き替がえをなさるが、ＳＡはそうでもないらしい。

　――うっ！

　メロンをブラジャーの中に入れているのかと思うほど、ふっくら盛りあがった大きな乳ち房ぶさだ。

「あら、あなた、ウワサの伊集院家のＳＡね？」

「はい。伊集院家ＳＡアマネと申します」

　天は股こ間かんをモゾモゾさせながら言った。ゆさゆさ揺ゆれる白いムネが目の前に迫せまってきて目の毒だ。ブラジャーから飛び出るのではないかと心配する。

「あら、かわいい方だわ。前任者とは違うタイプね」

「はかなげでかわいいわね。妖よう精せいみたい」

「お肌はだなんかツルツルじゃない？　やっぱり若い子は違うなぁ」

　ＳＡのお姉様たちが天を取り囲んだ。三人とも下着姿だ。ひとりは制服に合わせたピンクのブラジャー。もうひとりが白で、ブラジャーとショーツがおそろいのケミカルレース。別のひとりはほんのりサイズのクリームイエローだ。

　年上のお姉様に取り囲まれてしまった天は、助けを求めて千早を見た。

　千早はさっさと体操服に着替え、亜弓と談だん笑しようしている。

　サヤカがおだやかに笑いながら、亜弓の脱いだ制服を畳たたんでいた。

　天を妖精みたいだと評したＳＡが体操服を着た。ＳＡであることを示すピンク色の体操服の胸もとには、天てん道どう家ＳＡユキと名前がある。ショートカットがさっぱりした印象の背の高い女性だ。宝たから塚づかの男役のようなお姉様タイプだが、碧みどりよりも印象が柔やわらかくて親しみやすい。

「どうしたの。そんな顔をして？　あなた、お嬢様に恋こいしてらっしゃるの？」

　ユキが言った。

　唐とう突とつなセリフにどぎまぎする。

　――男だってバレた？　僕ぼくが千早ちゃんを好きだって、どうしてわかったんだっ!?

　図星をさされた驚おどろきと、男だとバレたかもしれない狼ろう狽ばいに、顔がかぁっと赤くなった。

「ぼ、わ、私はその、えっと……」

「別にあわてなくてもいいわよ。ＳＡがお嬢様を好きになるのは自然なことよ」

　ユキはあっさりと言った。

「そうよね。だって、ずっと一いつ緒しよにいるんですもの」

「あっ。お嬢様がお支し度たくをされたわ。じゃあね」

　ようやく目の前からおっぱいが消え、天ははーっとため息をついた。

　――ううぅ、心臓に悪い。

「アマネ、何をしているのよ？　早く行きましょ」

　千早が声を掛けた。

「はいっ。お嬢様っ」

　半ズボンの裾すそを気にしながら千早に歩み寄ると、千早はさりげない仕草で手をつないできた。顔がほころんでいる。平然とした表情を繕つくろおうとして失敗した、という感じだ。

　――あれ、千早ちゃん。機き嫌げんいいな。何でだろ？

「聞いてたわよ。私のことを好きでもぜんぜんかまわなくてよ。だって、アマネは私のＳＡですもんね」

　千早がささやき、天の手をにぎにぎした。

　――ああ、千早ちゃんが上じよう機き嫌げんなのはこれかぁ。

「光栄です。お嬢様、ありがとうございます」

　使用人らしく丁てい寧ねいな口調で話しながら、天も手をきゅっきゅっと握にぎり返す。

　生徒とＳＡが二人で手をつないでいるだけ。少なくとも見た目はそうだ。だが、天の顔はどんどん赤くなっていき、千早のにまにまは止まらない。

「千早さん、早くいらっしゃいな」

　亜弓の声が、二人だけの世界から天と千早を引ひき戻す。

　千早がパッと手を離はなして飛とび退のいた。

「い、行きましょっ」

「はいっ。千早お嬢様」




　　　　　☆




「お嬢様、タイムいかがでした？　……あら、さすがにお速いですね。私は……でした」

「あなたもお速くてよ。少ししか違わないじゃないの？」

「ですけど、私は全力疾しつ走そうしてこれなんです。やっぱりお嬢様はすばらしいですわ」

　春の日差しがふりそそぐ校庭に、お嬢様とＳＡの明るい笑い声がはじけている。

　体育の授業は陸上だった。

　ストレッチのあと、校庭を速く一周、次にゆっくり一周、それを五回繰くり返したあと、六人ごとに五十メートル走をしてタイムを測る。

　昨日、先せん輩ぱいメイドたちに踏ふまれた足はまだ少し痛いが、走るのに支障が出るほどではない。

　お嬢様たちのタイムを先に測ったあと、ＳＡたちも同じようにタイムを測るのだが、お嬢様は名めい簿ぼ順なのに、ＳＡはランダムだった。

　なのに、ＳＡはちゃんと、「お嬢様より少し遅おそいタイム」をキープしているらしく、あちこちでお嬢様とＳＡの笑い声がはじける。

　ＳＡはあくまでもお嬢様のつきそいだから、お嬢様以上の成績を取ってはいけない。

　碧から教えられた暗あん黙もくのルールは、体育でも適用されるらしい。

　それでいて彼女らの走り方は、流して走っているようにはとても見えない。

　天は、ＳＡの見事な仕事ぶりに感心するばかりだ。

　――ＳＡにもちゃんと体育をさせるように先生が工く夫ふうしているのかな？

　お嬢様とＳＡを分けてしまえば、ＳＡがお嬢様に合わせてタイムを調節することが難しくなる。

　――でも、結局、ＳＡは、加減して走ってるしなー。すげぇよなー。お嬢様のデーターが頭の中に入ってないと、こんなことできないよなー。プロだよなー。

　――先生、なんで注意しないんだろう？

　天は体育の先生を見た。

　白い歯の目立つサワヤカ系の先生で、ＮＨＫの子供番組の体操のお兄さんみたいだ。指導力のありそうな先生なのに、この無反応は何だろう。

　天は先生をじっと見た。

　そして気付いた。

　――あれっ。先生、タイムの記録、していないや……。

　先生はエンマ帳を閉じたままだ。

　助手の先生はストップウオッチを持っていて、ゴールしたＳＡのタイムを読みあげるのだが、数字をエンマ帳に記き載さいするフリさえもしていない。

「天道家ＳＡユキさん、伊集院家ＳＡアマネさん、久瀬川家ＳＡサヤカさん」

　名前を呼ばれ、スタートラインに並ぶ。

　先生がエンマ帳を開き、ペンを手に持った。

「……成績をつけるＳＡは、この三人だよな……」

　先生がつぶやくようにしてつけ加えた一言で、やっと気付いた。

　――あ、そっか。ＳＡのほとんどは、高校の単位を取らないんだ。

　ヘタクソなお芝しば居いを見せられている気分だった。

「用意、スタート」

　天は複雑な気持ちのままに走り出だした。

　千早のタイムは速かった。たぶん、クラスでいちばんの速さだったはず。天がなりたいのは、千早に釣つり合あう存在になること。だから、加減しない。中学のとき、走ることだけは得意だった。

　――僕は男だ。男なんだ。

　流して走っている女の子より、本気の天のほうがずっと速い……はずだった。

「あらっ。伊集院家のＳＡの方、お速いわっ！」

「愛らしい容姿をしてらっしゃるのに、足がお速いのね。意外よねっ。ステキだわ」

　黄色いささやき声が天を追っていく。

　周囲の景色が流れていく。千早が手を振っていることに気がついた。

　千早はうれしそうな表情を浮うかべている。

　息があがってきた。心臓がドクドクして、身体が熱い。

　――そうだった。僕、丸一年ぐらい、まともに運動してなかったんだ……。

　足を止めたくなってきた。

　――だめだ。たったの五十メートルだ。全力で走るんだ！

　気弱になった自分を叱しつ咤たしたとき、天の前を、巨乳が追おい抜いていった。

　天道家ＳＡユキだ。

　天は、さらにスピードをあげた。ユキと天のデッドヒートになった。五十メートルが信じられないほど長く感じる。

「アマネっ。がんばってーっ！」

　千早が手を振り回まわして応おう援えんしている。お嬢様たちが応援している声も聞こえる。

　あと五メートルほど。

　ユキがちらっと天を見たことに気付いたが、天はまっすぐに前を向いて走っていく。

　倒たおれこむようにしてゴールする。

　――どっちだ。僕か？　ユキさんか？

　心臓がドクンドクンと音を立て、身体が冷たい汗でまみれる。

　タイムを読みあげる先生の声が聞こえる。

　天は二位。同じに見えたが、ユキが少し速かったらしい。

　――負けたか。

　少し遅おくれてサヤカがゴールしてきた。

「ユキさんってステキねっ」

「そうね。ユキさんはカッコイイわ。去年のＳＡトーナメントの優勝者ですもん。支し度たく金きんを積むから、うちのメイドにならないかって申し出が、いくつも来きたそうよ」

「ユキさんお断りになったのね」

「お断りされたのは天道さんでしょ。咲さき子こ様、ワガママだから」

「私は、アマネさんのほうが好きだわっ。あんなにはかなげなのに、一いつ生しよう懸けん命めいに走っておられるところが清すが々すがしいわ」

　お嬢様たちがにぎやかに騒ぐ声が聞こえてくる。

　仰あお向むけになってはぁはぁしている天の視界に、太陽を背にした千早の姿が映った。

「天、よくがんばったわね。さすが私のＳＡよ」

　お嬢様の顔が勝負の女め神がみのように光ひかり輝かがやいて見えた。

　天はあわてて立ちあがった。

「タイム、私より速かったわね」

「ごめん。つい、全力疾走してしまった……。ユキさんに煽あおられてしまった、っていうか」

　小声で謝罪すると、千早が天の背中を軽く叩いた。

「何でそんなこと言うのよ。天がカッコイイと、私もうれしいのよ」
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「碧さん、ＳＡはお嬢様以上の成績を取ってはいけない、っていうの、あれ、ほんとですか？」

　天は床ゆかにモップを掛けながら聞いた。

「その通りだが、どうかしたか？」

　同じようにモップを掛けている碧が返す。碧がモップを押すと、キュッキュッと床が鳴り、汚よごれがおもしろいぐらいに消えていく。

　学校から帰ったら、天はメイドの仕事が、千早は会社経営の仕事が待ちかまえていた。

　千早は自室に籠こもり、決算書類の分ぶん析せきに一生懸命になっている。

　天はメイドの仕事に忙ぼう殺さつされていた。学校の予習復習をしたいところだが、仕事が終わるまでは何もできない。胸のパッドでさえまだ取っていない状態だ。

　天はモップを動かしながら、体育の時間にあったことを話した。力を入れてモップを押すのだが、メイド長のようには綺き麗れいにならない。

「ですぎたマネをしてはならないというのはほんとうだ。お嬢様が誉めてらっしゃったのは、それは天が、お嬢様にとって特別な存在だからだ」

「碧さんは体育の授業、どうしてましたか？」

「体育の授業か？　流してやっていたが」

　――そりゃまぁ、碧さんが真しん剣けんに体育したら、すごいことになりそうだよな。

　忍にん者じやの末まつ裔えいである碧は、身体能力に優すぐれている。

　彼女が真剣に体育をやれば、金のわらじを履いたオリンピック強化委員会が、スカウトにやって来るだろう。

「ＳＡはみんなそうですよね。全力疾走しないっていうか、お嬢様よりタイムが遅くなるように加減してるんです」

「ＳＡのタイム、聴ちよう講こう生せい以外は、とってなかったろ？」

「助手の先生がストップウオッチでタイムを読みあげてましたが、確かにえんま帳には記入していませんでした」

「だからみんな先にお嬢様のタイムを聞いてから、お嬢様より少し遅いタイムを自己申しん告こくしてるんだ」

「ああ、なるほど。器用なもんだと思ってたけど、そういうことか。……でも、聴講生からは不満が出そうだ。だって、わざと成績を悪くしなきゃいけないんだし」

「プロだから割り切っているはずだ。そういうＳＡは、トーナメントに出て発散すればいい。トーナメントはＳＡが実力を披ひ露ろうする場だからな」

「ＳＡトーナメントかぁ……」

「出るのか？」

「もしもトーナメントで優勝すれば、お嬢様にお金が返せるんですよね」

「出るなら格かく闘とう技ぎを教えてやるぞ。一億円の賞金が出るトーナメントだ。賞金は全額お嬢様に渡わたるが、お嬢様は一千万円を特別ボーナスとしてＳＡに支給する。めったなことでは勝てないがな」

　碧がニヤッと笑った。クールな碧がそういう顔で笑うと、独特のすごみを放つ。天はあいまいに答えた。

「そ、そうですね。考えてみます」
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　天が碧から頼たのまれた郵便物を出しに、屋敷の外に出たときのことだった。

　ポストは、伊集院邸ていの裏門のほど近くにある。門の内側から手を伸のばしてもポストに届くほどの至近距きよ離りだ。

「……ね」

「え？　あれ」

　名前を呼ばれた気がして周囲を見渡す。

　――気のせいか……。

　月明かりが冴さえ冴ざえと照らす路上には、電柱の長い影かげがまっすぐに伸びているだけだ。

　ポストに郵便物を差し入れると、パサリと軽い音がした。

　腕を組んで伸びをする。これで今日の仕事は終わりだ。

　あとは復習と予習をして眠ねむるだけ。翌朝からまた、ＳＡとメイドの忙しい毎日がはじまる。

「天」

　電柱の向こうで人ひと影かげが動いた。懐なつかしい声に驚いて棒立ちになる。

「えーと、そのう、天だよな？」

　薄うす汚よごれた作業着を纏まとった、五十歳さい前後の男性だ。

「え？　と、父さん……？」

　大おお黒ぐろ愁しゆう。

　一億円の借金を残して蒸発した天の父。

　ほぼ一年ぶりに逢あった父は、少し痩やせていたものの、元気そうに見えた。

　愁は息子むすこを頭のてっぺんから足の先までじろじろ見た。顎をボリボリ掻かきながら話す。

「おまえ、母さん似だったんだな。そういう格好、似合うなぁ。母さんが戻ってきたみたいだ……元気そうだな。よかったよかった」

　天はかっと顔を赤くして、ポストの陰かげに隠かくれた。

　聞きたいこと、言いたいことはいっぱいあるはずなのに、女装の自分を父に見られた恥ずかしさと、失しつ踪そうしたはずの父親がいきなり現れた驚き、父の元気な姿を見たうれしさ、父の借金で大変な目に遭あわされた怒り、いままで何の連れん絡らくもしなかったくせに、いきなりやってきたことの疑問が混ざり合い、何を言っていいのかわからない。

「なあ、天、その胸、パッドなのか？」

　天は両手で、ぱっと胸を覆おおった。パッドをつけたままにしていた自分に腹が立つ。

　お屋や敷しきに帰るなり、剥はがしてしまえばよかったのだ。忙しかったとはいえ、いったい何をしているのだろう。

「父さん。どうしてここに？」

　口から出たのは、至って平へい凡ぼんな疑問だった。

「家に帰ったら、鍵かぎが閉まっていて入れなかったんだ。母さんの仏ぶつ壇だんに手を合わせたかったんだが」

　家の鍵は、天のメイド部屋の引き出しにある。

　父が帰ってくることを考えて、合い鍵をポストに入れようと思ったのだが、弁護士に止められた。長期間留守にするのに不用心すぎると言われた。その通りだったので、家の鍵を持って出たのである。

「じゃなくて、どうしてここがわかったんだ？」

「エミリから聞いたんだよ」

　ようやく会話が成り立った。

　今日、情報処理の授業のさい、学校のパソコンから、アメリカに留学中の姉のエミリにメールをした。

　パソコンは伊集院邸にももちろんあるが、メイドが私用で使うのははばかられる。

「父さんは、姉さんと連絡を取ってたんだ？」

「いや。夕方、エミリに電話したんだよ。天が伊集院邸でお世話になっているって言って、あいつ喜んでた。……でも、天は、何でそんな格好してるんだ？」

「う、その、……メイドとして働いてるんだよ……」

　――お父さんが残した借金を払はらうためにね。

　とは、言えなかった。

「メイドねぇ。……まぁいいや。何でも」

「父さんは、今どこにいるの？」

「ああ、この先に廃はい業ぎようした工場があるだろ。そこを借りて寝ね起おきしている」

「そんな近くに住んでいたんだ……父さんは綺麗なお姉さんと駆かけ落おちしたんだって、民政委員のおじさんから聞いたのに」

「なんだよ。そのガセネタ。工場の奥おくさん、六十代のばあさんだぞー」

　父はからからと笑った。

「何か用事？」

「おうよっ。用事があったから来たに決まってるだろ。金を貸してほしいんだ」

　父は子供のように笑いながら言った。

「いくらぐらい？」

「一千万円だ」

　天は声を失った。

　愁が残した一億円の借金のせいで、天は今、こうしている。天が女装メイドとして働いているのも、せっかく合格した公立高校を入学辞退し、通信高校に通っているのも、全部父親のせいだ。

　このうえ、一千万円の借金を、息子に申しこむ父親にあきれてしまう。

「ないよっ。そんなお金、あるわけないじゃないかっ」

「そっか。そうだよなー。あ、そうだ。これ、名めい刺しだ」

　父は名刺を差し出した。名刺の大きさの厚紙にボールペンで手書きした名刺だ。

「オレンジ興業株式会社、開発部長、大黒愁……父さん、会社員になったんだ？」

「なってねーよ。なんかそれっぽいかなーって適当に書いたんだ」

　人を舐なめているような会社名に、名刺を持つ手がぶるぶる震ふるえる。

「父さん、先に一億円を返してくれ。千早ちゃんがお父さんの借金、払ってくれたんだよ！」

「商品化するために、一千万円が必要なんだよ。この発明が商品化されれば、一億なんてすぐに返せる」

「まだ、あの発明、続けているんだ……ガソリンの代わりに水を化学反応させて動力源にする、なんて、そんなの夢物語だよ」

「それが夢物語じゃなくなってきたんだ。水から水素を取り出すシステムの小型化に成功したんだぞ。あとは燃料電池に搭とう載さいするだけだ。これが商品化されたらすごいことになるぞ」

「ムリだってそんな……」

「問題はプロトン交こう換かん膜まくだが……酸さん化か剤ざいが……まだ触しよく媒ばいの使用量が多いが……いっそプレフォーミング用の改質器を……でも数十ミリワット程度の小規模小電力発電では実用性が……」

　父は専門用語をぶつぶつとつぶやきながら、腕うで組ぐみをして周囲をぐるぐると回りはじめた。瞳どう孔こうが開いていて、父が発明の世界にトリップしていることがわかる。

　愁は昔からそうだった。

　昔は大学の教授として研究に打ちこんでいたのだが、研究で頭がいっぱいになるクセのせいで、まともな授業を行えず、大学から首を切られた。奇き行こうが多く、論文を書かず、学会からも相手にされない。

　それでもその後、一度はメーカーに研究職として迎むかえ入いれられたのだが、父に会社勤めはできるわけもなく、またも退職してしまったのである。

　一億の借金も、父の発明の失敗で負ったものだ。知能指数は高いが、生活力がなく、コミュニケーション能力に乏とぼしく、それでいてやまっけがある生活破は綻たん者。それが父だ。

　今の父は科学者でも研究者でもない。町の発明家にすぎない。いや違ちがう。発明家なんて立派なものではない。

「父さんはろくでなしだ」

　天の言葉は、研究で頭がいっぱいの父には届かない。

　父の優ゆう秀しゆうな頭脳は、姉のエミリに受うけ継つがれた。エミリはアメリカのピッツバーグの州立大学の大学院で、難しい研究に取り組んでいる。

　父がエミリに電話を掛かけたというのも、借金の申しこみだろう。奨しよう学がく金きんで勉強をしている姉にも、父の残した借金と引き替かえにメイド働きをしている天にも、一千万ものお金はない。

「父さん。逢えてうれしかった。元気でね。じゃあ」

　天は父の名刺を、エプロンのポケットに入れると、ぐるぐるとその場を回る愁をそのままにして、屋敷に戻もどった。
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　天は、自分の部屋の机に教科書を広げ、予習をしていた。

　聖マゼンダの授業はわかりやすいとはいえ、絶対に落第できないのだから、教科書に目を通すぐらいのことはしておきたい。

　だが、内容が頭に入らない。

　頭をよぎるのは、三時間ほど前に別れた父のことばかりだ。

　――父さん、元気そうだった。父さんの発明、商品化寸前までいってるんだ。一千万あったら、商品化できるなんて……。父さん、作業服だったよな。工場に寝起きしてるって言ってた。あの発明、ずっとがんばってきたんだ。

　一千万円は、ある。

　千早が天にくれたボーナスを、手つかずのまま保管してある。

　水燃料は父の一生を掛けた研究だ。

　――僕は、父さんに、お金を貸すべきだったのか？

　――あのちゃらんぽらんな父さんが、ほんとうに商品化にこぎつけることができるのかよ？　一千万円をドブに捨てることになるかもしれないぞ。

　――「貸す」んじゃなくて、「あげる」つもりで渡したほうがいいのかも。

　思いがぐるぐると渦うずを巻く。

　悪いことをしたみたいで胸が痛い。

「はーっ」

　鉛えん筆ぴつを放ほうり投なげ、ため息をついたとき、内線電話が鳴った。

「天、そこにいるの？　そろそろ眠いの。一緒に寝ねてちょうだい」

　スピーカーホンにしてある電話が、千早の声を流す。天はすぐさま受話器を取った。

「はい。僕だよ。すぐ行くよ。待っていて。千早ちゃん」

　千早の一緒に寝て欲ほしいは、添そい寝して欲しいという意味であり、なまめかしい意味はない。

　だが、それでも、夜に千早から呼び出しが来るとドキドキする。

　千早の柔らかい身体を抱だきしめ、一緒のベッドで横になり、おしゃべりをする時間は、誰の邪じや魔まも入らない二人きりの時間だ。このときだけは、お嬢じよう様さまとＳＡでもなく、ご主人様とメイドでもなく、たんなる恋こい人びと同士として存在できる。

「千早様、お呼びにより参りました」

　天は扉とびらの前でよそゆきの声をあげた。千早の部屋のドアを開けるまでは、天はまだ使用人だ。

「入りなさい」

「失礼します」

　入室すると、千早はドレッサーの前に座すわって、髪かみにブラシを当てている最中だった。ブラシを置いて立ちあがると、愛らしい笑え顔がおを浮かべて走り寄ってきた。

　千早の纏う真っ白なナイティは薄うすい素材でできていて、胸だのおへそだのが透すけていて悩なやましい。

　天は、千早の温かくてフワフワの身体を抱きしめた。お風ふ呂ろあがりの千早は、ラベンダーのバスソルトの匂においがする。

　姿見に、抱き合う二人が映っている。

　今は勤務時間外なのでエプロンもカチューシャも取っているため、黒ワンピースと白いナイティの少女が抱ほう擁ようしあっているようにしか見えない。

「天。私、もう眠いわ」

「そうだね。千早ちゃん。一緒に寝よう」

「何をしていたの？」

「予習だよ」

「ごめんね。メイドで忙いそがしいのに、ＳＡまでさせちゃって」

　千早は天の胸に、おでこをすりすりしてなついてくる。

　素す直なおな千早は愛らしくて、髪を撫なでる手に力がこもる。胸の奥がキュウッと疼うずいた。

「ううん。僕、感謝してるんだ。高校の勉強できるし、千早ちゃんとも一緒にいられるしね」

「結けつ婚こんすれば、ずっと一緒にいられるわよ」

「そうだな。ＳＡトーナメントに出て、一億円をゲットしようかなー」

「バカね。やめておきなさいな。ＳＡトーナメントは、風船運び競走とかティーサービスとかかわいい競技もあるけど、格闘技もあるのよ」

「でも、相手は女の子だろ。僕はいちおう男だし」

「合気道とか空手とかの有段者ばかりよ。碧さんクラスがごろごろ出るの。天は碧さんと戦って勝つ自信がある？」

「ない……」

「でしょ。だったら、株でも先物でも不動産でもいい。一千万円を元手に、一億円を儲もうけることね」

　――できるのかな。そんなこと。僕にはムリだよ。株とか先物ってバクチだろ。一千万をスッてしまうのが関の山だって。

　とは、思っていても口に出さない。

　千早がかわいいあくびをもらした。

「寝よう」

「ええ」

　天てん蓋がいつきのベッドに横になり、添い寝する。

「ふふっ。天、大好きよ。ずっと一緒にいてね」

　千早が抱きついて頬ほおをスリスリさせてきた。服越ごしとはいえ、大好きな少女の胸のふくらみが密着する。

「うん。一緒にいるよ」

　――うぅ、生殺しだ……。

　甘あまい匂いとふにふにの感かん触しよくに、下半身が反応する。サポーターで押おさえられた下腹部が、ムズムズして落ち着かない。体温が伝わってきて、ベッドの中は熱いほどだ。

　やがて、スウスウという寝ね息いきが聞こえてきた。千早の寝ね付つきの良さはあいかわらずだ。

　天はそっと立ちあがり、千早に布ふ団とんをかけ直す。

　そして、電気を消してから部屋を出た。







第３章　おしべめしべの事情







　話は少し前にさかのぼる。

「やったわっ！」

　大おお黒ぐろエミリは、パソコンの画面を見ながら、両手を打ち合わせて喜んでいた。




【大黒エミリ様。

　僕ぼくは今、伊い集じゆう院いん千ち早はやさんのお宅でお世話になっています。

　元気なので、心配しないでください。

　このメールは千早ちゃんに頼んで送信しています。


大黒天あまね】






　深夜一時。

　そろそろ寝ようかと思い、就しゆう寝しん前のメールチェックをしたときのことだった。

　アメリカのピッツバーグ州と日本の時差は、ほぼ十時間。今いま頃ごろ日本は昼の三時頃ころだろうか。

　高校生の弟の出すメールはそっけないが、それでも彼かれが無事なこと、幼なじみの千早ちゃんと仲良くやっていることは文面から伝わってくる。

「よかったわぁ……」

　伊集院家は資産家だし、千早と天は幼なじみ、しかも、大人になったら結婚しようね、と約束した仲だ。

　天はきっと、将来のお婿むこさん候補として、伊集院邸にいるのだろう。

　――これでもう安心ね。

　三カ月ほど前に、家の電話が通じなくなったときはゾッとなった。父が蒸発し、ひとりで暮らす弟に、何かあったのかと心配した。

　エミリは、弟のためにできることを一生懸命考えて、『大黒天は幸運の遺伝子を持つ少年。彼を手に入れる者には幸運が訪おとずれる』とセレブネットの占うらないコーナーに書きこみをした。

　セレブネットは千早が見る可能性が高い。資産家の千早なら、天を捜さがして保護することができる。

　作戦通りに物事が進んだ喜びに、身体の奥から喜びがわき起こる。

　エミリは、冷蔵庫から缶かんビールを出し、プルトップを引きあげた。めったにお酒は飲まないのだが、このビールは祝しゆく杯はいだ。冷たいビールが心地ここちよく喉のどを滑すべり下りていく。

　電話がかかってきた。

「イエス」

　エミリは一いつ杯ぱい機き嫌げんで電話を受けた。

「おー、エミリかー」

　日本語だった。

　のほほんとした声は、ゴクツブシの父のものだ。エミリはがちゃりと電話を切った。

　――父さんが、何で今頃電話してくるのよっ。蒸発したんじゃなかったのっ!?

　――もしかして、天に何かあったとかっ!?

　心臓が飛とび跳はねた。

　そのとき、再び電話が鳴った。びくっとしたが、震える手を伸ばして受話器を持ちあげる。

「はい」

「エミリ、研究、進んでるかー？」

「アンタにはカンケイないでしょ。それより何か用事なの？」

「一千万円貸してほしいんだ」

「一万円？」

「違う。一千万だ」

　エミリは黙だまりこんだ。

　どこの世界に、外国に留学中の娘むすめに、一千万円もの借金の申しこみをしてくる親がいるというのだ？

「一千万円あれば、今研究中の水燃料が、商品化できるんだ」

　父は研究内容について話し始めた。電話代は大だい丈じよう夫ぶなのかと心配になるほど、専門用語を駆く使しして滔とう々とうと話す。

　エミリはコンピュータネットワークが専門で、化ばけ学がくのほうは門外漢だ。

　だが、それでも、研究者の直感としか言えない部分で、父の研究内容がすばらしいことを理解した。

　父の言葉通りだとしたら、商品化も可能だろう。

　――でも、ムリよ。父さんじゃ。

　――だって、父さんは、大学を首になるような、ちゃらんぽらんな人間なのよ。

「あらそう。よかったわね。商品化、楽しみにしているわ」

　エミリは言い、電話を切った。

　また電話がかかってきた。
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　エミリはしぶしぶ電話を取った。何度も何度も電話されてはたまらない。

「この電話は現在使われておりません」

「あははっ。エミリ、国際電話だぞこれ。日本語で言うなよなー」

「もう電話しないで」

「お願いだ。一千万貸してくれ。商品化に成功したら返すから」

「一千万円なんてないわ。それは天も一いつ緒しよよ」

「エミリ、天がいま、どこにいるのか知ってるのか？　家に鍵が閉まってて、入れないんだ。仏壇に手を合わせたいんだが……。母さんに報告しないとな」

「天は今、伊集院さんのおうちにお世話になっているわ」

「ほぉっ。伊集院さんのおうちか。あの富ふ豪ごうだな」

「父さん、何を考えているのっ!?」

「じゃあな。元気でやれよ」

「天にお……」

　天にお金を借りに行かないでよ、と言いかけたところで、父は電話を切ってしまった。

　――まずかったかも……。

　天が伊集院邸で世話になっているなんて、言ってはいけないセリフだった。

　父は伊集院邸に行くつもりだ。一千万円を無心するために。

　お金をねだりに来る親がいる婿なんて、資産家は警けい戒かいする。

　――私、何てコト言っちゃったの!?　せっかくいい感じになったのに。

　仏壇に手を合わせたいと言われて、つい、警けい戒かい心しんがゆるんでしまった。めったに飲まないビールを飲んで酔よっていた。

　――天が伊集院家から追い出されちゃうっ。

　――私ってば、何で父さんの連れん絡らく先さき、聞かなかったの？

　――ああ、どうしようっ。日本に帰ったほうがいいかしらっ!?　飛行機代は食費をきりつめたら何とか……。

　だが研究がいま佳か境きようだし、日本に帰ることはとてもできない。

　――千早ちゃんに電話……。ダメよっ。ヘンなおじさんがお金をねだりにきて、今度は姉が国際電話を掛けてきてお金がどうこうなんて絶対ダメだわっ。天の立場が悪くなっちゃう。

　――父さんの相手はしないで、って天にメールしとかないと。

　エミリは頭の良い女だった。

　頭の良い女にありがちなことだが、いささか近視眼に過ぎ、策に溺おぼれるところがある。

　そして、研究者という人物は、研究の話題が大好きで、他人に研究内容を説明し出すと止まらない。

　エミリはビールの缶を置くと、パソコンに向かい、猛もう然ぜんとメールを打ち始めた。

「お父さんの研究は科学者としてすばらしいと思いますが、ぜったいにお父さんにお金を渡してはいけません……父さんの研究のすばらしいところは……でもお父さんはイイカゲンで考えなしだから……」

　エミリはメールのその内容が、大黒エミリという研究者が、科学者大黒愁しゆうの研究を絶賛し、商品化の可能性ありとお墨すみ付つきを出していることに気がつかなかった。
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　翌日、情報処理の授業中。

　早々に課題を入力し終わった天は、そっとインターネットを見た。

　メールが来ていた。アドレスは日本ではなくアメリカだ。

　――姉さんからの返信だ。

　生徒たちは表計算の入力に一いつ生しよう懸けん命めいになっている。天は周囲を見み渡わたしてから、こっそりメールを開かい封ふうした。

　――ふぅん。父さん、姉さんにも、仏壇に手を合わせたいって言ったのか……。

　イイカゲンな父だが、少しは家族のことを考えてくれているのだろうか。家の鍵は、父に渡したほうがいいだろう。メイドとＳＡで家に帰れない天よりも、父が持っているほうがいい。

　姉のメールの中で、父の研究について書かれた部分は、天には難しいものだった。

　だが、それでも、姉が父の研究を誉ほめていることはわかった。

　革新的発明。発想がすばらしく独自性がある。商品化は不可能ではない。もしも商品化に成功すれば、化石燃料に頼たよる時代は終わりを迎えるだろう。

　研究者が科学者を誉める内容は、説得力にあふれていて、今にも商品化に成功しそうに思える。

　だが、メールはそれだけで終わらなかった。

　お父さんはイイカゲンで考えなし。発明がいくらすばらしかろうと、商品化はお父さんにはムリ。お金は一円も渡してはいけない。二度と来るなと念を押してから追い出すように。

　天は考えこんだ。

　――姉さんが誉めるぐらいだから、きっと、すごい発明なんだろう。でも、商品化はお父さんにはムリか……。確かにそうだよな。商品化ってきっと難しいんだろうし、お父さんみたいなちゃらんぽらんな人間にはムリだよな。

　――でも、これはお父さんの、人生を懸けた研究だったんだ……。

　天は、ポケットに手を入れた。なんとなくもってきてしまった父の名刺が指先に触ふれる。

「アマネさん、ここの関数について教えてください」

　ぼうっとしている天を見かねたのだろう。いきなり先生に指されておろおろする。

　天はあわててメールを削さく除じよし、ウインドウを閉じた。

　プロジェクターに映されている画面は、簡単な合計の関数だ。

「えっと、＠ＳＵＭで合計が取れます」

「はい、その通りです。表計算の使い方、知っていらっしゃったの？」

「電気店でアルバイトをしたことがありましたから」

　くすくすという笑い声が響ひびく。先生も失しつ笑しようしている。

　――何で笑われているんだろ？

　悪目立ちしてしまった天は顔を赤くさせた。

「ＳＡだからって、ぼうっとしないでね」

「すみませんでした」

　天は軽く頭をさげてから腰こし掛かけた。

　ＳＡはあくまでもお嬢様の秘書。目立ってはならない。碧みどりにそう言われた。心配になって千早を見るが、天を振ふり返かえって、くすくす笑っている。

　――千早ちゃん。怒おこってないな。よかった。

「あと五分でチャイムが鳴るわね。みなさん、円グラフにできる人は円グラフにしてくださいね。できたぶんだけでいいですから、表計算と円グラフ、印刷して提出してください。お名前忘れないでくださいね」

　プリンターが一いつ斉せいに動く。印字音が響き、紙を次々に吐はき出していく。

　名前を書いて提出し、パソコンの電源を切ったとき、タイミングを合わせるみたいにしてチャイムが響いた。

「起立、礼」

　先生がえんま帳を抱かかえて出ていくと、ＳＡが小走りでお嬢様のもとに急ぐ。

「お持ちします。お嬢様」

「お願いね」

　お嬢様はＳＡにテキストを渡わたすと、お嬢様どうしで談だん笑しようしながら廊ろう下かを歩いていく。

　天も千早のもとに急ぎ、テキストを受け取った。

　――父さんに電話しようか。家の鍵を渡したい。

　――屋敷から出るなって言われたのだいぶ前だし、ポストのところまでだったらかまわないよな。

「天、どうかした？」

　横を歩いている千早が聞いた。

「えっ？　……あっと、そうだ、情報処理の授業、なんか簡単なことやってるんだなって思って。英語とかは先生がイギリス人だったりして本格的なのに」

「そうね、確かに。ウチの学校は花はな嫁よめ養成学校みたいなものだから、仕方ないのかもね」

「花嫁学校っ!?　そ、そうか。そうだったんだ。そりゃ、みんなアルバイトなんてしないよなぁ……さっきなんでみんな笑ったのか不思議だったんだけど、そういう意味か」

「そうね。本来、ＳＡって屋敷に代々仕えている使用人がなるものなの」

「碧さんやイシカワさんみたいな？」

「そうよ。イシカワさんじゃセーラー服は似合わないでしょうけど」

　天は、イシカワ執しつ事じがセーラー服を着ている様子を想像して噴ふき出した。

「あはは、その通りだ」

　千早と雑談をしながら教室に向かう。

　その様子を、たまたま通りかかったユキがじっと見ていた。ユキの表情には、うらやましいような憎にくらしいような恨うらめしいような、複雑な色があるのだが、父のことで頭がいっぱいの天は気付かなかった。
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　三時間目の休きゆう憩けい時間。

　天は、さもトイレに行くようにして席を立ち、校門に向かった。父に電話を掛けるためだ。

　聖マゼンダには携けい帯たい電話持ちこみ禁止の校則があって、公衆電話からしか電話できない。そもそも、貧びん乏ぼう少年の天はケータイを持っていないのだが。

　公衆電話は、校門の近くや職員室の近くの廊下、入口の受付の横といった、やたら目立つところに置いてある。校舎から丸見えになってしまうが、誰だれにも聞かれずに電話できるところはここしかない。

　ドキドキしながら十円玉を電話機に入れ、名刺を見ながら電話番号をプッシュする。

「はい。オレンジ興業です」

　父がすぐに電話に出た。懐なつかしい父の声に重なって、機械音が規則的に響いている。何かの工作機械を動かしているのだろう。

「僕です」

「おっ。天か。一千万円用意できたのかーっ」

「違うよっ」

「ありがたいなぁ。一千万円あれば商品化ができるんだよ」

「違うって言っているだろ。家の鍵かぎを渡したいんだ。昨日と同じ時間に、ポストの前で待っているから来て欲しい」

「父さんな、絶対商品化に成功するからな。今度は必ずだ。借りたカネは必ず返すから楽しみにしてくれ。いやぁ。研究が楽しくてなぁ。眠ねむるのがもったいないぐらいだ」

　無む邪じや気きな声が聞こえてきた。

　父はいつもそうだ。姉の話も天の話も聞いてくれず、会話が成立しない。

　天が電話を切ろうとした。このまま電話をしていたら、お金を貸してしまいそうになる。

　そのとき、父がぎゃっと悲鳴をあげた。受話器の向こうで電動音が大きくなり、サイレンの音が不ふ穏おんに響く。

「うわぁっ。暴走したぁっ！　ととと、止まってくれぇっ」

　ぶちっと電話が切れた。

　暴走した、止まってくれ、という父の悲鳴が、埋うもれていた子供の頃の記き憶おくを思い起こさせた。

　あれはイブイブだったろうか。




　雪の舞まい散ちる寒い路上で、子供の天は泣きじゃくっていた。

　おもちゃの新幹線が、ちょうど通りかかった郵便局のバイクに跳ねとばされてしまったのである。

　天は無傷だったが、新品の電動走行新幹線はバラバラになった。バイクに乗っていた人は子供だと甘く見みたのか、そのまま逃にげ去さった。

　たしか天は幼よう稚ち園えん児で、新幹線は、クリスマスプレゼントに両親がくれたものだった。

　父は直してやると安請け合いし、工具箱を出してバラバラになった新幹線をハンダゴテでくっつけはじめた。

「危ないから寄るんじゃないぞーっ」

　父の手によって新幹線が組みあがっていく様子は、まるで魔ま法ほうのようだった。つなぎ目もあらわな新幹線が、あっというまにもとの形を取とり戻す。

「うれしい。父さん、ありがとう」

「まて。まだ完成じゃない。ちょっと思いついたことがあるんだ」

　つなぎ目を綺き麗れいにしてくれるのかなと思いながら見ていたら、せっかく組みあがった新幹線のフタをかぱっと外した。そして、おもちゃの心臓部分である電子機械にパソコンから延のびているコードを繋つなぎ、キーボードをバチバチと叩たたき始めた。

　おもちゃで早く遊びたい天は、わくわくしながらそれを見ていた。

　父は文字通り寝しん食しよく忘れて修理に没ぼつ頭とうし、あきらめて眠ったときに父に揺ゆすり起こされた。

「ほうらクリスマスプレゼントだぞーっ」

　朝になっていた。

　父親は赤い目をしていた。一晩がかりで修理してくれたらしい。

　ぴかぴかの新幹線が、そこにあった。目を凝こらすとつなぎ目がわかるという程度で、先せん端たんのところに見慣れないアンテナが立っていること以外は新品同様だ。

「ほれっ、リモコンだっ」

「え？」

「この△で前進、▽で後退、右は▷、左は◁」

　スイッチを入れるとゆっくり前進するだけだった電動走行新幹線は、ラジコン新幹線に改造されていた。

　しかもスイッチひとつで右に左に自在に動き、スピードも三段階に変えられる。天は夢中になってリモコンを操あやつった。

「新幹線出発しまーすっ。しゅぱぱーんっ、ごぉーんごぉーんっ。ばしゅーっ。右に曲がります」

「わっ。父さんすごいっ」

「あらあなたすごいわね」

「あははっ。もっとすごいものを搭とう載さいしているのだっ。ほれっ、天、貸してみろっ」

　父は天からリモコンを取りあげた。

　そして何のためにあるのかわからなかった、やたらと大きいスイッチを押した。

　新幹線がつなぎ目からゆっくり分かれて回転し、さながら特とく撮さつヒーロータイムの合体変形ロボットのように、ガチャンガチャンと組み替わっていく。

「お父さんいったい何を改造してるのよ？」

「あなた……まさか、もしかして……」

　エミリと母が不安そうに後ずさる。

「ふふん、まあ見ていろ」

　父は子供のように胸を張った。

「僕の新幹線ーっ」

　幼稚園児の天の目には、新幹線が変形していく様子は、壊こわれていくようにしか思えなかった。天は変形を止めようとして手を伸ばした。

「だめだっ。触さわるなっ。ケガするぞっ」

「でもでもっ、僕の新幹線がー」

　そのとき、変形途と中ちゆうの新幹線がギギギと妙みような音を立て、転がるようにして猛もうダッシュで走行した。

「うわぁっ。暴走したぁっ。止まってくれぇっ」

　新幹線は、壁かべにぶつかって大破した。

　壊れた外装をハンダゴテでつけたおもちゃだから、小さな部品になって飛び散った。バイクに跳ねとばされたとき以上にひどい壊れようだ。

「わああーーんっ」

「うーむ失敗だったか……」

「あなたっ。天が泣いてるじゃないのっ!?　元に戻してあげなさいよっ!!」

「ううむ。ここまで壊れてしまうともうムリだな」

「お父さんひどいわよっ。天がかわいそうよっ」

　エミリが怒り、天が泣きわめく。

「すまんすまん。自動変形ロボットに改造したんだが……うーん、何が悪かったんだろうなぁ」

　父はポリポリと頭を掻かいた。




　だが、天は、父が嫌きらいではなかった。

　子供がおもちゃで遊ぶようにして発明ごっこに一生懸命になり、おかしな発明で家族に迷めい惑わくを掛けてばかり。

　考えなしで、ツメが甘く、最後には失敗をしてしまう。そんな父を、天は嫌いではなかったのだ。

　天はフゥッとため息をついた。

　――お金、父さんにあげよう。貸すんじゃない。あげるんだ。

　――ＳＡトーナメントに出て優勝すれば、一億円返せる。

　――僕は男だけど。女の子と戦うなんて卑ひ怯きようだけど、男だからこそ、戦わなくてはならないんだ。

　これで心が決まった。

　次の休み時間に生徒会室に行って、エントリーシートをもらってくる。
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　街灯と月が明るく照らす路上に、父が立っていた。電柱に片手を置いて空を仰あおぎ、まるで友達に話しかけるかのようにブツブツと呟つぶやいている。

「父さん」

　天は、門の内側から父を呼び、そっと歩み寄った。

「おーっ。天か」

「父さん、電柱、改造しないでね」

「電柱なんて改造してもつまんねえよ。研究の内容について考えこんでしまっただけだ。今日は胸がまったいらだな？」

「パッドを取ったんだよっ。胸ばっかり言うなよなっ」

　どこから見ても美少女にしか見えないメイド服の少年と、くたびれた中年男は向かいあった。

「父さん。これ」

　天はポケットに手を入れ、家の鍵を渡す。

「おーっ。鍵だぁっ。やったっ!!　これで母さんに会える。仏ぶつ壇だんに手を合わせたかったんだよなーっ」

「それから……」

　エプロンのポケットから、コンビニの半透明レジ袋ぶくろに入れてぐるぐる巻きにした札束を取りだした。

　一千万円の札束はずっしりと重く、離はなしちゃだめ、というように、汗あせばんだてのひらに吸いついている。

　ほんとうは渡したくない。これは千早と結婚するためのもの。

　だが、もう、決めた。

　ＳＡトーナメントのエントリーシートももらってきた。

　天は、札束を、手のひらから引ひき剥はがすようにして、父に差し出した。

「あげる」

「一千万円か」

「そうだよ」

「ありがとうっ。借りとくぜっ」

　父は子供のようにニカッと笑った。

　これが普ふ通つうの親なら、子供のくせにどうやってお金を手に入れたのか、悪いことをしたんじゃないのか、と聞きそうなものだが、愁の口からそういうセリフは出てこない。頭の中は研究でいっぱいなのだ。

　父は、一千万円入りの袋ふくろを、お手玉のように手のひらでぽんぽんすると、作業着のポケットに無造作に突つっこんだ。

「元気でなっ」

　そして片手をあげると踵きびすを返した。

　まるで一リットル入り牛乳パックをポケットに入れてるかのように、無防備な足取りで歩いていく。

「父さん」

　元気でね、と言いたかったのに、口から出たのはまったく違ちがう言葉だった。

「い、家の、鍵……、僕にちゃんと返せよな」

「ポストの中に入れとくよっ」

「不用心だろっ」

「ウチの家、盗とられるものなんかねぇよー」

「そ、それもそうか……」

　愁の後ろ姿が、夜の闇やみに消えていった。

　――なんだ？　この気持ち？

　――僕、なんでさっぱりしているんだ？

　肩かたの荷を下ろしたようで、身体がスッキリと軽い。

　――そっか。僕、お金が重かったんだ。

　選せん択たく肢しはむしろ狭せばまってしまったわけだが、父の笑え顔がおを久々に見た。サバサバして気持ちがいい。

　――僕は僕でがんばればいいんだ！

　天は、うんっ、と握にぎり拳こぶしに力を入れて振ってから、屋や敷しきに戻もどった。




　　　　　☆




　伊集院千早は、自室でのんびりと数学の宿題を解いていた。鉛えん筆ぴつがノートの上で機械的に動き、答えを導きだしていく。

　窓の外はすっかり暗くなっていて、月が美しく輝かがやいている。

　ノックの音がした。

「はい」

「お嬢様、よろしいですか？」

「お入りなさい」

　執事のイシカワが入室してきた。

　執事は眉まゆ根ねにしわを寄せて渋しぶい表情を浮うかべていた。

　それは、千早の判断を早さつ急きゆうに仰がなければならない困った事態が起こったことを示している。

「失礼しました。お勉強中でありましたか？　のちほどあらためさせていただきます」

　執事は、千早が机に向かって勉強しているのを見て、頭をさげて出ていこうとした。

「待って」

　千早はイシカワをひきとめた。

「平気よ。言って」

　勉強なんて気晴らしだ。千早の判断ミスで何億という損害が出たりもしないし、取とり締しまり役やく会かいで中年男性に「これだから女は」と弾だん劾がいされたりしない。千早にとって勉強は、緊きん張ちようが絶たえない経営の仕事のあいまの、気晴らしにすぎない。

　肘ひじをついて組んだ両手に顎あごを乗せ、執事に笑いかける。

「イシカワさんがわざわざ来るぐらいだから、大事なことだと思うのだけど。報告があるんでしょ？」

「は……」

　イシカワの眉み間けんのしわはいっそう深くなっていく。

「天のこと？」

　水を向けると、執事はようやく重い口を開いた。

「さようでございます。さきほど彼は、お父上に一千万円を渡しました」

「そう……」

　千早は驚おどろかなかった。

　昨日、イシカワ執事から報告を受けてから、うすうす想像していたからだ。

　イシカワが、昨日、セキュリティチェックのために屋敷の周囲を見て歩いたとき、父親だという中年男性と会って話している天を見たという。

　お金を貸して欲ほしいと父に言われて断ったと報告を受けた。

　千早は、今日の昼間、校門近くから電話を掛かける天を見ている。

　天が休み時間に生徒会室に行き、ＳＡトーナメントのエントリーシートを貰もらってきたことも知っている。

　――天、ＳＡトーナメントに出るつもりね……。

「イシカワさん、報告してくれてありがとう。えっと」

　――イシカワさんに調べてもらおうかしら。大黒愁は信用できるのか、彼の研究は、ほんとうに商品化できそうなのか、商品価値があるものなのか。

「お嬢様？」

　言いかけて考えこんでしまった千早を、イシカワが促うながす。

「いいえ、なんでもないの。ごめんなさいね」

　――いいわ。別に、調べなくても。

　株でも先物でもいいから、このお金で一億円を儲もうけて借金を返し、対等な立場になってプロポーズして欲しい、と天に言った。天は、父の研究に一億円を出資した。それだけのことだ。

「このこと、他の使用人には黙っていてくださる？」

「かしこまりました。それでは失礼します」

　イシカワが出ていき、部屋が広くなった。

　千早はパソコンの電源を入れ、生徒用のＩＤで聖マゼンダのホームページにアクセスした。

「ＳＡトーナメントについて……これね」

　競技の内容は、ティーサービス部門、風船運び競走、それに格かく闘とう技ぎの三部門。ティーサービスはテーブルコーディネートとフラワーアレンジメントを含ふくむ。

　大丈夫だ。この屋敷には先生がいっぱいいる。

　千早は内線電話でもういちど執事を呼んで説明した。

「イシカワさん。天に教えていただきたいの。お願いします」

「はっ、かしこまりました」

　執事は気持ちよく引き受けてくれた。

　次にメイド長の碧を呼んだ。

「碧さんの力が必要なの。どうか天に教えてあげて」

「私も、お嬢様が天をそば近くに置かれるなら、覚えて欲しいと思っておりました。いい機会です。教えこむことにします」

　碧は無表情で承しよう諾だくした。

　その次に、希き実み子こと桜さくら子こを呼んで命令した。

「特別ボーナスを出しますのでよろしくね」

「特別ボーナスですってぇっ!!」

「成功報ほう酬しゆうも欲しいですぅ」

「わかりました。特別ボーナスと、それとは別に成功報酬を出しましょう」

　二人ははしゃぎまわって喜んだ。

　そして最後に天を呼んだ。
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「千早お嬢じよう様さま、お呼びにより参りました。天です。入ってもよろしいでしょうか」

　天は、千早の私室の前で声をあげた。

「入って」

　添そい寝ねタイムにはまだ少し早い時間だから、肩を揉もんでとか、お茶を淹いれてとか、ゴミバコがいっぱいになったので捨ててとかの雑用だろうが、千早がこういう時間にメイドを呼び出すのは珍めずらしい。

　夜は使用人を使わず、自分で雑用をすませてしまうからだ。

　再会したときはわがままなお嬢様に見えた千早だが、なかなかどうして気配りのできるご主人様だ。こうでなくては人を使うことができないのだろう。

　――千早ちゃんに、ＳＡトーナメントに出たいって言っておいたほうがいいかもな。お嬢様と二人で出る競技もあるしな。

　そんなことを考えながら入室する。

「失礼します……あれっ？」

　イシカワ執事とメイド長、それに二人の先せん輩ぱいメイドが、椅い子すに座すわっている千早を取り囲むようにして立っていた。

　――な、何がはじまるんだろう……？

　ただならぬ雰ふん囲い気きに緊張しながら部屋に入る。

　使用人たちが天に通路を空け、一列に並ぶ。希実子と桜子の、笑えみを含んで細められている目が怖こわい。

「天、ＳＡトーナメント、出場するの？」

　お嬢様が言った。

　――な、なんで知ってるんだろ？

「はい。ですが、お嬢様の承諾を得てからと思っております」

「よくてよ。許可します。優勝を目指して一緒にがんばりましょう」

「ありがとうございます」

「先生方に来ていただきました」

　千早は使用人を、手を指し示した。

「先生……ですか？」

「そうよ。トーナメントで優勝できるよう、教えてくれます」

「碧さんは、格闘技、ですよね」

「ああ」

「お、お願いします」

　天は恐きよう怖ふにひきつりながらも、碧に向かって頭をさげた。

「碧さん、天を壊さないようにしてね」

「はい。お嬢様」

「テーブルコーディネートとティーサービスは、希実子さんと桜子さんが教えてくれるわ」

「はいですぅっ」

「任せてくださいっ」

　希実子と桜子が胸を張った。

「お願いします」

「イシカワさんは何を？」

「フラワーアレンジを指導してくれます」

「えっ!?」

　執事は恰かつ幅ぷくのいい中年男性で、無骨な顔つきをしている。そのイシカワが、花の生け方を教えてくれる？

　黒服の中年男が可か憐れんなお花を太い指先で持って、うふ、と笑っている様子を想像してぞっとなった。

「何を驚いているの？　この屋敷のお花は、全部イシカワさんが飾かざってくれているのよ。これもイシカワさんの作品です」

　千早の机の上に載っているのは、茶色のカゴにピンクのガーベラと薔ば薇ら、それにかすみ草と丸まる葉はユーカリを丸く生けた、愛らしいアレンジだ。

「執事の仕事は屋敷全体の管理ですので」

「で、でも、フラワーアレンジメントって、難しいんですよね？」

「プラモデルを作るようなものですよ」

「イシカワさんは手先が器用なの。イシカワさん、お願いします」

「はい。お任せください」

「みなさんの力で、天を特訓してくださいね」

　千早が言い、散会の合図をしようとしたときのことだった。

「はーい。お嬢様ーっ」

　希実子が勢いよく手をあげた。メイドエプロンの胸がぷるんと揺れる。

「何かしら？」

「風船運び競走があるっておっしゃいましたね？　特訓はなさらないのですか？」

　希実子はふふふ、と笑いながら、目をらんらんと光らせた。

　――これは、このパターンは……。

　天はいやな予感を覚えた。

「そうね。特訓しなきゃいけないわね」

「風船運びは、手を使わずに身体を使って風船を運ぶ競技だとおっしゃいました。お二人の仲が良くないと風船運びはできませんね？」

「そうね。その通りね」

　――千早ちゃん。お願いだーっ。それ以上言うなーっ。黙だまっててくれーっ。希実子さんのオモチャにされるぞー。

　天があわてているにもかかわらず、オクテな千早はきょとんとしている。

「私がお二人をもっと仲良くなれるように、特訓して差しあげますわっ」

「必要ない。お二人はすでに仲良くていらっしゃるからな」

　碧が言った。

「そうですぅ。毎晩一いつ緒しよに眠ってうっふんあっはんしている仲ですぅっ」

「お嬢様はこんな性格でいらっしゃるゆえ、婿むこ殿どのとうまくいくとは思えないのだ。天、おまえが犬でも愛人でも幸運の少年でも何でもいいが、伊集院家の後こう継けい者しやを早く作って欲しい」

　碧のあけすけな言い方に、顔がかっと赤くなる。

　――みんなの前でソレを言うのかーっ。

「でも、私はまだ赤ちゃんは欲しくないから、天に添い寝してもらうの、やめたほうがいいかしら？　だって、一緒に寝ると赤ちゃんができるのよね？」

　千早が無邪気なことを言った。

「えっ」と誰かが声をあげた。

　あきれたような空気が漂ただよう。

　執事は職業的無表情で聞かなかったフリをした。

　碧はやっぱりそうかとばかりの表情で、ため息をついて首を振った。

　希実子と桜子はきゃーっと悲鳴をあげた。

「お嬢様、やっぱりオクテですぅっ。やっぱりこの二人、何もしてなかったんですよぅ。希実子先輩っ」

「そうねっ。私もそうじゃないかなと思っていたのっ。お嬢様って、処女で少女で淑しゆく女じよだったのねー」

「お嬢様って、おしべがめしべにくっついて受粉すること、知らないんですぅっ。あぁっ、何ておいたわしいっ。十七歳さいでここまでオクテだと異常ですぅ」

「特訓が必要よねっ。お嬢様のお婿むこ様が誰になるにしても、こんなんじゃ妊にん娠しんなんてできないわっ」

　――だ、大だい丈じよう夫ぶだ。きっと碧さんが止めてくれる……。

　天はすがる視線で碧を見た。

「そうだな。希実子。お嬢様を特訓してさしあげてくれ」

　期待と逆の反応にクラッときた。

　――そうだった。碧さん、伊集院家の後継者を欲しがってるんだった……。

　メイド長の許しを得た希実子は、きゃーっと歓かん声せいをあげた。

「特訓よーっ。特訓よーっ。お嬢様、私が腕うでにヨリをかけて、ＡＢＣについて教えてさしあげますわよっ。あ、そうだっ。参考資料とかグッズ類を持ってこなきゃっ。桜子さんっ、手伝ってっ」

「はいぃーっ。おもしろいんで協力させていただきますですぅっ」

　希実子と桜子が脱だつ兎とのごとく飛び出した。

　――千早ちゃん。希実子先輩と桜子さんに遊ばれてしまうぞ……。

　天がはらはらしているにもかかわらず、千早はわけがわかってないらしく、にこにこしている。

「明日の花材の手配をさせていただきますので、私はこれで失礼します」

　執事がおじぎをして退室した。

「天、おまえは私と一緒に来い。伊い賀が流忍にん術じゆつを教えてやる」

「はいっ」

「格かく闘とう術だけでよくてよ。屋根や水の上を走ったり、煙けむり出だしてドロンは教えなくていいから」

「秘伝ですから教えません」

　碧が生き真ま面じ目めに返す。

　伊集院邸ていのメイド長、碧は、忍にん者じやの子孫であり、伊賀流忍術の体現者だ。

　天がおじぎをして退出しようとしたとき、顔を上気させた希実子がハーハーしながら戻ってきた。両手いっぱいに雑誌類を抱かかえている。

『アンアン』という、いかにもエッチっぽい名前の雑誌の表紙には、『セックスで綺麗になる』という文字がでかでかと書かれている。

「さー、お嬢様ー、私たちも体術について特訓しましょうねっ」

　桜子が少し遅おくれて入ってきた。

「希実子先輩、縄なわなんてなかったですぅ。ヒモしか見つからなかったですぅ」

　桜子は、すりこぎとヒモと羽根を持っている。

　――すりこぎ……？

「いいわよ。ヒモでも、縛しばりやすいし」

「え？　し、縛る？　何を？」

　千早が聞いたが、希実子はにっこりと笑うばかりだ。

　異様な雰囲気にようやくのことで気付いたらしい千早が、顔をひきつらせて後ずさった。

「な、何をするの？」

「まず、女によ体たいの神秘についてレッスンしたいと思います。お嬢様、まずは服をお脱ぬぎになってくださいませ」

　希実子がお嬢様ににじり寄った。
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「希実子、桜子、お嬢様に風か邪ぜをひかすなよ」

「はーい、碧さぁーんっ。大丈夫ですよ。特訓が始まったら、もう熱くって熱くって風邪なんか飛びますからぁ」

「天、いつまで見ている？　早く来い」

　メイド長ににうながされて退出する天の背中に、千早の甘あまい悲鳴が響いた。

「ひゃんっ！　あっ、やめてっ、そんなコト、しないでっ！　ひゃうっ」

「かわいいっ。お嬢様、敏びん感かんだわっ。ねぇ、桜子さん見て。お嬢様の、ヒクヒクしてるわ」

「ああ、まさに女体の神秘ですぅ。私も参考になりますですぅ～っ」

「見ないでっ。見ないでぇっ。あぁああぁんーっ」

　サウンドオンリーで届けられる私室の様子は、千早がイケナイ特訓に悶もだえていることを示している。

　――うぅ、千早ちゃん、ごめんっ。

　天は内心でお嬢様に謝あやまりながら廊ろう下かを急いだ。




　　　　　☆




　碧に連れて行かれたところは大広間だった。

　碧は、机を隅すみに移動させながら、ＳＡトーナメントについて説明してくれた。

「ＳＡトーナメントは相手の膝ひざから上を床ゆかにつけたら勝ちなのだそうだ。初心者が十日ほどで何とか形になるのは、ボクシングや空手のような打だ撃げき系の攻こう撃げきだから、打だ撃げき技わざを教えてやる」

　天も一緒に机を移動させ、広いスペースをつくりながら言う。

「他のを教えてもらえませんか？　打撃技はちょっと……」

「打撃だとラッキーパンチがあるぞ。偶ぐう然ぜんに拳が当たって、運良く勝つ、というやつだ。天は幸運の少年なのだろう？　打撃技がいいと思うが」

「でも、僕ぼくは、女の子を殴なぐりたくないんです」

「相手が有段者でも、か？」

「はい」

「わかった。関かん節せつ技わざを教えてやる。関節技の練習は痛いぞ」

　碧がニヤッと笑った。

　怖い笑顔だった。

「覚かく悟ごしてます」

　机の移動が終わり、広いスペースができた。

「私を痴ち漢かんしてみろ」

「は？」

「手首を引っ張ったり、袖そでをつかんだり、抱だきついたりしてみろ」

「えっと？　こう？」

　碧の手首をつかんだとたん、逆手にねじりあげられ、床に転がされた。

「い、痛いっ、うぇっ」

　何が起こったのかわからなかった。肘が抜ぬけるのではないかと思うほどの痛さだ。碧がパッと手を離した。

　天は肘をさすりながら立ちあがった。

「い、今、何を？」

「足を踏ふみ出して前に寄り、つかまれた方の手をパーにする。反対側の手を添えてこうやってひねり、肘でまっすぐ押おしさげる」

　碧がさっきの技を再現した。

「え？　たったそれだけ？」

「関節を逆にひねって曲げるから、相手は痛がって膝をつく。やってみろ」

　碧が天の手首を握ってきた。

「えっと、これをこうして、肘をまっすぐ押しさげる……」

「力が入ってない。遠えん慮りよをせず、相手を殺すつもりでやれ」

「碧さんはいつも、相手を殺すつもりでやってる？　んですか？」

「愚ぐ問もんだぞ。怖がらずにもっと寄れ。離れたところから技を掛けても、相手は殺せないぞ」

　碧が手首を握ってきたので、思い切ってメイド長に寄り、肘をひねろうとしたとき、肘がぽよんとしたものに触ふれた。

　低反発まくらみたいにムニッとしているのに、瑞みず々みずしく弾だん力りよくがあり、肘をぷよぷよとはじき返してくる。

「失礼しましたっ」

　天はあわてて手を離した。

　――碧さん、あんがいムネがあるんだ……。

　ほっそりして見えた碧の、意外な豊満さにどぎまぎする。

「何が失礼だ？　早くしろ」

　――でもでもっ、ムネが当たるんですけどーっ。

　碧の胸部が、肘にぽよんぽよん弾はずんでたまらない。

「お嬢様も特訓中なんだぞっ」

　碧のひとことで、千早のセクシーな声がよみがえった。

　――見ないでっ。見ないでぇっ。あぁああぁんーっ。

　――千早ちゃん、どんな特訓してるんだろ？　あんなコトとかこんなコトとかしてるんだろうか。

　妄もう想そうが妄想を呼びまたその妄想が妄想を呼んで頭の中をぐるぐるし、エロい妄想でいっぱいになった。

　――やばい。下半身にキた！

「何をなまけている!?　殺すつもりでやれと言っただろうがっ」

　腕をつかまれたと思う間もなく、視界がぐるんと回った。四十七キロの天の身体が綺麗に空中を舞まってお尻しりから落ちる。自分の身体がこんな音を立てるなんてはじめて知った。

「痛ぇっ!!」

「手加減したから、痛くないはずだが。この部屋は板いた敷じきだしな。投げられたときは、背中を丸めて受け身を取れ」

　碧は腕うで組ぐみをして、尻しり餅もちをついている天に向かい合った。

「なんのために天はＳＡトーナメントに出るんだ？」

「賞金が欲しいからです」

「その賞金は、何のために使う？」

「千早ちゃ……お嬢様に借金を返して、対等な立場になって、プロポーズするためです」

「だったら妙な遠慮はするな」

「はいっ」

　碧の言うとおりだった。

　天はよろよろしながら立ちあがった。ぶつけたお尻がヒリヒリ痛いが、おかげで妙な妄想は消えてくれた。天は、両手で自分の頬ほおをパンパンと叩いて活かつを入れる。

「お願いしますっ」

　碧が天の手首を持った。

「つかまれたほうの手を開いて力を入れろっ。違う、そうじゃないっ。もう半歩奥おくに寄る。寄りすぎ。十センチさがれっ！　間合いを考えろ」

「はい、はいっ」

　おっぱいが当たろうがどうしようがどうでもいい。

　今はとにかく、碧に膝をつかせることだけを考える。

　長い夜が更ふけていく。







第４章　きりさしっ！







　千ち早はやは、重い足を引きずるようにして、大広間に向かった。窓から差しこむ朝日が、聖マゼンダの赤い制服を皮肉なほどに輝かせる。

　――あぁ、いやだ。朝日が目に染しみるわ……。

　千早は手の甲こうで目をこすった。

　彼かの女じよは、いつもの精彩がなかった。瞳ひとみはとろんと曇くもり、顔は腫はれぼったく、自じ慢まんの黒くろ髪かみでさえつやを失いくすんでいる。

　大広間でひとりきりの食事なんてわびしいから、いつもなら食事は自分の部屋で取る。

　だが、今日は気分を変えたかった。

　部屋の中にいると、昨日の特訓の記き憶おくがいつまでも身体に残って息苦しい。希き実み子このレッスンが刺し激げき的てきに過ぎて、ショックが抜けないのだ。

　おしべがめしべに入って受粉する方法についての説明からはじまり、めしべの構造について学習したり、おしべのなりたちについて説明を受け、微びに入り細さいに入った特訓を受けた。

　――大人のみなさんって、あんなことなさっているのね。

　――信じられない。あんな恥はずかしいことしなきゃいけないなんて、私、イヤだわ。

　――あんなことしたら、私、割れちゃう……。

　――人魚姫もきっと割れちゃったんだわ。おしべをムリしてめしべに入れて、魚の足が割れて、人間の足になったんだわ。

　朝日のまぶしさに、瞳にジワッと涙なみだが盛りあがり、視界がにじんだが、何度もまばたきをしてごまかしておく。

「お早うございます。お嬢様」

　希実子が昨日のことなどなかったような表情でおじぎをし、ドアをあけた。

「お早う。希実子さん。今日はいいお天気ね」

　千早はつんとして大広間に入った。

　いつも通りの冷静な表情を繕つくろうが、希実子の顔を見たことで、身体のどこかのスイッチが入り、顔がかぁぁぁっと赤くなった。

「アフタヌーンティーの準備ができております」

「朝食ではなくて？」

「はい。碧みどりさんがそのようにと。天あまねくんに、ティーサービスの練習をさせるためなのだそうです。お茶ちや菓が子しはケーキではなく、チーズ入りの甘くないスコーンとサンドイッチを用意させていただきました。申し訳ありませんが、これで朝食になさってくださいませ」

「よくてよ。さすが碧さんね。私もそうしていただこうと思っていたところなの」

　鷹おう揚ように答えながら席につくが、茶器をトレイに載せて歩いてきた天を見て、思わず立ちあがってしまった。

　ガタガタッと椅子が鳴った。

「ひゃうっ」

　妙みような悲鳴が出てしまう。

　天にプロポーズして欲しいと思っていた。

　だけど、もし、結けつ婚こんしたら……。

　――私は天と、あんな恥ずかしいことしなきゃ、イケナイの？

「お嬢様、お早うございます。お茶の用意をしますので、少々お待ちくださいませ」

　天はにっこりと笑いかけた。

　ワゴンではなくトレイなのは、ティーサービスの練習のためだろう。ＳＡトーナメントはワゴン使用不可だからだ。

「どうかされまして？　お嬢様？」

　背後に立っていた桜さくら子こが聞いた。

　ティーサービスの先生役は、今日は桜子らしい。

　千早はしぶしぶ、もう一度席についた。

　恥ずかしくて天の顔を見られない。

　顔から火が出そうなほど赤くなり、身体が小刻みに震ふるえるが、恐怖と恥じらいを意志の力で押し殺ころす。

「へ、平気よっ」

「でも、お嬢様、お顔の色が……」

「平気です！」

　桜子が目で合図すると、天がテーブルに茶器をセットしはじめた。イギリス式アフタヌーンティーのティーサービスは、日本における茶さ道どうのお手前のようなもの。作法に乗っ取って、流れるように美しく給きゆう仕じすることが求められる。

　千早の目の前で、天の少年にしては細い指が繊せん細さいに動き、茶器を並べていく。

　ポットからカップにお湯を組み、カップを回してお湯でカップを温める。

　天の指先を眺ながめていると、身体がムズムズして落ち着かなくなった。

「あっ」

　カップのお湯を捨てようとした天の手の甲が、千早のムネに触れた。

「失礼しましたっ」

　わざとではない。それはわかる。だが、その瞬しゆん間かん、必死の思いで抑おさえつけていた恐怖と羞しゆう恥ちがＭＡＸになった。

「ひっくっ」

　千早は泣きそうに喉のどを鳴らした。

「きゃあっ。きゃあきゃあっ、きゃあああーっ」

　千早は立ちあがると、天の手を払はらいのけた。

「熱つっ」

　天の手に、カップのお湯がかかったが、パニック状態の千早の視界には入っていない。

　千早は両手で顔を覆おおって逃にげ出した。

「千早ちゃんっ!?」

「いやーっ。来ないでっ」

　廊下を走る千早を、天が追いかけていく。

「千早ちゃん、どうしたんだよっ。待ってくれっ」

「恥ずかしいから来ないでって言ってるでしょっ。やだぁーっ」




　　　　　☆




　大広間には、希実子と桜子が残された。

　桜子が泣きそうな表情で、ぽかんとしている希実子に訴うつたえる。

「希実子先輩ぃ、昨日のアレ、やっぱりやりすぎでしたよぅ」

「なによっ。おもしろがって千早様をアレコレしたのは桜子さんも同じでしょうがっ」

「でもでもっ、千早お嬢様のあの反応、男性アレルギーですよぅ。やっぱり刺し激げきが強すぎたんですぅ」

「アレルギーってそんな……あんな程度のことで……」

「希実子先輩のエロレベルで、無む垢くなお嬢様を測らないでくださいよぅ」

「あなたさりげなく私を非難しているでしょっ!?　でも、もし、お嬢様が男性アレルギーになってしまわれたとしたら……」

「碧さんに怒おこられるっ!!」

「碧さんに叱しかられますですぅっ」

　二人の声が、見事にそろった。

「千早様が会社経営できなくなったら、また買収騒さわぎが起こるかもですぅ」

「会社がなくなったら失職するじゃないっ!!　ど、どうしたらいいの？　碧さんに報告するっ!?」

「ぶるるっ。そんなの怖いですぅっ。報告はイヤですぅっ。歯ぁ食いしばれっ、ぺしっ、なんてイヤですぅっ」

「ぺしっで済んだらいいけど、首って言われるかもしれないわっ」

「いやぁああーっ。有給休きゆう暇かが残っているんですぅーっ」

「私もイヤよぉ。五月のボーナス前に首なんてぜったいイヤぁぁっ」

「特別ボーナスがぁっ。成功報酬がぁっ。有給がぁっ」

　失職の恐怖に、二人は手を取り合って震えはじめた。

「どうしよう？」

「天くんに任せるしかないですぅっ。お嬢様、どうせきっと自分の部屋に逃げこんでますですぅっ」

「そうね。天くんが何とかしてくれることを期待しましょう」

「きっと愛が勝つんですぅっ」

「ところで、天くん、手、火傷やけどしてなかった？」

「……してたような気がしますぅ」

「……やっぱり見に行った方がいいかもね……」

「私、薬箱、持っていきますぅぅっ……」
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　千早の部屋で、二人は修しゆ羅ら場ばを繰くり広ひろげていた。

「きゃーっ、寄らないでって、言ってるでしょっ。汚けがらわしいわ！　きゃああーっ」

「ごめんっ。千早ちゃん。ごめんっ」

　天は卑ひ屈くつに謝罪をしながら、大おお騒さわぎをしている千早に近づいていく。

　千早は何を興奮しているのか、手て当あたり次し第だいに物を投げつけて手がつけられなくなっていた。

　ノートにペン、教科書にリコーダ、消しゴムにスティック糊のりがぽいぽいと飛んでくる。

「ごめんっ。ごめんっ。千早ちゃんっ。僕が悪いんだ。わざとじゃないんだっ。ほんとうにごめんっ」

　天はそれを受け止めては床に置く。いちいちスカートを押さえてしゃがみこむその動作は、どこから見ても女の子そのものだ。

　天の歩いたところに、千早の私物の軌き跡せきが引かれていく。

「いやーっ、男なんていやーっ!!　私……なんかしないんだからぁっ」

　恥ずかしがり屋やの千早は、セックスという言葉を口にすることはできなかった。

「ごめんっ。僕、ティーサービス、もっと上手になるからっ。さっき、千早ちゃんのムネに手が当たったのは僕の失敗だっ。ご……」

　ごめん、と言いかけた言葉は、ごつっ、という音に消えてしまった。千早に投げつけられた聖書が、眉み間けんを強打したのである。

「うっ」

　角のところが当たったせいで、涙が出るほど痛い。

　天はおでこを押さえたままで、ぽろぽろと涙をこぼした。

「きゃーっ。ごめんなさいっ。天っ！　当てるつもりはなかったのっ!!」

　千早がびっくりして駆かけ寄よってくる。

「平気だよ」

　落ちた聖書を拾いあげようとした千早が、フッと手を止めた。

　顔をほころばせて床を見る。

　千早の視線を目で追った天も、笑みをもらした。

　聖書にはさんであったシロツメ草の押し花ばなが、絨じゆう毯たんの上に落ちている。

　子供の頃ころ、一緒の小学校に通っていたとき、シロツメ草の指輪を交こう換かんし、「大人になったら結婚しようね」と約束した。

　貧びん乏ぼう少年の天は引ひっ越こしを繰り返かえすうち、指輪をなくしてしまったが、千早は今も聖書に挟はさんで大事に持ってくれている。

「これ……あのときの、だよね」

「そ、そうよ。た、宝物なんだからっ」

　千早は押し花を大事そうに指先で拾いあげると、再び聖書にはさみ、ベッドサイドに置いた。

　さっきまでの修羅場モードが、ほんわかラブラブモードに一変する。

　――なんのために天はＳＡトーナメントに出るんだ？

　――お嬢様に借金を返して、対等な立場になって、プロポーズするためです。

　昨日、碧とかわした会話が思い出された。

　天は、千早と向かい合った。

「千早ちゃんっ」

　天の勢いにびっくりしたのか、千早がびくっと身体を震わせた。

「な、何？」

「僕、ティーサービス上手になるっ。シロツメ草の約束、絶対実行するから!!　必ず君にプロポーズするからっ」

「……天っ!!」

　千早が抱きついてきた。

　天は千早を抱き留とめた。

　メイド服の少年と、赤いセーラー服のお嬢様は、しっかりと抱き合あった。

「だからその、僕が失敗しても、そんなに怒らないで欲しいんだ。僕、がんばるから。いっぱいがんばるから」

「そうよ。がんばりなさい。私は伊い集じゆう院いん千早よ。私は高いわよ。私が欲しかったら、実力で勝ってちょうだい」

「うん。そうだよ。千早ちゃんは、僕の大事なお嬢様だ」

　密着しているところから、千早の体温とフワフワの感かん触しよくが伝わってくる。

「大好きだよ」

「私も好き……」

　いつまでそうしていたのだろう。

　千早がゆっくりと抱ほう擁ようをほどいた。そしてかぁぁっと顔を赤くさせた。

　照れくさい空気が漂う。

「そ、そうだっ。アルバムがあるのよっ。小学校の頃の写真よ。お父様とイシカワさんが、いっぱい写真を撮とってくれたの」

　千早が本ほん棚だなからアルバムを引き抜いて広げた。

　二人で肩かたを並べてソファに座り、アルバムをめくる。

　ランドセルをしょった小さな千早が、小学校の校門の前でにっこりしている写真。運動会のかけっこで、ゴールテープを切る千早。絵画展に入賞して、賞状をもらっている千早。

「千早ちゃんて、昔からすごかったんだな」

「当然でしょ。……あ、これ、天よね？」

「ほんとだ……」

　天と千早が公園で走り回っている写真だった。二人の背後で、姉のエミリがブランコに乗っている。

　この写真を撮ってくれたのは黒い服のおじさんだった。千早の親しん戚せきのおじさんだと思っていたが、若いときのイシカワ執しつ事じだったのだと今にしてわかる。

「千早ちゃんってさ、気が強くて、僕、しょっちゅう泣かされてた」

「もう、失礼ね。それにしても、天って変わらないわけね。天って昔から女の子みたいにかわいかったのよ」

「はは、今も女の子みたいだけど」

「そんなことないわよ。天はかっこいいわ。……私は変わったでしょ？　ギスギスして、トゲトゲしくなったわ」

「変わってないよ。昔も今もすごくかわいい。僕の大事なお嬢様だ」

　千早のおでこが天の肩にぽすっと乗った。

　頬をスリスリしてきてなついてくる。

　千早の手が、天の手に重なる。

「痛っ」

「ど、どうしたの？　真っ赤じゃない？」

「あ、ほんとだ。さっき、お湯がかかったところだな」

「火傷してるっ。痛いでしょっ」

「痛くないよ。紅茶のお湯は八十五度まで冷ますし、カップを温めたあとのお湯だし、火傷する熱さじゃないって」

「でも、薬ぐらいは塗ぬっておいたほうが。あらっ。手首、青くなってるじゃない？」

「昨日、碧さんと練習したときについたのかな。色はすごいけど平気だよ」

「薬箱を……」

「僕制服に着替えないといけない……」

　そのとき、千早の目の前に薬箱が差し出された。

「どうぞ、お嬢様」

　桜子が薬箱を持って立っていた。

「えっ？」

　二人はびっくりして、周囲を見回した。

　開け放したままの戸口に、執事と碧、希実子が立っていた。

「きゃーっ、きゃあああっ、きゃーっ」

　千早が恥ずかしがって、天の背中に隠かくれる。

「い、いつから？」

　天は千早を背中で守りながら聞いた。

「『僕、ティーサービス、もっと上手になるから』からよ」

　希実子が答えた。

「私もですぅ」

　桜子が言う。

「私は『大好きだよ』からだ」

「私もそのあたりからですな」

　碧と執事が交こう互ごに答える。

「全部、聞かれた、ってか、見られてた……？」

　恥ずかしくて照れくさくて、穴を掘ほって潜もぐってしまいたい気分だ。

　千早も天の背後で羞恥のあまり震えている。

「お二人の仲が良いことに安心した。希実子、桜子、もうお嬢様への特別レッスンは必要ない。お二人にまかせておくことにしよう。天のティーサービスの指導をよろしく頼たのむ」

　希実子と桜子は、お互たがいににまっと笑いあったあと、空中で片手をパンと打ち合わせた。

「やったわね」

「よかったですぅ」

　二人の声が重なった。

　――な、何が良かったんだろ？

　事情を知らない天はきょとんとするばかりだ。

　それ以来、希実子と桜子は天に対してやたら親切になって彼かれを困こん惑わくさせたのだが、それはその後の話となる。

　執事がゴホンと咳せき払ばらいをした。

「さきほどお花が届きましたゆえ、天くんに生けるところを見てもらおうとして参りました」

「ムリよ。イシカワ。そろそろ学校に行く時間ですわ」

　千早が椅い子すの後ろから立ちあがり、うるさそうに髪かみを振ふった。胸むなもとがぷるんと揺ゆれ、ストレートロングの黒髪が、赤いセーラー服の衿えりに落ちかかる。

　さっきの神経質さがウソのように、今はもういつもの千早に戻もどっていて、自信満々に胸を張っている。

「今日はお休みになさいますか？　お嬢様？　天に特訓が必要ですし。お嬢様もまだ朝ご飯を召めしあがっていらっしゃいません」

　碧が提案した。

　――それは困る。僕は学校に行きたい。エントリーシートを提出するんだ。

「いいえ、碧さん。学校休んで練習するなんて、それは不正なやり方だわ。私は学校に行きますわよ」

「僕も行きます」

「当然ですわよ。天は私の飼い犬ですわ。私についていらっしゃい」

　――千早ちゃん。元通りだ……。よかった。

「天は、薬塗るのはあとのほうがいいのね？　いますぐ着き替がえてきなさい。桜子さんは薬箱をさげてください。天の手の治ち療りようは学校でやりましょう。サンドイッチとスコーンと紅茶は車の中でいただきますので、ランチボックスに入れてください」

「はい、お嬢様」

　使用人たちの声が見事にそろった。




　　　　　☆




　お嬢様学校の保健室は、広くて機能的で、清潔だった。

「あれ？　保健室のおばさん、いないんだ？」

「この時間はまだいらっしゃらないの。先生がいらっしゃってたら、学校で治療するなんて言わないわよ」

　千早は、整然と並んだ薬品棚だなから塗り薬ぐすりを取りだした。

　千早の手が天の手を取り、手の甲のやけどに薬を塗っていく。

「うっ、つっ」

「痛い？」

「そうだね。少し痛いかも」

「包帯、巻いたほうがいい？」

「大げさだよ」

「じゃあ、これね」

　千早は大きなバンソウコウを探し出し、手の甲にぺたりと貼はった。

「手首、青あざがひどいわね。シップしとく？」

「うん。ありがとう。千早ちゃん。もうだいじょうぶだよ」

　千早はシップの裏紙をゴミバコに入れると席を立った。塗り薬を薬品棚に戻し、手を伸のばしてきた。

　天は千早の手を取った。

「早く行きましょ。生徒会室に行くんでしょ」

「そうだね」

　手をつないで保健室を出ると、きゃっという悲鳴とともに、飛とび退のく気配があった。走り去っていくＳＡの後ろ姿が見えた。

「のぞいてたんだ……」

　お嬢様がＳＡの治療をする、というのが奇き異いに映り、見物していたのだろう。

　そのとき、ガチャンと音がした。さっき走はしり抜けていったＳＡとぶつかってしまったらしい。ガチャッと音がして、ＳＡが抱かかえていた裁さい縫ほう箱ばこが床に落ちた。

　天もそうだが、ＳＡはお嬢様のぶんの荷物も持つから、両手がいっぱいになってしまって、うっかり落としてしまうこともある。

「申し訳ございません。咲さき子こお嬢様」

「汚よごれるじゃないっ。気をつけてよねッ！」

　お嬢様がＳＡを叱しつ責せきする声がきつく響ひびいた。

　咲子お嬢様は、フランス人形のような繊細な少女だった。造作の整った顔立ちに、色素の薄うすい絹糸のようなフワフワの髪。ほっそりした体付き、セーラー服でさえこの少女には重いのではないかと思うほど、はかなげな少女だった。

　なのに、お嬢様は、ＳＡを感情的に怒ど鳴なりつけている。

　ＳＡは廊下にはいつくばり、ボタンや糸、針山を拾い集めていく。

「だいたい、あなたっ、そそっかしいのよっ」

　咲子お嬢じよう様さまの甲かん高だかい声が廊下に響き、周囲はシンと静まりかえった。お嬢様の口から、ＳＡを罵ば倒とうする言葉が奔ほん流りゆうとなって流れ出る。

「ひどいな。あんなに怒鳴らなくても……」

「あの方、天てん道どうさんね。咲子さんって、ユキさんにいつもキツく当たるわね」

　千早がささやいた。

　どこかで見た人だと思っていたが、やっと気付いた。

　あの五十メートル走のとき、デッドヒートを繰り広げたお姉様だ。ＳＡには珍めずらしい、単位を取る聴ちよう講こう生せい。

「ユキさんに、ＳＡとしての力がない……とか？」

「そんなことはないと思うわ。天道家ＳＡユキさんって、去年のトーナメントの優勝者よ」

「え？　じゃあ、強いんだ」

「カポエイラをされているですって」

「トーナメントって、もっとも優れたＳＡを決める大会だよね。だったら、ユキさんが悪いわけじゃない？」

「咲子さんがわがままなのよ。咲子さんは、やさしい性格のおっとりした方なのだけど、使用人の前では態度が変わるのよ。特待生でいらっしゃって、成績もすばらしい方なのだけど。お下品なことはやめて欲ほしいわ」

　他のお嬢様たちも同意見なのか、イヤソウに眉まゆをひそめて咲子を見ている。

「じゃあ、ユキさん、一千万円、手にしたんだ。すごいな。だったらどうして、ＳＡを続けてるんだろう？」

「さあ、どうしてかしらね」

　天は、咲子お嬢様とユキを見比べた。

　――あれ、何だか妙だな。咲子お嬢様、なんか悲しそうな顔をしてる。

　アルバイトにあけくれていた昨年一年間、小さな失敗を、ここぞとばかりに怒鳴りつけるエラソウな店長は何人もいた。だが、あんな表情を浮うかべて怒鳴っている雇こ用よう者しやは見たことはない。

　――ほんとうは怒鳴りたくない？　とか？

　だったらなぜ、あんな風に怒鳴るのだろう。

　――わかんねぇ。




　　　　　☆
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　ＳＡ用トイレは、ＳＡたちの社交場だった。

　ＳＡがお嬢様と離はなれて、ＳＡ同士で集つどえる場所はここしかない。そのため、女子トイレはいつも、ピンクの制服がたむろして、おしゃべりに花が咲さいていた。

「あなたもエントリーなさったのね？」

　用を足して手を洗っていた天は、ピンクの制服の少女の一群に、いきなり話しかけられてとまどった。

「はい？」

「武術はたしなんでらっしゃる？」

「フラワーアレンジは？」

「ティーサービスは？　テーブルコーディネートは？」

　ＳＡのお姉様たちに質問攻めにされ、目を白黒する。

「格かく闘とう技ぎとアレンジは、あわてて練習している最中です。私はもともとメイドなので、ティーサービスはできると思います。テーブルコーディネートもなんとか」

「護身術は修めてらっしゃらないのね。でも、お嬢様との仲の良さではダントツよね……体育の授業でも活かつ躍やくしてたし」

「本命は天道家のユキさんだけど、ユキさんはお嬢様との主従関係がうまくいっていないわね。伊集院家のアマネさんは大穴かしら。お強いＳＡはヒトミさんにサヤカさんに、他にもいっぱいいるわね」

「でも、勝ちあがり方式だから、お強い方でもティーサービスや風船競走で落ちるかもよ」

「うーん。悩なやむわねぇ……。誰だれに賭かけようかしら」

「か、賭けてるんですか？」

「そうよ。私たちのひそかな楽しみなの。お嬢様には内緒よ。あっ、アマネさんはエントリーしているから賭けられないの。ごめんなさいね」

　――じゃあ、この人たちに聞けば、情報、教えてもらえるんだ……。

　女の武器がお姉様たちに通用するかわからないが、やってみるしかない。

「あのうすみません。トーナメントのこと、教えてもらえませんか。私、今年からＳＡになったばかりで知らないので、教えていただけると助かります」

　天は小首をかしげ、上うわ目め遣づかいで気弱そうにお姉様を見た。

　――うぇぇ、僕、気持ち悪い……。ぺっぺっ。

　内心で空吐はきしながらもセーラー服の裾すそを指でいじってはにかんで見せる。

　本物の少女がやると媚こびた仕草がイヤミになるが、女装少年が恥じらうと、まもってやりたい系のかわいさを醸かもし出す。

　ＳＡのお姉様たちが目を細め、愛らしい子犬を見るような視線で天を見た。

「いいわよ。何を教えて欲しいの？」

「ＳＡトーナメントの出場者の下馬評とか、あと、競技の内容とか。オッズがいちばん高い人は誰か、とか」

　天は五分後には、ライバルの名前と特とく徴ちよう、それに競技のルールと点数基準を把は握あくしていた。

「ありがとうございました」

　天はお行ぎよう儀ぎよくお辞じ儀ぎをした。

「かわいいなぁ。この子、子犬系のかわいさだわ」

「ほんねー、お嬢様と仲良くやってるんだから、よほど性格がいいんでしょうねぇ」

「仲悪いＳＡなんているんですか？」

「だって……ねぇ……」

　さっきまでにぎやかにしゃべっていたＳＡたちが口ごもった。

「えっと？」

　天が促うながすと、ＳＡのお姉様がしぶしぶといった感じで教えてくれた。

「私たちは単位を取らないから仕事として割り切ることができるけど、聴講生のＳＡは、いろいろ複雑だと思うわよ」

「ユキさんのことですか？」

　お姉様たちは言い過ぎた、とばかりに黙だまりこみ、薄く笑った。それは無言の肯こう定ていだった。




　　　　　☆




　天は、学校から帰るなりメイド服に着替え、エプロンのヒモを後ろ手で結びながら廊ろう下かに出た。

　今日の仕事である廊下のモップ掛かけをやろうとしたときのことだった。

「天くんっ。ストップですぅ」

　走り寄ってきた桜子が、天のモップを取りあげた。

「私たちが天くんのぶんまでやるから、天くんはトーナメントの練習をしなさいね」

「そうですぅっ。私たち、天くんのぶんまでがんばりますぅっ」

　先せん輩ぱいメイド二人に止められてしまった。

「でも、そんな、申し訳ないです」

「いいのよ。お礼よ。天くんのおかげで首がつなが……」

「はっ？」

「希実子先輩っ、しぃっ」

　桜子の声が響き、何か言いかけた希実子の顔が痛そうに歪ゆがむ。

　天はとっさに飛び退いた。ＳＡトーナメントを目前に控ひかえている今、桜子の足あし踏ぶみ攻こう撃げきの巻まき添ぞえを食くらうわけにはいかない。

　案の定、桜子のメイドシューズが希実子の足の甲に乗っていた。だが、希実子は怒らなかった。

「あ、そうよねっ。よけいなこと言ってるヒマに仕事しなきゃっ」

　希実子はモップをざばっとバケツに突つっこむと、きゅっと絞しぼり、力をこめて廊下を拭ふいていく。

　さすが先輩メイドだけあって、彼女らの掃そう除じは見事だ。天の技術では、ここまで上手にできない。あっという間に綺き麗れいになっていく。

　先輩メイドたちの親切はうれしいが、手て持もち無ぶ沙さ汰たになってしまった天は困って立ちつくした。

「天くん、そこだったのですか？　お花の用意ができております」

　花束を抱えた執事が、天に声を掛けた。

　予想を裏切って、イシカワ執事に花は似合っていた。

　――わぁ……。

　黒いスーツにピンクの花束が映はえて、執事のいかつい体付きが強調されている。

　執事はいつも控えめで影かげのような存在なのだが、花を持ったイシカワは、どっしりして存在感があった。

　花があるからこそ、執事のダンディさがわかる。そんな気がした。

「カッコイイ……」

　つい言ってしまったところ、執事の眉がぴくっと動いた。

「す、すみません……」

「いえ、いいのですよ。誉ほめられると誰だってうれしいものです。大広間で練習しましょう」

「厨ちゆう房ぼうの配はい膳ぜん室しつで練習させていただけないですか？　あそこだと机もあるし」

　天はイシカワ執事に提案した。

「今は料理人が料理をはじめている時間ですよ」

　料理人が料理をするとき、配膳室へのむやみな入室は遠えん慮りよするのが暗あん黙もくのルールになっていた。

「ＳＡトーナメントって、ざわざわした雰ふん囲い気きで、皆みなに見られながらするから、勝手が狂くるって本来の力を発揮できなくなってしまう出場者が多いらしいんです。だから、配膳室で練習したいのです」

　天は昼間、ＳＡのお姉様たちから聞いた話をした。

「なるほど。少々お待ちを」

　執事は花を天に渡わたすと、厨房に入った。

　すぐに出てきて、満面の笑みを浮かべる。

「ＯＫだそうです」

「ありがとうございます」




　　　　　☆




「テーブルコーディネートに与あたえられる時間は十五分間だそうです。茶器を整える時間を含ふくめると、フラワーアレンジに使える時間は正味み十分ほどでしょう。ましてあなたは初心者です」

　天は配膳室の椅子に座すわり、イシカワの説明を聞いていた。

　すぐ前の厨房では料理人たちが腕うでをふるっている様子が見える。

　包丁が野菜を刻む音、グリルのじゅうじゅうという音、忙いそがしく鍋なべを動かす音、料理する音、料理人同士が話す声、厨房はにぎやかだ。

　だが、むしろこのあわただしい雰囲気が練習になりそうだ。

「ですから、私が教えるのは、ラウンド型だけです。ラウンド型は、アフタヌーンティーの、定番とも言えるアレンジです」

　執事はそう言いながら手を動かし、薔ば薇らを五センチほどの長さに切り落とした。

「うわっ。そんなに短く切るんですか？」

「そうです。西洋は自然を管理するという考え方が強いのでしょうね。形通りにかっちりと生けることが美しいとされています。丸いものはまん丸に、三角のものは三角にするのです」

「なるほどね、プラモデルだ……」

「余った茎くきはこんなふうにして」

　葉を先せん端たんに残し、五センチほどの長さで切り落とす。

「グリーンとして使います」

「へえ……」

「これがオアシス用のカゴで、中に入っている緑色のものがオアシス。水をふくませたスポンジです。花をこんな風にしてオアシスに刺さしていきます」

　イシカワは、説明をしながら、花カゴに丸く花を盛っていった。

　花切り鋏ばさみの音がパチンパチンと涼すずやかに響き、五分もかからずに、花を半円状に盛った花カゴができあがった。

「ラウンド型はこのように丸く花を生けるアレンジです。花材は主しゆ催さい者しや側が用意するそうですが、ラウンド型は花材を問いません。どんな花でも生けることができます」

「花って自然のものだし、形とか大きさとか、いろいろですよね。こんなふうにうまく円形になるでしょうか」

「練習をすれば、どんな花でも生けられるようになります。練習、練習、練習です」

「はい」

「では花切り鋏の持ち方ですが……」

「イシカワさん。少しよろしいでしょうか。天に用事があるのですが」

　ノックの音がして、碧の声が聞こえた。

「どうぞ」

　ドアが開き、碧が入ってきた。

　イシカワ執事に軽くおじぎをしたあと、天に向き直って話す。

「天、今日はお嬢様がディナーを召しあがったあと、ティーサービスの練習につきあってくださる。先生役は希実子に頼んだ。夜は格闘技の訓練だぞ。今日は運歩を練習する。いいな」

「運歩って何ですか？」

「ボクシングで言うフットワークだ。明日は受け身をやる。……あっと、そうだ。テーブルコーディネートだが、お嬢様がアンティークを出してくださるそうだ。明治時代の、オールドノリタケのティーセットだ」

「オールドノリタケ……それはなかなか味のあるテーブルコーディネートですな」

　執事がうなった。はじめて聞いた名前だが、たぶんいい物なのだろう。

「アンティークって一点物ですよね？　いいんですか？」

「オールドノリタケは一点物ではない。昔、日本の陶とう器きの会社が、外国に輸出した大量製産品だ。今ではコレクターもいて高い値がつけられたりするが、どんなアンティークだろうが器は使うためにあるのだとお嬢様はおっしゃっていた」

「お嬢様らしいセリフですな」

「なんか僕ぼく、みんなに助けてもらってばっかりだ。ありがたいです」

「天にはぜひとも勝って欲しいからな」

「天くんにはがんばってもらわなければなりませんから」

　メイド長と執事の声が綺麗にそろった。







第５章　勝に届け







　リムジンの車内には、小学生の遠足バスのような、うきうきした空気が漂ただよっていた。

「きゃーっ。私、リムジンにはじめて乗りましたぁっ。乗り心地ごこち、すっごくいいですねぇ」

　助手席の桜さくら子こがはしゃぐ。

「ふふふっ。私たちは天あまねくんの先生ですもんね。女王様とお呼びっ」

　助手席に桜子と並んで座っている希き実み子こが胸を張った。組んだ腕の上で、メロンほどの大きさのある胸がゆさりと揺れる。

　リムジンの助手席は広くて、成人女性二人が座っても充じゆう分ぶんすぎるほど余よ裕ゆうがある。

　イシカワ執事がゴホンと咳払いして、メイドの女王様をたしなめた。

「希実子先輩、なんかおまちがえですぅっ」

「希実子、調子に乗るな」

　桜子が言い、碧みどりがクールに注意する。

「きゃーっ。すみませーんっ」

「すみません。みなさん、日曜なのに。僕のせいで」

　天が恐きよう縮しゆくした。

「日曜なのに、運転をお願いしてごめんなさいね」

　千ち早はやが運転手をねぎらった。

　今日はいよいよＳＡトーナメント。ＳＡが主役のお祭りだ。

　千早は運転席の後ろ側に座り、天と恋こい人びと同士のように腕を組み、身体を密着させている。天の横に碧、その横に執事が並んでいる。

「いえいえ、仕事ですからお気き遣づかいなく」

　運転手はにこやかに答えた。

　リムジンがいくら広いとはいえ、助手席に二人、後部座席に四人、運転手を含め総勢七人は定員オーバーではないかと思うのだが、誰も何も言わないので天もだまっておく。

「イシカワさん、学校に入はいれるんですか？　聖マゼンダ、女子校ですけど」

　希実子が聞いた。

「ああ、イベントだから特別だ」

「碧さん。僕がもし、オールドノリタケを割ってしまったらどうなるんでしょう？」

「天、殺し合いのまえに、そういうことは言うんじゃないっ！」

　碧がさりげなくすごいことを言って叱しかりつけた。

「別にかまわなくてよ」

「え？　でも、高いものですよね？」

「高いのかしら。わからないわ」

「ちょっと待ってください。ネットオークションに、似たようなのが出てます。値段は……うわぁ、百二十万円ですって。ティーサービスルームの茶器の中でいちばん高いですね。マイセンとかロイヤルドルトンより高いのね」

　希実子がケータイの画面を見つめながら言った。

「百二十万円……」

　天は怯おびえて身体をすくませた。

　オールドノリタケのティーセットは、今はリムジンのトランクの中でケースに入れられて鎮ちん座ざして、活躍のときを待っている。

「食器は使うためにあるの。使って割れるなら、食器にとって幸せなのよ。お金もそう。みんなが幸せになるために使うの。ムダ使いは論外だけどね」

「はーいっ。お嬢様ーっ。天くんは、借金の額が増えませんか、って聞いてるんですぅっ」

　助手席の桜子が手をあげ、天の不安を代弁してくれた。

　――さすが桜子さんだ。頭の回転が速いな……。

「バカね。増えないわよ。安心して」

　千早がころころと笑った。

　笑いの震しん動どうが、密着しているところから伝わってきてドキドキする。

　天がうっかり千早の胸に触ふれて彼かの女じよがヒステリーを起こして以来、夜中の添そい寝ねが一いつ切さいなくなったので、登下校のさいのリムジンの車中だけが、千早に触れていられる時間だ。

　今日はいささかお邪じや魔ま虫が多いが……。

「もしも天が茶器を割ったら、その段階でトーナメントは脱だつ落らくだな」

「うぅっ」天がうめいた。

「碧さん、縁えん起ぎでもないこと言わないでくださいですぅ」桜子がたしなめた。

「ああ、そうだな。気にせずにがんばれ」

「がんばってください」執事が渋しぶい重低音で言った。

「天くん、がんばってくださいですぅ」桜子が甘あまい声で言った。

「がんばってぇーっ」希実子が色っぽい声で言った。

「大会に出場されるんですよね。がんばってください」運転手が愛あい想そ良く言った。

「うわっ。僕、責任重大だな。キンチョーしてくる」

「がんばってね。天、私のために」

　千早が天にいっそう身体をすりつけ、側頭部を天の肩にスリスリしてきた。

　リムジンは、一路、聖マゼンダをめざしている。




　　　　　☆




「ＳＡトーナメントは、私たち生徒の手助けをしてくださるＳＡのみなさんに感謝し、ＳＡのみなさんのお力を披ひ露ろうしていただくイベントです」

　舞ぶ台たいに立つ生徒会長が、マイクに向かって話している。スピーカーを通した生徒会長の声が、体育館全体に響き渡る。

　天は机の横でまっすぐに立って待機しながら、自分の心臓がドキドキいう音を聞いていた。

　授業で使っている勉強机を二つ並べて椅子を置いただけの簡素なセットは、ざっと五十組以上あるだろうか。

　机の上にトレイに載せたティーセットとテーブルクロスを置き、ＳＡが横に立って待機して、開会を待っている。

　ＳＡはハンで押おしたように背筋をぴんと伸ばして立っていて、天の目には、みんな、自信満々で落ち着いているように見えた。

　――できるのかな。僕。練習したのたったの十日だぜ。優勝なんて絶対ムリだよ。

　――でも、がんばらなきゃ。みんなすごく協力してくれたんだから。

　希実子と桜子は、天のぶんまで仕事をしてくれて、練習する時間を確保してくれたし、碧もイシカワも、格かく闘とう術とフラワーアレンジをていねいに教えてくれた。

　――千早ちゃんは、アンティークを貸してくれたし。

　天は自分の机を見た。

　オールドノリタケのティーセットと畳たたまれたテーブルクロスが置かれている。

　明治時代に外国に輸出された日本の陶器は、日常雑器でありながらもどこかエキゾチックで、日本的な美しさと温かさを持っていた。細かい花模様の真ん中に、日の丸を思わせる赤い丸が描えがかれたティーポットは、パッと目を引く華はなやかさがあった。

　テーブルクロスはシンプルな白。ピッタリくる大きさのものをリネン室のおばさんに頼んで借りてきた。

「天くーんっ、がんばってーっ」

「がんばってですぅーっ」

　希実子と桜子の声が聞こえた。

「観客席のみなさん、お静かにお願いします」

　生徒会長がすかさずクギを刺す。

　くすくすという笑い声が、さざなみのように広がった。

　両りよう脇わきの観客席は、片方が観戦をするお嬢様とＳＡで七割ほどが埋うまっていて、もう片方はメイドと執事が二十人ほどいる。

　天の位置から見上げると、片方はピンクと赤の花畑、もう片方は白と黒のモノトーンがまばらに散っている。

「今日の主役はＳＡのみなさんです。みなさん、技術を披露されるＳＡのみなさんに拍はく手しゆをお願いします」

　舞台の上に立つ生徒会長が言う。舞台の上は、フラワーアレンジメント用に支給される花材やカゴ、花か瓶びんやティーサービス用のポットでいっぱいだ。

　観客席から、拍手が起こった。

「がんばらないと……」

　誰かが呟つぶやいた声が聞こえてきた。

　天てん道どう家ＳＡユキだ。去年のトーナメントの優勝者。天と同じく単位を取る聴講生。西洋人形のようなお嬢様に怒鳴られて、謝罪していた彼女が印象に残っている。

「それではこれより、ＳＡトーナメントの開かい催さいを宣言します。それではＳＡのみなさん、テーブルコーディネートをはじめてください。時間は十五分です」

　合図と一いつ緒しよに、ＳＡの多くがテーブルを離れ、花材を取りに舞台に向かう。

　天はテーブルクロスをふわっとひろげて、テーブルの半分を覆おおい隠すようにテーブルに掛けた。

　テーブルの半分は、フラワーアレンジ用のスペースだ。

　そして、テーブルクロスが自重で滑すべり落おちてしまわないよう、オールドノリタケのティーポットを折おり畳んだクロスの上に載せて押さえにし、先に茶器だけをセットする。

　ＳＡのお姉様たちに聞いたところによると、みんな一いつ斉せいに花を取りに行くので押し合あいへし合いになるそうだ。少し時間をずらして、持ち時間を有効利用するつもりだ。

「うわっ、難しいわ。こんなのどうやってアレンジしたらいいのよ」

「どうせ、アレンジを知らない人が花を集めたんでしょ。こういうのやめて欲しいわ」

　舞台のほうから、押し殺ころした不満の声が聞こえてくる。

　茶器のセットを終えてから、アレンジ用の花材と資材を取りに舞台に向かった天は、ＳＡのお姉様たちが騒さわいでいる理由について、ようやくのことで理解した。

　――ほんとだ。難しいよ。これは……。

　用意されていた花材は、アスターにソリダコ、ポンポンマム、小こ菊ぎく、センニチコウにオリエンタルリリー、ワレモコウといった和花ばかりだった。

　薔薇やガーベラ、カーネーションのようなアレンジ向きの花材はひとつもない。しかも色がバラバラで統一性が取れていない。それを十本ほどひとまとまりにして用意してある。

　ティーサービスは西せい欧おうの茶さ道どうだから、洋花を西洋式のアレンジで飾かざるのが本来の形だ。

　トーナメントの主しゆ催さいは生徒会だから、こういうことが起こるのだろう。

　前を行くＳＡがアレンジ用のカゴではなく、シンプルな花瓶を手に取った。和花だから、和風に生けるつもりらしい。

　――どうする？　和花っぽく花瓶か、アレンジのカゴか。どっちを使う？

　天は迷った。

　天が生けられるのはラウンド型だけ。華か道どうなんて知らない。

　花切り鋏のパチンパチンという音があちこちで響き、天をいっそうにあせらせる。

　イシカワ執事が、ラウンド型はどんな花でも生けられる、と言っていたことを思い出だす。

　――やっぱりラウンド型で生けよう。僕じゃ、花瓶になんて生けられない。

　天は水をふくませたオアシスがセットされたアレンジ用のカゴを取り、実行委員が渡してくれる花材を受け取った。

　――うわぁ。どうしよう。これ。

　白いカーネーションが一輪あるだけで、あとは小菊ばかりだ。色もバラバラ。グリーンもない。

　だが、考えている時間はない。

　小菊を薔薇に見立てて、思い切ってアレンジをしていく。

　五センチの長さに切った白のカーネーションを中央に。

　その周囲をピンクの小菊でとりまく。

　そのまた周囲をエンジ色の小菊を刺していき、ラウンド型のアレンジを作る。

　ローズインパンジーのラウンド型を練習したことがあるが、カーネーションイン小菊のアレンジだ。

　ラウンド型ばかり練習していたので、五分ほどで完成する。花材はまだしも、きちんと円ラウンド形に形作ることができた。

　テーブルを拭いてゴミを片づけ、ティーポットをずらしてテーブルクロスをテーブルいっぱいに広げる。そして、先に並べた茶器の位置を、もう一度整える。

「あと二分です」

　きゃーっと悲鳴があがった。

　花材の奇き抜ばつさにとまどって、アレンジが途と中ちゆうのままのＳＡが多い。

　ものが倒たおれる音がして、衝しよう撃げき音おんが響いた。

　あせったＳＡが茶器をひっくり返してしまったらしい。マイセンのコーヒーカップとソーサーがこなごなになっているのが見て取れた。

　この青い花模様のカップ＆ソーサーは伊い集じゆう院いん邸ていにもあって、希実子に一客六万はする高価な陶器だから気をつけるようにと念を押された。

　ＳＡが真っ青になって、割れた茶器を拾い集めていく。

　動どう揺ようは伝染するのか、ガシャンガシャンという音が次々に響く。

　ロイヤルドルトンやロイヤルアルバートといった宝石のような陶器ががらくたに変わる。

　心臓に悪い音だ。

　ＳＡがみんなびくびくしている。

　――落ち着け。落ち着け。割ってしまったら最後なんだぞ……。

　手が震ふるえる。顔が青くなる。冷ひや汗あせが噴ふき出でる。時間がどんどんなくなっていく。

　そのとき、千早のセリフがふっと蘇よみがえ　った。

　――食器は使うためにあるの。使って割れるなら、食器にとって幸せなのよ。

　気持ちがスッとらくになった。

　フラワーアレンジメントの位置を整え、テーブルコーディネートを完成させる。

「あと三十秒」

　生徒会長がカウントした。

　天はテーブルの横に立ち、両手を前で組んで待機する。

　ようやく余裕ができた天は、周囲を見回した。

　同じようにして待機しているＳＡは半分以下。他のＳＡはみな、うまくいかないアレンジに泣きそうになっている。

　サヤカとユキも、同じように待機しているのが見て取れた。

　サヤカは華道の心得があるのだろう。花瓶にポンポンマムとソルダコを躍やく動どう感たっぷりに生けてあり、踊おどり出しそうな元気の良い作品にしあがっている。

　ユキは背の低い花瓶にオリエンタルリリーを短く切って、ほんの一輪挿しただけだが、それでも百ゆ合りの存在感は大きくて、さっぱりした一いち輪りん挿ざしによく合っていた。

　時間内に完成できた人は、アレンジではなく花瓶に挿さした人たちが大半らしい。

「あと二十秒……十秒……終しゆう了りようです」

　ふーっとため息が漏もれた。

「テーブルコーディネートが完成できていない方、茶器が壊こわれた方は、掃除をして退出してください。競技続行の方は、そのまま待機してください」

　天の横のＳＡが、うぅっと嗚お咽えつの声を漏らしながら、割れた食器をトレイに載せていく。

　体育館には、落らく胆たんのため息と嗚咽の声と、陶とう磁じ器きのカケラが触れ合うガチャガチャという音が響いた。

　五十組ほどの競技者は、あっというまに半分以下に減ってしまった。

　今日一日で、何百万、あるいは何千万の高級陶器がダメになったことだろう。

　なるほど優勝賞金一億円のトーナメントだ。競技者の負担もハンパではない。

「競技続行のみなさんは、舞台のほうに来てください。お湯の入ったポットを持っていってくださいね。ミルクとレモン、スコッチウイスキー、ジャム、それに砂糖の用意もあります」

　生徒会長の合図で、茶器を割らなかったＳＡたちが無言で移動し、舞台の上に整然と並べられた電動ポットに向かう。

　アルコールの匂においがツンと漂う。ミルクポットに入っている琥こ珀はく色いろの液体はウイスキーだ。

　――ふうん。ウイスキーを選んでいる人、多いんだ。

　高校生だから、誰も選ばないと思っていたので驚おどろいてしまう。

　もっとも、お嬢様がくつろいでお茶をいただく様子も採点のひとつになる。少量のアルコール入りの紅茶は、くつろぐには最適だろう。

「きゃっ」

　悲鳴が響き、前を歩いていたＳＡがヨロめいた。

　手に持っていたウイスキー入りのミルクポットが前後に振られ、天の首筋にバシャッとかかる。首に当たった琥珀色の液体は肌はだを伝って落ちていき、鎖さ骨こつから胸の当たりがひんやりする。

「あっ。ご、ごめんなさいっ」

「平気。気にしないで。なんかウイスキーの匂いで酔よいそうだけど」

　天はにっこり笑って、恐縮しているＳＡに言った。

　天は、ミルク入りのミルクポットをトレイに載せた。

　千早がくつろぐときに飲むのは砂糖なしのミルクティーだ。

　自分のテーブルに戻ってきた天は、ティーポットをテーブルに置き、片手に白い布を掛けた姿勢で待機した。

「パートナーが入室します」

　赤の制服の一群が、舞台の袖そでからおしとやかに歩いてきた。

　自分たちのＳＡを見つけて鷹おう揚ように会え釈しやくし、席につく。

　ティーサービス競技は、ＳＡがお嬢様にお茶をお出しし、茶器とフラワーアレンジを含めたテーブルコーディネートの美しさ、お嬢様がお茶をいただく仕草の上品さの総合点だ。

　千早が歩いてきた。天に向かって満面の笑みを浮かべる。

　――うわぁ、千早ちゃん。かわいいなぁ……。

　天も笑顔で千早を迎むかえた。

　椅い子すを引き、お嬢様に腰こし掛かけていただく。

　衝撃音がした。

「きゃあっ」

　天の斜ななめ前まえのテーブルで、花瓶が倒れて花を散らしている。カラーとソルダコを高く生けた作品だった。

　お嬢様が席についたときの震動で、花瓶が倒れてしまったらしい。制服が水みず浸びたしになったお嬢様は、泣きそうな顔をしている。

「申し訳ありません。お嬢様っ」

　動揺が広がり、またどこかで陶器が割れた。天のいる位置からでは確かく認にんできなかったが、花瓶は倒れやすいようだ。

　フラワーアレンジ、それもラウンド型に生けたＳＡは、花を倒したりはしていない。ラウンド型は花を短く生けるから安定感があり、お嬢様が椅子に座る程度の震動ではひっくり返ったりしない。

　――そっか。アフタヌーンティーにラウンド型のアレンジが定番なのは、ちゃんと理由があったんだ。

　脱落組が早々に引きあげていく気配を背中で感じながら、ポットのお湯をカップに汲くむ。これはカップを温めるためのもの。

　紅茶の缶かんからティースプーンで紅茶を三匙さじ。

　お湯を入れたカップをゆっくり二度回して水差しに捨てる。このとき、千早の胸に手の甲こうが触れてしまわないように注意する。

　白い布でポットの下の部分を覆って、お茶が垂れないようにしながら、温めたカップに紅茶を注ぐ。

　紅茶は千早の好きなアールグレイ。赤みを帯びた色が美しい、香かおり高たかい紅茶である。

　ミルクを入れて、ポットを持ったままでまっすぐさがる。

「いただきますね」

　千早のほっそりした指が取っ手を持ち、目を伏ふせて紅茶を飲んだ。長い黒くろ髪かみに赤い丸模様が鮮あざやかな茶器が映え、まるで一いつ幅ぷくの絵のように美しい。




　　　　　☆




　観客席で、小型の双そう眼がん鏡きようを目に当てている執事がうなった。

「うむ。ちゃんと生けられている。形もいい。スッキリした作品になっている」

　双眼鏡は、倍率と視野角が広い高機能のもので、執事の七つ道具のひとつだ。セキュリティチェックに愛用している。

「ほんとねー。あれカーネーションと菊きくでしょ。あんな風に生けると、大きなお花に見えて存在感があるよね。天くん、えらいなー、あんな中でも、落ち着いて給きゆう仕じしてるわね」

　オペラグラスをのぞきこんでいる希実子が言った。

「茶器の並べ方も完かん璧ぺきですぅ。オールドノリタケの個性的な器に、アレンジの雰囲気があっていますぅ」

　桜子が希実子から受け取ったオペラグラスをのぞきこんで言った。

「うむ。さすが伊集院邸のメイドだけあるな。合格だ」

　視力のいい碧は、腕うで組ぐみをして言った。

「他のみなさん、アレンジで苦労なさっているわねー。菊をラウンド型に生けるなんて、天くん、すごいわ」

「ラウンド型しか教えていませんでしたから。それにしても、カーネーションと菊なんて、いい花材を割り当てられましたな。オールドノリタケにぴったりだ。天はよほど運が良いのでしょう」

「天くんは、幸運の少年なんですぅー」

「ほんとねー」




　　　　　☆




　天は紅茶を飲む千早に見とれていた。

　――千早ちゃん、綺麗だ……。

　いつも美しい彼女だが、今日はとびきり美しい。

　茶器と花と、千早のイメージが合っていて、相乗効果をもたらしている。

　生けているときは無む我が夢む中ちゆうでわからなかったが、こうやって少し離れた位置から眺ながめるとアレンジがあれでよかったと実感できる。

　オールドノリタケの日本趣しゆ味みな西洋茶器に、和花を西洋のテクニックで生けたアレンジは、しっくりと似合っている。

　グリーンがないぶん、花を詰つめて生けたので、花で作った大きな花に見え、ティーポットの赤い丸模様に負けない迫はく力りよくがあった。それでいて、和花の持つつつましさがそうさせるのか、少しも押しつけがましくないのである。

　そして千早。

　京都のお公く家げさんをご先祖に持つ彼女は、まっすぐな黒髪といい、キラキラする黒い瞳ひとみといい、日本的な美少女だ。

　整いすぎた美び貌ぼうのために、キツイ印象のある彼女だが、くつろいで紅茶を飲み、おだやかな笑みを浮かべているため、優やさしげに見える。

　絵のような……いや、絵では表現できない美しさに、ため息が漏れる。

　――僕の千早ちゃんがいちばん綺麗だ……。

　周囲を見み渡わたした天は、震えているお嬢様がいることに気がついた。

　何百人もの観客に見られながらお茶を飲むのは、お嬢様にとっても緊きん張ちようを強しいられることらしい。

　ガチャッと音がした。

　お嬢様のひとりが、カップを取り落としたのだ。

「お嬢様、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「ごめんなさいね。せっかくあなたががんばったのに」

「いえ私はかまわないのですがお嬢様が……」

　ＳＡとお嬢様がお互たがいをねぎらう声が聞こえてきた。

　脱落したお嬢様とＳＡがひっそりとテーブルを片づけて会場をあとにしていく。

　――うわぁ、いったい何組残ってるんだ？

　ざっと見た感じ三分の一。十数組しか残っていない。

　――千早ちゃんってすごいよな……。こんな中でお茶を飲んでいるのに、自分の部屋でくつろいでいるみたいに見えるよ。

　赤い制服の生徒会実行委員のメンバーが、テーブルの周りを巡じゆん回かいして、抱かかえたファイルに採点を書きこんでいる。

　千早がからっぽになったカップをソーサーに置き、おかわりを入れるように目で合図をした。

　――うわぁ。おかわりまで飲むのか？　こんな中で？

　千早の心臓には毛が生えてそうだ。

　天が紅茶のおかわりを注ぎ、千早がゆっくり飲み終わった頃ころ、テーブルの周りを巡回していた生徒会役員が舞台に戻もどった。

「採点作業は終了しました。みなさんそのままで待機してください」

　実行委員が舞台に集まり、何かさかんに話している。

　――なんだろ？　何か、揉めてるみたいな……。あれ、生徒会の人達、集計してないな。ほんとなら、集計して、点数のいい順から勝ち残りだよな。

「天、どうしたの？　すごい匂いね」

「ウイスキーを掛けられたんだよ」

「そうなの？　寒くない？　大丈夫だった？」

「平気だよ。セーラー服の襟えりってＶの字にえぐれてるだろ。中に入って、胸のあたりがスウスウして冷たかったけど、今はもう乾かわいてるよ」

「ふうん。そうなの。……せっかくのアフタヌーンティーなのに、お菓か子しがないのがつまらないわね」

　千早が軽口を叩たたいた。

「あはは。本当だ。スコーンもサンドイッチもマドレーヌもないもんな。ウイスキー入りの紅茶のほうが良かった？」
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「だめよ。未成年でしょ」

「そうでした。すみません。でも、何で紅茶にウイスキーなんて入れるんだろ」

「紅茶にスコッチウイスキーを入れるのは、スコットランド式のアフタヌーンティーなの。でも、トーナメントでアルコールはどうかしらね」

「いちおうこれも、学校行事だもんな」

　競技が終わった安あん堵どから、千早と雑談をしていると、ひんやりした視線を感じた。

　顔をあげると、ユキと目が合った。

　ユキは視線を外すことはせず、ギリギリとにらみつけている。

　――うわ、何でにらまれなきゃいけないんだ？　わけわかんね。僕、嫌きらわれている？

　憎にくしみをこめたキツイ視線に、背中がぞくぞくしてしまう。

「結果を発表します」

　ふいに生徒会長の声が聞こえ、ざわめいていた体育館が静まり返った。

「ほんらいなら採点をして、点数の多い順から半数を勝ちあがりとしたいところなのですが、予想外に脱だつ落らく者しやが多かったので、生徒会で協議しました。アレンジとテーブルコーディネートが完成している人、茶器を割らなかった人は全員合格とします」

　生徒会長は、ここでいったん言葉を切った。

　――てことは……？

　皆が期待の視線で生徒会長を見上げる。

「つまり、こちらに残っている全員が合格です」

　あちこちで拍手と歓かん声せいと安堵の声が響ひびく。

「よかった。勝ちあがりだね」

「そりゃ、こんなに減ってしまったらそうなるでしょ」

「いちにい……えっと十四組か……すごく減ったよなぁ……」

　カケをしていたＳＡお姉様たちは、今いま頃ごろ悲鳴をあげているのに違ちがいない。本命と目されていた人たちが軒のき並なみ失格になっている。

　格かく闘とう技ぎはトーナメントだから、有段者に当たらずに済むかもしれない。

「天のティーサービス、完璧だったのに、採点されなかったなんて残念よね。アレンジもステキよ。私、持って帰ろうかしら」

「アレンジは碧さんに差しあげたいんだ。碧さんには世話になったし」

「あら、ステキね。お花を貰もらってうれしくない女性なんていないわよ」

「集計の結果はこのまま残しておいて引き分けのときに使います。なお、ティーサービス部門の最優ゆう秀しゆうＳＡは、伊集院家ＳＡアマネさんと致いたします。点数順に勝ちあがりとしないかわり、ティーサービス部門の最優秀ＳＡを出すことにしました」

　拍手が響いた。

「えっ？　僕っ？」

「部門の最優秀ＳＡにはあいにく賞金はありませんが、終了後に賞状を出しますので、楽しみにしてくださいね」

「きゃっ。すごいわ。ＭＶＰだわっ」

　千早が立ちあがり、天に抱だきついてきた。

　拍手がはしゃぎあっている主従を包つつむ。

　テーブルの茶器が割れるのではないかとはらはらしたが、幸いポットもカップもひっくり返らずにすんだ。

　天は千早を抱きしめる。千早の柔やわらかい身体が密着していて心地ここちよい。周囲のお嬢様とＳＡたちは、おだやかに笑いながら仲の良い主従を見ている。

「三十分後に風船運び競走をはじめますので、ＳＡのみなさんは片づけをしてください。生徒のみなさんも協力してくださいね」




　　　　　☆




　天はテーブルを片づけたあと、余った花とアレンジ、ケースに入れたオールドノリタケのティーセットを持ち、千早と一緒に観客席に向かった。

「天くーんっ。おめでとーっ」

「天くん、おめでとうですぅっ」

　希実子と桜子が、下の観客席に移動し、身体を乗り出してきた。

「ありがとうございます。みなさんのおかげです。希実子さん、桜子さん、これ差しあげます」

　余った菊を差し出すと、希実子と桜子がふにゃっと笑い、天の肩かたをベシベシと叩いた。

「女に花をあげるなんて、なかなかニクイことするじゃないっ」

「余りものですみません。しかも菊だし」

「いいんですぅっ。花を貰えるのはうれしいですぅっ～」

「こちらは碧さんに」

　天はフラワーアレンジメントを碧に差し出した。

　碧は「えっ？」と声をあげ、頬ほおをほんのり赤くさせた。

　胸に手が触れても、顔色ひとつ変えない碧が動揺するなんて思わなかった。

　驚いているのは天だけではない。希実子と桜子が悲鳴のような声をあげる。

「きゃーっ。碧さんが照れてるわーっ。はじめて見たわーっ」

「私もはじめて見ましたですぅっ」

　碧はゴホンと咳せき払ばらいした。

　希実子と桜子があわてて口をつぐみ、姿勢を正した。

「ありがとう。いただいておこう」

　碧が手を伸のばし、菊のフラワーアレンジを受け取ってくれた。

　――碧さんが笑ってる……。

　いつも仏ぶつ頂ちよう面づらの碧だが、眉まゆの動き方で微び妙みようにバリエーションがある。ほんの少し顔がほころんでいるだけだが、天には満面の笑みを浮かべているように見えた。

「天、これはお嬢様の入いれ知ぢ恵えなのか？」

「あら、私、何もしてないわよ。天が勝手にやったことよ」

「イシカワさん。ありがとうございました」

　天は、重い木製ケースをどっこいしょと持ちあげて、観客席の執しつ事じに渡す。

「たしかに受け取りました」

　時価百二十万円のティーセットは心理的にも物理的にも重みがあって、執事に渡すと身体が軽くなった。

「よかった。一枚も割らずに返せた」

　背筋を伸ばして胸を反そらす。

「あ、天くん……、ムネが……」

「わーっ、天くん、大変ですぅっ」

「天、いますぐトイレに行けっ」

　メイドたちは動揺し、お嬢じよう様さまは絶句し、執事はそっと目を逸そらす。

「え？」

　自分の胸むな元もとを見た天は愕がく然ぜんとした。

　ＳＡのピンクのセーラー服の胸むなもとが、もたもたして妙みような感じになっている。天は自分の胸もとを手のひらでパタパタした。

　パッドがずれていた。右のパッドが下に移動してカップの下にふくらみをつくり、左のパッドが胸むな板いたから浮ういてガバガバしている。

「う、うわっ」

　――そうだった。さっき、スコッチウイスキー、掛かけられたんだ。パッドを張りつける専用ノリって、アルコールに弱いんだったっけ……。

「天くん、ノリ、持ってきてますぅ？」

「持ってきてないです」

　専用ノリは一度つけると、ぴったりとくっついて落ちる心配がないため、ノリを持ってくることを怠おこたっていた。

　次の競技は風船運び競走、その次は格闘技だ。パッドを落としたりしたら最後だ。男だとバレてしまう。

「シリコン樹じゆ脂しだから、水でも張りつけられるわよ。強度はノリに比べると落ちるけど。トイレ行ってきなさい」

　希実子が小さな声でささやく。

　強度が落ちるパッドなんて危なくてつけられない。

　格闘技の最中に落ちてしまったら、最後だ。それに――。

「もう時間が……」

　繊せん細さいな茶器なので、ティーセットを片づけるのに時間を取られた。もうすぐ次の競技がスタートする。トイレに行く時間はない。

「間もなく競技スタートです」

　時間を知らせる生徒会長の声が無情に響く。

　体育館はもうすっかり片づいて、ガムテープでスタート地点とゴール地点が区切られ、カラーコーンが置かれてわかりやすくなっている。

「スタート場所に集合してください」

「ど、どうするの？」

　千早がおろおろした表情で聞いた。

　天は壁かべ際ぎわに寄り、腕うでで胸もとを隠かくすようにしながら、手を襟の中に入れた。ブラジャーのカップの中に指を入れる。ウイスキーでノリが溶かさていたので、引っ張るとぺりっという音とともにあっさり取れた。

　胸から剥はがしたパッドを、フレアースカートのポケットに入れる。

「剥がしちゃったの？」

「うん。競技中に落とすよりはいいと思うんだ。この次の休み時間になんとかするよ」

　セーラー服は、胸でヒラヒラ揺ゆれるリボンに視線が誘さそわれるため、胸の大きさが比ひ較かく的てき目立たない服装だ。

「そうね。行きましょっ」

　千早が天の手を握にぎってきた。

　二人して手を繋つなぎ、スタート場所へと急ぐ。

　風船運び競走に出る人たちは十四組。天は、周囲をざっと見渡した。

　武道の有段者はあらかた落ちたようだが、カポエイラの使い手、天道家ＳＡユキが残っている。あと、サヤカも有段者だと小耳に挟はさんだ。

「風船運び競走は、生徒とＳＡが風船を運ぶ競技です。ただし、手を使ってはいけません。抱き合ってお腹なかの間に挟むとか、背中と背中で風船を運ぶとか、いろいろ工く夫ふうしてくださいね。ゴールで風船を割った組から勝ちあがりです」

　この競技は、主従関係の良さが勝敗を決定する。

「風船が割れた人から順に半数の七組を選出します。あとそれから、ゴール前に風船を割ってしまったらその場で失格です」

　生徒会長が、ルールの説明を続けている。

　――風船をゴール前に割ったら失格って？　そんなルールがあるんなら、他人の風船を割ってしまう人が出てくるかも。

「なお、みなさんは、聖マゼンダの一員です。清く優ゆう雅がに美しく、競技を行われますことを期待しております。それから、風船が外れたりして手に持つときは、外れた地点まで戻っていただきます」

　生徒会長が念を押した。

　他人の風船を割るようなみっともないマネや、風船を手に持って走ったり、風船を押し出して距きよ離りを稼かせぐようなズルはするな、と言いたいのだろう。

「どうぞ」

「ありがとう」

　千早が実行委員から風船を受け取った。

　天と千早は手を繋ぎ、お互いの胸に風船を挟んだ。

「うっ」

　少しでも距離が空くと風船が飛び出てしまう。

　千早と天は、どちらからともなく、力いっぱい抱き合った。

　千早の日本人形のような顔が近づいた。千早の瞳に自分の顔が映っていて照れくさい。天はおどおどと視線を外し、カラーコーンで示されたゴールを見た。

　千早も、同じようにゴールを見ている。

「が、がんばりましょうっ！」

「そ、そうだねっ」

　天は、千早の背中に回した手に、きゅっと力をこめた。

「風船、全員に行いき渡わたりましたか？　はい。大丈夫ですね？　位置についてください」

　ごそごそという気配があり、あちこちでＳＡとお嬢様がワルツのように抱き合う。

　まるで今から、女だけの舞ぶ踏とう会かいが始まるようだ。百ゆ合り百ゆ合りしく華やぐ、アヤシイ光景にドキドキする。

「よーいっ、スタート」

　生徒会長がスターターピストルの引き金を引いた。

　ぱあんと派手な音がして、抱き合ったままの二人がいっせいに走り出す。

「いちに、いちに、いちに」

　二人してカウントをとり、足並みを揃そろえる。

　――うわぁっ。股こ間かんが、股間がぶつかるよぉーっ。

　抱き合う胸で風船を挟み、背中に回す手に力をこめて身体を寄せているから、いやおうなく股間が当たり、気持ちよくなっていく。

　――やばい、やばいよーっ。千早ちゃんに軽けい蔑べつされるよーっ。静まれっ。僕ぼくの息子むすこっ。

　だが、下半身の反応は収まらない。サポーターに勃ぼつ起きが押さえられてムズムズする。つい腕の力を緩ゆるめてしまったところ、風船が腕の下をくぐって漂い出した。あわてて伸ばした天の手が風船を押し出す形になり、フワフワと空を飛ぶ。

「きゃーっ」

「うわっ。ごめんっ。千早ちゃん。僕のせいだっ」

　天は、飛びあがるようにして風船を取った。風船が外れた場所に戻ったとき天のすぐ横で、きゃあっと悲鳴があがり、お嬢様がべたっと転んだ。ＳＡはいない。風船をつかまえようとして飛とび跳はねている後ろ姿が見えた。

　天は膝ひざをついて、お嬢様を助け起こした。

「大丈夫ですか？」

　天道家のお嬢様だった。黒い大きな瞳がじっと天を見つめる。

　西洋人形のように繊細な美少女だ。

　千早のきりっとした美貌とはまったく違う、まもってあげたい系のかわいさにドキドキする。

「ありがとう」

　天道咲さき子こお嬢様は、小首をかしげると甘く笑った。空気がフワッとなごむような、性格の良さを感じさせる自然な笑え顔がおにドキドキする。

　――あれっ。このお嬢様、素す直なおそうだ。かわいらしいや。

　ＳＡのユキを叱しかりつけているお嬢様はワガママそのものに見えたから、落差の大きさにとまどってしまう。

　千早が走り寄ってきた。もう一度風船を胸に挟んで抱き合う。

「天、いくわよっ」

「ああっ！」

「いちに、いちに、いちに、いちに」

　声を揃えて走り出す。

　前方でパアンと音がした。風船が割れた音だ。きゃーっという悲鳴があがった。

　誰だれかがゴールし、風船を割ったらしい。

　まるでそれが合図だったかのように、風船が割れる音がパンパンパンと連続した。悲鳴にまじって、しくしくと泣く声も聞こえる。

　自分のことで精せい一いつ杯ぱいで周囲を見まわす余よ裕ゆうはないものの、喜びの声と失望の悲鳴が交こう錯さくし、阿あ鼻び叫きよう喚かんの嵐あらしになっていた。

　身体がかっと熱くなり、目の前が白くなる。

　勝ち残りは七組まで、残り半数は脱だつ落らくする。今で何組がゴールしているのだろう。

「ゴールして風船が割れた人から、舞ぶ台たいのほうへ移動してください。ＳＡの方だけでけっこうですよ。あ、四組めゴールですね」
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　生徒会長の声が聞こえた。

　天の横を、天道家の主従が走はしり抜ぬけているのが見て取れた。

　ＳＡを強い口調で叱りつける咲子お嬢様だが、驚くほどに気が合っている。二人で息を合わせて走っていく様子は、信しん頼らい関係の深さを感じさせた。

「うぅ、間に合うのか……」

「天、あせっちゃだめっ。もう少しよ。ゆっくりやりましょうっ」

　千早の声が、興奮状態にあった天を冷静にさせた。

　千早の言うとおりだ。あと数メートル。あせってはだめだ。

「いちに、いちに、いちに」

　あと一メートルほど。あと三歩ほど。

「ゴールよっ！」

　あとひとつ、大事なことが残っている。

　天は千早を抱きしめる手に力をこめた。

　風船が浮いてきたが、顎あごで押さえる。

「うぐぐっ」

「きゃあっ、風船が出ちゃう」

　千早も顎で押さえたので、おでこが密着し、鼻先が触ふれ合う。目の前で、千早の桜色の唇くちびるがツヤツヤと光っている。キスできそうな近さだ。

　――どさくさまぎれにキスしてしまおうか……。

　――ダメだ。失礼だ。僕は使用人だ。千早ちゃんにキスするのは、僕が借金を返してからだ。

　勝ちたい。何としても。借金を返して、千早にプロポーズするために。

　腕に力が籠こもり、パアンと風船が割れた。

「きゃーっ」

「わっ」

　胸もとで風船が割れた衝しよう撃げきに、お互いにびっくりして飛び退のく。

　天と千早は見つめ合った。

　二人で協力して、作業を成なし遂とげた安あん堵ど感かんで笑い合う。

　甘いせつない空気が二人の周囲を取り巻く。

　千早は自然な笑みを浮かべていた。

　――ああ、千早ちゃん、かわいいなぁ。

　陶とう酔すいは、実行委員の声で破られた。

「八組目ね。残念だけど次には進めなかったわね」

　天は絶句した。

　千早も声を失っている。

　そのとき、生徒会長のあわてた声が響いた。

「え？　七人じゃ試合できないって？　コートは四つあるから八人に？　あ、ほんとね。偶ぐう数すうでないとトーナメントができないわ。やだっ。私ったら！　すみません。変へん更こうします。勝ち残りは上位八組です」

「……ですって。おめでとう。あなた運がいいのね。舞台に移動してくださる？」

　実行委員が天の背中をとんと叩いた。

　安堵のあまり力が抜け、天はその場に膝をついた。

「よかった……」

「やったわねーっ」

　千早は脱だつ力りよくしている天の手を取り、前後に振ふった。

「大おお黒ぐろ天さん」

「は、はいっ」

　天をフルネームで呼ぶ人は限られている。

　ハッとして立ちあがり、背筋を正す。

　――亜あ弓ゆみさんだ。

　久く瀬ぜ川がわ亜弓お嬢様が、自分の胸を指差している。

　天はつられて自分の胸もとを見た。胸元ががたがたになっている。

　理由はすぐにわかった。カップがべこっと内側にへこんでいるのだ。パッドを取ってスカートのポケットに入れたので、ブラジャーのカップは中身がない。なのに、風船を割るためにきつく抱き合った。カップがへこんでもしかたがない。

　天はさりげない仕草を装よそおいながら襟から手を入れ、ブラジャーのカップを元に戻した。

　実行委員が、天を見て首をひねっている。おっとりしたお嬢様には、天が何をしたのかわからないみたいだ。

「次の競技に進まれるのは、次の八人です。名前を呼ばれた方は前に出てください。みなさん拍はく手しゆをお願いします。天道家ＳＡユキさん。久瀬川家ＳＡサヤカさん。……家ＳＡ……さん。伊集院家ＳＡアマネさん。……家ＳＡヒトミさん。……家ＳＡ……さん。……」

　天は、勝ち残った七人を見渡した。みんな優しげな外見で、あまり強そうには見えない。

　ユキと目が合った。彼女は、ギリッとにらんできた。ライバルとして意識している目だ。強敵はやはりユキだろう。

「先にくじ引きをして、それから競技スタートになります」

　実行委員が銀のボンボニエール（キャンディボックス）を持って天の前に立つ。

「くじです。引いてくださいね」

　天はボンボニエールに指を入れ、小さく折ったメモを取りだした。

「全員に行き当たりましたか？　それでは、くじを開いてください。Ａの方。はい。ヒトミさんとアマネさんですね。Ｂの方……」

　天の相手のヒトミさんは、格かく闘とうなど縁えんがなさそうな、優しいお姉さんタイプのＳＡだった。

「それでは十分後に次の競技をはじめ……えっ？　落とし物ですか？　あら、何かしら。なんだかぷにぷにしたものですが、これが落ちていたそうです」

　生徒会長が指でつまんで高く掲かかげたもの。

　それは天のパッドだった。

　――うっ。

　競技中に落としたらしい。天道家のお嬢様を助け起こしたとき、何かが落ちた気配がしたのに、競技に夢中で確かめられなかった。

「えっ。これ、パッドなの？　どうしてこれが落ちていたのかしら？」

　実行委員同士の会話がマイクに拾われていて、雑談がだだ漏れになっていた。

　――ど、どうしよう？　千早ちゃん。

　天は舞台の下の千早を見るが、彼女も蒼そう白はくになっている。

　僕のです、なんて言えない。

　そのとき、舞台の下で、くるくる巻き毛のお嬢様が手をあげた。

「私のですわ」

　久瀬川亜弓。千早のライバルで、天を取り合ってＴＯＢ（株式公開買付）でせりあった投資顧こ問もん会社の社長。

　この学校で、天が少年であることを知っているのは、千早と亜弓、サヤカだけ。

「えっ。久瀬川様のですか？」

　生徒会長がびっくりした声をあげた。

　みんなの視線が亜弓の胸もとに集中する。

　スカーフを押おしあげているふっくらしたふくらみが、偽にせ物ものなのかと驚いている。

「グラマーに見せたくて試ためしてみたのですけど、私、もともとグラマーですし必要なかったんですのよっ。外してポケットに入れていたのが落ちたんですわ。ほほほっ。ほほほっ、ほーほほほっ」

　亜弓は手の甲を口に当てて高笑いをはじめた。

　皆みなはあっけに取られて亜弓を見ている。

　――亜弓お嬢様が、助け船を出してくれた？　なんでだ？　千早ちゃんが上司だから？

　天は、信じられない思いで亜弓を見た。

　パッドは生徒会長の手から実行委員の手を経へて、亜弓へと渡った。

　千早は何か感じるところがあったのか、にこにこと笑いながらうなずいている。

「散会とします。十分後から次の競技をスタートします」

　生徒会長が言った。




　　　　　☆




「久瀬川亜弓お嬢様っ」

　天は、体育館を出ようとする亜弓を呼び止めた。

「さっきはありがとうございますっ！」

　身体を二つに折るようにして、深いおじぎをする。

「どういたしまして。次の格闘技でウチのサヤカが大黒天さんを投げ飛ばすと、千早様に勝つことができますのよ。ですから、あなたに失格になって欲ほしくなかったんですのよ」

　意外な言葉に、天は目を白黒させた。

　学校では、亜弓は千早におだやかに接し、仲良さそうにしている。

　幸運の少年である天にも、ちょっかいを掛けてくることもないし、天の正体をバラすこともない。

　千早は亜弓を仲間だと言い切っているし、春休みのＴＯＢ騒ぎの遺い恨こんなどなさそうに見えた。

　だが、亜弓は、お嬢様らしい上品な笑顔の下で、千早へのライバル意識をフツフツとたぎらせていたのである。

「黙だまっておけば勝てたのに……」

　つい言ってしまったところ、亜弓が腕組みをして、クッと顎をあげた。

　見下ろすポーズがサマになって、ドキドキするほど美しい。

「あら、私は卑ひ怯きようなことは嫌いですのよ。ＴＯＢのときも、堂々と株の買かい占しめをしました。力づくでねじ伏せて勝つこと。それこそが女王の勝ちかたですのよ。おほほっ。おーほほほっ」

　亜弓は、喉のどを仰のけ反ぞらして高笑いをはじめた。

「私も女王の従者にふさわしい試合をしたいと思います。天くん、よろしくね」

　サヤカがさわやかに笑いながら手を伸ばした。

「サヤカはこう見えて、柔じゆう道どう黒帯ですのよ」

「いやだわ。お嬢様、言わないでください」

　天はサヤカの手を取り、きゅっと握あく手しゆをした。

「僕もがんばります。いい勝負をしましょう」

「あ、そうだわ。これ差しあげましてよ」

　亜弓がパッドを後ろ手にぽいっと投げ、歩き去っていった。

「いただきましたわ。亜弓さん。ありがとう」

　千早がパッドをキャッチし、自分の制服のポケットに入れた。

「私が預かっておくわ」

「うん助かる」

「亜弓さんらしいわね」

「うん。千早ちゃんと亜弓様って、似てるよ」

「私、あんなに強きよう烈れつじゃないわよ」

「どっちもどっちだと思うけど」

「なによ。失礼ねっ」

「あははっ」

　ふざけあっている二人を、天道家ＳＡユキが、ギリッとにらんでいる。







第６章　ブラッディ・トーナメント







　体育館は異様な熱気に包まれていた。

「そろそろはじまるかしら」

「そのようですね。お嬢様」

「お強いと有名なお姉様は、ティーサービスと風船で、かなり落ちてしまわれたのね？　でも、きっとステキなお姉様ばっかりよ」

「この競技、楽しみにしていたのよねー」

　ティーサービスと風船競走のときはまばらだった観客席が、今はもう、お嬢様とつきそいのＳＡで埋うまっていた。

　両りよう脇わきの観客席は赤とピンクの制服で埋まり、メイドと執事の白黒はごくわずかになっている。

　天あまねの位置からでは見つけにくいが、千ち早はやは伊い集じゆう院いん邸ていのみんなと一いつ緒しよに、天の試合を観戦してくれているはずだった。

　生徒会長が舞台に立ち、コンコンとマイクを叩いた。

「みなさん。そろそろ試合をはじめますので、コートに入ってください」

「ユキさーんっ」

　アイドル歌手のコンサートであるかのように、名前を呼ぶ声が響き、お嬢様たちが手を振った。前回の優勝者のユキは、やはり名前を覚えられているらしい。

　それをきっかけに、ヒイキのＳＡの名前を呼ぶ声が交こう互ごに響く。

「ヒトミさーんっ」

「サヤカさんっ」

「アマネくーん。がんばってーっ」

「希き実み子こ先せん輩ぱい、ダメですよぅっ」

　希実子の声と、たしなめている桜さくら子この声が響いた。

　天は、仕切線の前に立ち、高鳴る心臓の音を聞いていた。

　ガムテープで区切られた四つのコートに、ＳＡがそれぞれ二人ずつ立っている。

　あと数分で一回戦スタートだ。

　ＳＡはみんな、ピンクのセーラー服のままだ。防具をつけているＳＡはいない。

　防具の着用は許されているはずだが、示し合わせたようにセーラー服姿だ。

「膝から上を床ゆかにつくか、あるいはガムテープで作られた線の外に出たら負けになります。あ、カポエイラの方もいらっしゃるのですね。手を床につくのはオッケーとします。制限時間は五分間。聖マゼンダのＳＡにふさわしく、清く優雅に美しく試合をしてくださいね。五分経過しても、お二人とも立っていらっしゃるときは、今までの競技の総合点になります」

　生徒会長がルールの説明をしている。

　天の気持ちがそうさせるのか、向かい合う相手は、自信に満ちて強そうに見える。

　彼かの女じよは、つま先立ちしてとんとんと左右に飛び跳ねて身体を温めている。

　天は自分の胸を両手で押さえ、目を伏せた。

　神に祈いのって気持ちを落ち着けているような仕草だが、天は服越ごしに触れるブラジャーの具合を確かめていたのである。手のひらにべこべこした感かん触しよくが伝わってくる。

　――これ、触さわるとバレるよな……。

　相手の身体が胸に触れるようなことは避さけなければならない。

　関かん節せつ技わざは、組み相手と接せつ触しよくすることの多い技だ。パッドなしは大きなハンディだった。

　触れさせることなく関節技を掛けて相手を倒たおす。にわかじこみの格闘術で、そんなことできるのだろうか。

　――見み栄えを張らず、打だ撃げき技わざを教えてもらったらよかったんだ……。

「天、身体をほぐしておけ」

　観客席から碧みどりの声が飛んだ。

　天ははっとして、手首、足首と首を回す。

　もたもたと手を回している天の前で、ヒトミお姉様は体重を感じさせない身軽な動きで、前後左右に移動している。

「ヒトミさんって、動きがかろやかですね。何かされているんですか？」

「ボクシングを少々たしなんでおりますのよ」

　組み相手のお姉様は、お見合いの席で「ご趣味は」「ピアノを少々」と会話するような口調で言った。

「それは、すばらしいですね」

「アマネさんは何かしてらっしゃいますの？」

「十日ほど伊い賀が流忍にん術じゆつをかじっただけです」

「忍術？　巻物を口にくわえて煙けむりが出てどろんってしたり、屋根の上を走ったりするの？」

「できないですよ。どろんは秘伝だから弟で子しにしか教えないんだって言ってました」

「秘伝なのね」

　お姉様ＳＡはくすくすと笑い出した。

「屋根の上を走るのは簡単だけど、水の上を歩くのは最終奥おう義ぎらしいですよ」

　これがトドメになったらしく、相手は爆ばく笑しようした。涙なみだをこぼして笑い転げている。

　どうもこのお姉様は、天が冗じよう談だんを言っていると思っているようだ。

「そろそろ競技、はじまりますよ」

「そうね」

「用意、はじめっ」

　天は、膝をゆるめて立ち、両手の握り拳こぶしを顔の前に構えた。

　碧に習った、打だ撃げき系のＳＡを相手にするときの防ぼう御ぎよ姿勢。

　相手の表情が一変した。

　楽しそうに細められていた瞳は、今は強い力をこめて開き、天をじっと見つめている。

　お姉様ＳＡが、天のスキを探して前後左右にフットワークし、からかうようにして拳を突つきだしてくる。

　天は防御姿勢をくずさず、ゆっくりと回りこむ。

　一打目で勝負が決まる。

　天は肘ひじをほんの少し下ろして相手を誘った。

　打撃系の格闘術を学んできた人は、防御をゆるめると突きを出したくなる。それも連れん攻こう打だ。二打三打と打ってくる。

　案の定、シュッと音がして、天の顔をめがけてまっすぐに拳が来た。

　天は拳を内受けで払はらい、斜ななめ後方へ運歩して体をさばく。

　相手は、体勢が崩くずれたまま二打目を打ってきた。

　その手をつかみ、碧に教えてもらった通り、手首を返して肘を乗せ、ぐっと押す。

「きゃあっ。痛いっ！」

　相手が膝をついた。

　――わ。すげぇ。碧さんが教えてくれた通りにできた。

　練習したとおりに技がかかり、びっくりしてしまう。

　天はすぐに手を離はなし、お姉様に手を差さし伸べて助け起こす。

「ヒトミさん、大丈夫ですか？」

　ＳＡのお姉様は顔をしかめながら立ちあがった。

「大丈夫よ。おもしろいことをおっしゃるし、構えも素人しろうとっぽかったから、私ってば安心しちゃったのよね。あなた柔じゆう術じゆつをされているのね。関節技って決められると痛いわね。びっくりしちゃった」

「すみません」

「謝あやまらなくてもいいわよ」

　お姉様が差し出した手を握る。

　握手をしていると実行委員がすかさず言った。

「勝者、伊集院家ＳＡアマネさん」




　　　　　☆




「やったぁっ。天、カッコイイわっ」

　観客席で、千早がはしゃいで手を打ち合わせた。たったの三十秒で勝敗がついたのだ。地味な勝ち方だったし、早すぎてわからなかったのか、生徒たちの歓声は少ない。

　強くてカッコイイお姉様タイプのＳＡはお嬢様たちに人気がある。女ばかりの環かん境きようで、カッコイイ女性がもてはやされてしまうのは、仕方ないと言えるだろう。

　千早が一年のとき、ＳＡトーナメントに碧を出場させなかったのは、そういった女同士のべたべたが面めん倒どうくさかったからだ。

　トーナメントで活かつ躍やくしたカッコイイ系のＳＡにはファンクラブができ、お嬢様が支し度たく金きんを積むから私のメイドにならないかと転職を持ちかけたりもする。

　碧は入学早々ヘンタイを捕つかまえて有名人になってしまったから、千早としては、これ以上碧を目立たせたくなかったのである。

「すごいですぅっ。天くん、なんかすごっく簡単に勝ちましたですぅっ」

「十日ほどしか練習していないのにすごいわね」

　桜子が喜び、希実子が感心した。

「碧さんの教え方がうまかったんですぅっ」

　千早は、横に座すわる碧の横顔を見た。

　碧は無言だったが、顔がかすかにほころんでいる。

　――碧さん、天を気に入っているのね。

　たぶん天は、いい生徒だったのだろう。

「碧さんのおかげよ。ありがとう。特別ボーナス、弾はずみますわよ」

「ボーナスはまだ早いですよ。お嬢様。次の相手は、亜あ弓ゆみ様のＳＡです」

「柔道をされていると聞いたわ。お強いのかしら？　まだ勝敗は決まっていないわね」

「強いですね。立っているだけでわかります。スキがないんですよ。かなりの高段者でしょう。あ、サヤカさんが手首を取った。決まりますよ」

　その瞬しゆん間かん、サヤカが相手を投げ落とした。

「きゃーっ。サヤカさんーっ」

　黄色い歓声が飛んだ。

　相手にケガがないよう、手加減していた様子だが、相手のＳＡは急に視界が回ってきょとんとしている。

「いやぁっ」

　悲鳴があがった。

　さわやかに勝利したかっこいいお姉様に、お嬢様が歓声をあげるときの、黄色い声ではない。嫌けん悪お感と恐きよう怖ふを帯びた声だ。

　異様な雰ふん囲い気きにきょろきょろする。

　横のリングで勝敗が決まっていた。

　ＳＡが、手で顔を押さえ、よろめいた。血が滴したたっているのが見て取れた。

　なのに、ユキは攻こう撃げきをやめない。戦意を失っていることは誰にだってわかるのに、棒立ちになっている相手の側頭部に向かって回まわし蹴げりを放つ。スカートが遠心力で広がって、真っ白な下か肢しが丸見えになる。

「きゃーっ」

　ＳＡが頭を抱かかえてその場に座りこんだ。ユキの蹴けりは、頭の上を通とおり抜けて行った。

　天の応おう援えんに夢中で、ユキの試合は見ていなかったが、負けたお姉様は鼻血が出ているようだ。

　去年のユキの戦い方は、ダンスのようにくるくると回りながら蹴りを繰くり出す独特のものだった。トリッキーな動きで、目を奪うばわれた。

　あんなに美しく勝った彼女が、こんな汚きたない試合で一勝を拾うなんて思わなかった。

　ユキの応援をしていたお嬢様たちは、流血の惨さん事じに顔をしかめている。

「ひどい……顔を蹴るなんて……」

　つぶやく声が聞こえてきた。

　千早は思わずユキのご主人様を捜した。

　天てん道どう咲さき子こは、向かいの観客席にいた。かわいらしい顔だちを、勝利した自分のＳＡに向けている。遠目には、彼女がどんな表情を浮かべているか見えない。

　――咲子さん、何を考えているのかしら……。

　咲子は、去年も同じクラスだったので覚えている。特待生に選ばれた成績の良さと、愛らしい容姿で、やたらと目立つ生徒だが、中身はごく普ふ通つうの令れい嬢じようだ。

　千早たち同級生には心配りのできるやさしい面を見せるのに、ＳＡには人が変わったのではないかと思うほどにきつくあたる。

　ユキは驚おどろくほどの我が慢まん強づよさで咲子に仕えていたが、よくも我が慢まんできるものだと感心することも多かった。

　――咲子さんがユキさんにきつくあたるの、なにか理由があるのかしらね。




　　　　　☆




　天は次の対戦相手であるサヤカと向かい合っていた。

　柔じゆう道どう家かを相手にするコツは、袖そでや襟えり首くびをつかませないこと。

　組み合わず、運歩を使って逃にげること。

　すぐ横では、天道家ＳＡユキと、別のＳＡが向かい合っている。

　ユキの試合を見たかったが、そんな余裕はない。

「よーい、はじめっ」

　天は運歩で回りこみながら、サヤカが伸ばしてきた手をふりほどき、スキを見計らう。

　わっと声が響いた。

　つられてユキの試合ぶりを見たところ、ユキが片手で倒とう立りつしながら、下肢をコンパスのようにぐるっと回したところだった。
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　――すげぇ。綺き麗れいだ。ダンスみたい。

　ブレイクダンスを思わせる動きで、倒立しては蹴りを繰り出している。

　回し蹴りが、相手に当たるスレスレのところを動いている。

　こんなにも美しい格闘術ははじめて見た。

　太ふと腿ももと真っ白な下着がもろに見えた。

　そのとき、両手首がつかまれ、サヤカの勝かち誇ほこった声が聞こえた。よそ見をしてしまった天の失敗だ。

「取りましたわ」

　天は両手をパンッとうち合わせ、サヤカの眉み間けんに向けて両手の指先を突きだす。

　びっくりした相手はとっさに目を閉じて、手の力をゆるめた。

　八の字に手を開く。サヤカの手はあっさりほどけた。

「きゃっ、ウソ。やだっ。どうして抜けちゃったのっ!?」

　天はすっと斜め後方へと飛びすさった。

「猫ねこ騙だましです」

「相撲すもうの？」

「伊賀流忍術です」

　そして、さっきのボクシングをたしなんでいるお姉さんがしたように、前後左右に運歩して攪かく乱らんする。

　はじめは余裕の笑えみを浮かばせていたサヤカだが、柔道家は相手をつかまえないと技わざが掛けられない。

　サヤカの顔から笑みが消えて、厳しい表情になっていた。

　五分。とりあえず五分。

　相手につかまれないことだけを意識する。

　タイムアウトすれば、総合点評価になる。

　碧は自分から仕し掛かけろと言ったが、タイムアウトを狙ねらっていた。

　風船運び競走はギリギリだったが、ティーサービスでは最高点をあげることができた。

　タイムアウトになれば、勝てる可能性がある。

　サヤカが手を伸ばし、それを天が運歩で逃げる。

　トムとジェリーのアニメのような光景が展開された。

「取ったわよっ」

　右手首をムズとつかまれた。

　サヤカなら密着してもかまわない。天が男だと知っているからだ。

　天はサヤカが技を掛ける寸前に、手を彼女に向けて突きだした。サヤカがよろめく。

　天はサヤカに抱きつき、両手で太腿を持った。そして思い切り引っ張りあげる。

「きゃあっ」

　足取りが見事に決まり、サヤカが背中をついた。

「やった！　決まったっ」

「足取りは反則よっ！」

　サヤカが叫さけぶ。

　だが、次の瞬間には、サヤカの足裏が天の足のつけ根に当たり、勢いよく投げられてしまった。

　巴ともえ投なげだ。とっさに受け身を取り、衝撃を殺す。碧を相手に何十回も練習したから、受け身は得意だ。一いつ瞬しゆんで立ちあがる。

　サヤカも身軽く立ちあがる。

　二人は再び見つめ合った。

「離れてください。試合は終わりですよ。勝者は伊集院家ＳＡアマネさん」

　サヤカがはーっとため息をつき、緊きん張ちようをほどいた。

「受け身、ちゃんとできてるのね」

「反則ですみません。柔道の黒帯とまともに戦って、勝てるわけがありませんから」

「別にかまわないわ。ＳＡトーナメントは柔道の試合じゃないもの」

　ほっとして周囲を見ると、ユキはとうに試合を終わらせて立っていた。さっき一瞬見た試合の様子はダンスのようで美しかったのに、歓かん声せいはほとんどなく、異様な静けさが支配している。

　――いったい何があったんだろ？

　負けたＳＡが、コートにお腹なかを抱えてしゃがみこんでいる。苦しそうに顔をしかめていた。

　――まさか、腹を蹴ったのか？　カポエイラなのに？

　天はＳＡのお姉様から、ライバルの得意種目を聞き、ネットで調べて情報を頭に入れておいた。

　カポエイラは、黒人奴ど隷れいが、ダンスを楽しんでいるフリをしながら、格かく闘とう技ぎの練習をしたことがはじまりとあった。

　手て枷かせをされても戦えるように足あし技わざを中心に磨みがかれたこの格闘術は、大おお仰ぎようでトリッキーな動きで相手を翻ほん弄ろうし、蹴りを当てることなく、相手の自じ滅めつを誘さそうのだとネットに書いてあった。

　なのに、蹴りをヒットさせた？　それも、女性の顔や腹に？

　天はぞっとしてユキを見た。

　生徒会長がマイクを持って舞台に立った。

「勝者は伊集院家ＳＡアマネさんと、天道家ＳＡユキさんです。みなさん、拍手をお願いします」

　まだ体育館は異様な雰囲気が支配していて、拍手はまばらだ。

　天とサヤカは握手した。

「おめでとう」

「ありがとうございます」

「亜弓お嬢様に勝利をプレゼントできなかったのが残念だけど、私は私で精しよう進じんしますわ」

　サヤカはさっぱりした口調で言った。

　――サヤカさん、いい人だな……。

「十分間の休きゆう憩けいのあと、最終試合を行います」




　　　　　☆




「お嬢様、お許しくださいっ」

「あなたなんか嫌きらいよっ。寄らないでっ!!」

　決勝戦までの休憩時間を、静かなところで気持ちを落ち着けてこようと思っていた天は、突とつ然ぜん響ひびいた甲かん高だかい声に、あわてて噴ふん水すいの陰かげに回りこんだ。

　お嬢様とＳＡがモメている。

　中庭は職員室に近いせいがあって人ひと気けがない。まして今日はイベント日だ。お嬢様とＳＡは、誰もいないと思っているのだろう。

　――うわぁ。どうしよう。出られないじゃないかぁっ。

「ユキさん、あなた、あんな戦い方をしてっ!!　お腹を蹴られたＳＡの方、病院に行かれたそうよ」

「申し訳ありません。ケガさせないよう、手加減したのですが、相手が、そのう、弱すぎて」

「ユキさんならうまくやれるでしょっ。私に恥はじを掻かかせることが目的なのっ!?」

　天道咲子お嬢様が、ユキを叱りつけている。

「違ちがいますっ。私は勝ちたかったのです。賞金が欲しいのですっ。一千万円あれば、入院中のお母さんに、高い新薬を買ってあげられる。お嬢様にも、賞金をお渡しすることができる」

　――ユキさん、お母さんが病気なんだ。

「ハッ、メイドに同情されるなんて、私も落ちたものだわっ。確かに天道家は借金まみれになっているけど、あなたの給料はぜったいに払うわ」

　――天道家にお金がない？

　咲子お嬢様は特待生だとどこかで聞いた。特待生は学費免めん除じよの特典がある。

　――咲子様がユキさんを叱りつけてたの、お金がなくてイライラしていたせいかな。

　元貧びん乏ぼう少年の天には身につまされる話だった。

　賞金が欲しいのは誰もが同じだ。一億円はあまりに大きい。人の一生だって左右する。

「お嬢様……。そんなこと、おっしゃらないでください!!」

「ユキさん、去年は美しく戦って優勝したじゃない？　今年もスマートに戦いなさいな」

「ですが、去年は、私をメイドに欲しいとおっしゃるお嬢様が何人も出てきて、お断りするのに苦労しました。汚く勝とうが、美しく勝とうが、勝ちは勝ちです。私は勝ちたいのです」

「天道家はいずれ破産するわ。沈しずむ船にしがみついていないで、いいお屋や敷しきにお仕えなさい。あなたには病気のお母さんがいらっしゃるのよ」

「私は天道家のメイドです。私がお仕えするのは、咲子お嬢様だけです」

　咲子はぽろぽろと涙をこぼした。

「バカね。あなたはバカよ。私、あなたをこんなに怒ど鳴なって、叱りつけているのに。私ってイヤなご主人様でしょ？　それでも私に忠誠を誓ちかってくださるなんて、バカすぎるわ」

「私、お嬢様の気持ち、わかっております。お嬢様は、私にメイドをやめるようにし向けていらっしゃった。でも、私、やめませんから」

「バカだわ。あなた……もっといいお給料で、ユキさんをメイドに雇やといたい、ってお嬢様が何人もいるのよ」

「私、お嬢様が好きなんです」

　ユキは単位を取る聴ちよう講こう生せいだから、いろいろ鬱うつ屈くつがあるのだろうと思っていた。ほんとうの問題は、こんなところにあったのだ。

　――あなた、お嬢様に恋してらっしゃるの？

　――ＳＡがお嬢様を好きになるのは自然なことよ。

　前にユキから聞いたセリフを思い出した。あまりにも唐とう突とつなセリフだったので驚いて、天の気持ちを見み透すかされたのかと思ったが、ユキは自分のことを言っていたのだ。

　借金まみれの天道家。

　病気の母親のために働かなくてはならないユキ。

　他にいい仕事先があるのにそれでもユキはお嬢様に仕えている。

　咲子は使用人を怒鳴りつけるイヤなお嬢様を演じることで、ユキを自由にさせようとした。

　ユキが、天を嫌った理由が今にしてわかる。

　ユキは、天がうらやましかったのだ。天は、千早との主従関係はとても良い。

　大好きなお嬢様からきつく当てられているときに、お嬢様と仲良くしているＳＡがいたら、ムカついてしまうのもムリはない。

「ユキさん」

「お嬢様」

　二人は手を取り合った。

　宝たから塚づかの男役のようなＳＡと、愛らしい少女が見つめ合っている様子は、どこかアヤシイ光景だ。

「ユキさん。とにかく、汚い勝ち方はよして。勝つのなら綺麗に勝って。私のために」

「はい。私は勝ちます。お嬢様と私のために」

「そうね。九千万円あれば、残りの借金が全部返せる。屋敷を売らなくてすむわ」

「私は母に薬を買える……」

「来年じゃ間に合わない。返済期間は、もうすぐに迫せまっている……」

「がんばってね」

「がんばります」

「行きましょう」

　天道家主従は、手をつないで歩いていった。

　天は、そろそろと立ちあがった。

　噴水の水がキラキラと輝かがやく向こうに、体育館に向けて急ぐ、ユキと咲子の後ろ姿が見える。

　――僕は僕でがんばらなきゃいけない。

　ユキに勝てば、一億円の賞金が手に入る。千早に借金を返し、対等な立場になってプロポーズできる。

　――よけいなことは考えちゃダメだ。今聞いたことは忘れるんだ。




　　　　　☆




　体育館は、観客席が生徒とＳＡとメイドや執事たちで埋まっているにもかかわらず、怖こわいぐらいに静まりかえっていた。

「それではＳＡトーナメントの最終決戦を行います。左が天道家ＳＡユキさん。右が伊集院家ＳＡアマネさんです。今回に限り、制限時間なしとします。線を越こえたり、膝から上をついたときは笛で合図をしますので、すぐさま戦いをやめてください。それでははじめてください」

　ユキはいきなりステップを踏ふみ始めた。

　天は知らなかったが、シンガと呼ばれるカポエイラの基本ステップだ。

　――うわ。なんか怖ぇ……。

　前後に踊おどるようにして移動するその動きは、まるっきり舞ぶ踊ようだが、ダンスのフリのようにあげられた腕うでは顔を防御し、この美しいステップが格闘術であることがはっきりわかる。

「綺麗ねーっ」

「ほんとね。美しいわ。ダンスみたい」

　観客席から、お嬢様たちのささやく声が聞こえてきた。

　今までの相手と様子が違う。どこから蹴りが来るかわからない。天は防御姿勢を取ったまま、棒立ちになっていた。

　碧に教えてもらった関節技は、相手を捕まえないとできない。

　制限時間なしなので、時間を稼かせいでタイムアウトを狙うのも不可能だ。

　ユキはステップを踏みながらイレギュラーな動きで蹴りを繰り出してきて、天にプレッシャーをかけてくる。天は運歩で逃げるのが精せい一いつ杯ぱいだ。

　にわか仕込みの格闘術では、どうしていいかわからない。

　ユキはくるっとその場で回転すると、バレリーナーがターンするみたいにしてくるくるっと蹴りを繰り出してきた。フレアースカートが翻ひるがえり、白い太腿とショーツが見えるが、エッチな気分になる余よ裕ゆうはない。

　シュッと空気が鳴る音が聞こえた。

　天は運歩でさがって避けたが、もうガムテープの仕切線いっぱいになっている。仕切線を出たら天の負けだ。

「天、さがるな。回りこめ」

　碧の声が聞こえた。

「蹴りだけを警けい戒かいすればいいんだ。カポエイラは突きは出ない」

　――それができたらとっくにやってるよっ！

　回りこむと最後、横腹を蹴られそうで、横に動くことができないのだ。

　ユキはその場でジャンプすると、片手で倒立をし、下肢を時計の針のように動かして、勢いをつけて立ちあがった。

　まるで天をからかっているみたいだ。

「うぅっ」

　――ダメだ。手も足も出ない。

　背中は冷ひや汗あせでまみれている。

　そのとき、拳が目の前に来た。

「えっ？」

　天はとっさに体をさばいて突きを避けた。仕切線ギリギリから、コートの真ん中へと移動することができたものの、いきなりの突きにあわててしまう。

「カポエイラで突き？」

「カポエイラは足技だけじゃないの。手技もあるのよ」

　ユキはにっこり笑った。

「あなた、伊賀流忍術をされているのよね？」

「どうしてそれを」

「ヒトミさんとおしゃべりしてらっしゃったでしょ？」

　天は沈ちん黙もくした。

　あのざわめきの中で、対戦相手とかわしたおしゃべりを聞いていたのかと感心する。

「忍にん者じやの技、見せてくださらない？」

　ダンスステップそっくりのシンガで身体を揺らしながら、ユキがからかう。

「にわか仕込みなのでムリですよ」

　そうだ。天の格闘術は、しょせんにわか仕込みだ。

　だったら相手の動きに合わせるしかない。

　カポエイラの蹴りは、動きは大きいが、そのぶんスキもできる。

　懐ふところに入ることができれば……。

　ユキは、ラジオ体操の前ぜん屈くつのように上半身を倒すと、手をつかない逆立ちの姿勢で宙返りをし、蹴りを繰り出してきた。天はユキにならって上半身を倒して蹴りを避け、くるっと回りながら相手の懐に飛びこんだ。

　ユキの拳が顔面に繰り出された。

　天はその手を内受けで払った。

　ユキがよろめいた瞬間を見計らい、手を取って逆手にねじりあげる。

　――やった。かかった！

　これで決まった。あとはそのまままっすぐに下ろすだけ。

「きゃーっ」

　観客席がどよめいた。

「ユキさん、がんばってっ！」

　咲子お嬢様の声が響ひびいた。その声が、さっき中庭で聞いた会話を思い起こさせる。

　――一千万円あれば、入院中のお母さんに、高い新薬を買ってあげられる。

　――屋や敷しきを売らなくてすむわ。

　天は油断したわけではない。

　同情したわけでもない。

　トドメを刺さすタイミングが、ほんの一いつ瞬しゆん遅おくれてしまっただけだ。

「ヤッ！」

　ユキの気合いが響き、勢いをつけて両足をあげた。後ろ手に固めた手はそのままなので、こんなことをすれば骨折する。いや、骨折はしないまでも、確実に脱だつ臼きゆうする。

「うわっ」

　捨て身の技だ。

　天は、女の子をケガさせてしまう恐怖に腕をほどいた。

　ユキはとんっと下り立つと、すぐさま回し蹴りを放ってきた。コマのようにくるくると回り天を圧あつ倒とうする。

　天は上半身を前屈させてやりすごし、ユキの懐に入った。ちょうどいい間合いになったと思った瞬間、ひゅっと空気がうなる音を立て、拳が天の顔面に突きだされる。体を捌さばいて避けるのが精一杯だ。拳が頬ほおをかすめた。

　ピーッと笛が鳴った。

「アマネさん、足」

　天は、仕切線を出てしまっていた。

「ＳＡトーナメントの優勝者は、天道家ＳＡユキさんに決定しました。みなさん拍はく手しゆをお願いします」

「きゃーっ。すごいわーっ。かっこいいわーっ。ユキさんってステキなお姉様ねっ」

「アマネさんもステキよっ」

　万ばん雷らいの拍手と歓声に包まれながら、天は棒立ちになっていた。

　あのとき……、あの、ユキの手を固めたとき、肘を下に落とすと勝てた。

　勝利を目前にして逆転された驚き。

　一億をフイにした失望。

　女の子にケガをさせずにすんだ安あん堵ど。

　それら全すべてが混ざり合って、どんな顔をしたらいいのかわからない。

「痛ぇ……」

　拳がかすめた頬が痛い。

　天は頬を押さえた。

「ごめんなさい。ありがとう」

　ユキが握手を求めてきた。

　天はユキの手を握にぎる。

「やっぱり、ユキさん、強いですね」

「ありがとう。女は強くないとね。私が世話しなきゃいけない人がいるから」

「お嬢様ですよね」

「だけじゃないけど。アマネさんも大事な方がいるのでしょう？」

「はい。僕ぼくは千早様のメイドですから」

　――そうだ。僕は千早ちゃんのメイドなんだ。

　つかみかけた目標は、指先で取り落としてしまったが、たぶんこれでよかったのだ。天はまた来年、トーナメントに出場すればいいが、ユキの母親の病気は待ってくれない。

　それに、メイドとしてだが、千早のそば近くにいることはできる。

　きっとこれでよかったのだ。




　　　　　☆




「残念だったよねー」

「一億円がパーですぅ……」

「でも、天くん、カッコよかった！」

「男前でしたですぅ」

「天、よくがんばった。えらかったぞ」

「残念だったわね。でも、ステキだったわ」

「菊きくをラウンド型に生けたのはすばらしかったですな」

　リムジンの車内は、落らく胆たんと賞賛の声が交差してにぎやかだ。

　天と千早は運転席の後ろで腕を絡からませあって座っている。

「頬、あざになったわね」

　千早のひんやりした指先が、天の頬の青あざを撫なでた。

「うん。でも、この程度のケガで済んでよかったよ。ＳＡの人たち、みんな強かったし。碧さん、格闘術、教えてくださってありがとうございました」

「弟子にしてやろうか。なんなら奥義も教えてやるぞ」

「煙けむり出だしてドロンは別にいいけど、練習は続けたい。僕は千早ちゃんをまもれる存在になりたいんだ」

「ふふっ」

　千早が天の肩かたに側頭部をすりつけてきた。

「碧さん、仕事の邪じや魔まにならない程度に教えてください」

「ああ、まかせておけ」

「イシカワさん、希実子先輩、桜子さん、千早お嬢じよう様さまもありがとうございました。運転手さんも日曜に送おくり迎むかえすみません」

「どういたしまして」

「どういたしましてですぅ」桜子が言った。

「メイドだからティーサービスはできて当たり前よ」希実子が胸を張った。

「天、これからどうするの？」

「どうもしません。今までがそうだったように、メイドとして千早様にお仕えして生きていきますよ。来年また、トーナメントに出場すればいいんだし」

「来年まで待たなくても、あの一千万円で株投資をはじめなさいな」

　事情を知らない希美子がけしかける。

「バクチは十八歳さい以上でないとできないけど、株って年ねん齢れい制限ないそうですぅ」

「ネットの女王・柑こう子じ希実子様がセレブネットの占うらないコーナーをハッキングしてあげるわ。あのコーナー、どの株が値上がりするとか、そういう情報がいっぱい載のっているのよね」

「あはは、そうですね。考えときます」

　天はあいまいに笑った。

　セレブネットの占いコーナー。

　幸運の遺伝子を持つ少年として、天の個人情報が書きこまれたこと。それがすべてのはじまりだった。

　いや違う。そもそものはじまりは、父親が一億円もの借金を残して蒸発したことだった。

「裏口のところに誰だれかいますね？」

　ポストの近くに、「そもそものはじまり」がうっそりと立っていた。

　紙ゴミでパンパンにふくらんだ半はん透とう明めいのゴミ袋ぶくろを二つさげている。

「運転手さん、すみません。降ろしていただけますか？」

　天は、リムジンから降りた。

　リムジンは天の背後に止まったまま、動き出す気配はない。

　天は黒くろ塗ぬりの大きな車を背中に従えたままで父に向かい合った。

「父さん」

「天、頬、どうした？　ケガしたのか？」

「なんでもないよ。父さんこそどうしたの？　お金だったら、僕、ないから」

　ゴミ袋をさげた汚よごれた作業服姿の父は、季節はずれのサンタクロースのようにおだやかな笑みを浮うかべていた。

「やる」

　父は、天に向かってゴミ袋を放ほうり投なげた。

　天は、投げ渡わたされたゴミ袋を反射的に受け止めた。あまりの重さにヨロめいてしまう。

　そのとき、ようやくのことで、中に入っている紙ゴミの正体に気がついた。

「お、お金っ？　こ、これ、一万円札っ!?　全部っ？」

「一万円札だけじゃなくて、千円札も五千円札も入ってる。数えていないが、一億円以上はあると思うぞ。こっちもやる」

　もう一個のゴミ袋も投げ渡された。こちらもお札でパンパンにふくらんでいる。

「千早ちゃんに金を返してやってくれ」

　そのとき、千早がリムジンのドアから降り立った。

「千早ちゃんだよな。大人っぽくなったなぁっ」

「父さん、このお金、どうしたんだ？」

　父は、得意そうな表情を浮かべると、親指を立ててニカッと笑った。




「商品化、成功したぞ」




　天はぽかんと口を開けて父を見た。

　天に借金を押しつけて蒸発した父。

　ちゃらんぽらんで、社会人失格。

　大学から首を切られ、会社員は続かず、学会からも追放された。

　その父が、商品化に成功したのだ。

「すばらしいわ。おめでとうございます」

　千早がパチパチと拍手をした。

　いつの間にか、執しつ事じとメイドの全員がリムジンから降り立っていて、みんなが一いつ斉せいに拍手する。

　身体の奥おくから力がみなぎってくる。

　あのゴクツブシの父でさえ、自分の力でやってのけた。

　天はＳＡトーナメントで、準優勝まで勝ち進み、ティーサービス部門優勝と、ＳＡトーナメント準優勝の賞状をもらった。

　何も怖いものはないような、何でもできそうな気分になってくる。

「千早ちゃんっ」

　天はお嬢様の名前を呼んだ。

「は、はいっ。何かしら？」

　ピンクと赤のセーラー服が、夕暮れの路上で向かい合う。




「僕と結けつ婚こんしてください」




「はい。喜んで」

　天はゴミ袋を地面に置いて、千早の手を取った。千早も天の手を握り返してくる。

　みんながいっせいに拍手をした。

「よかった」

「よかったですぅっ」

　希実子と桜子がほぅっとため息をつき、メイド長と執事がうんうんとうなずく。

　父がぽかんと口を開く。

　拍手の音がいっそう大きくなった。

　料理人とリネン室のおばさん、庭師までも出てきて拍手する。

「えっ？　どうして？」

　運転手が白しろ手て袋ぶくろを嵌はめた手で、ケータイを顔の高さに掲かかげた。屋敷に勤める人たちにケータイで報告したらしかった。

「おめでとう」

「おめでとうございます」

　天は混乱した。

　女装の天は女の子にしか見えない。女同士、結婚するのどうの、なんで祝福されるのだろう。

「えっ？　ぼ、僕、セーラー服ですよっ」

「天くんが少年なのは、俺おれら全員知ってるぞーっ」

「おばちゃんの目がごまかせると思っているのかい？　天くん」

「えーっ。バレてたんですかっ!?　知らなかった」

「お嬢様が隠かくしたいみたいだから、知らないフリをしていたんだよ」

「えーっ。やだっ。恥はずかしいわっ」

　お屋敷の皆みながドッと湧わき、いっそう強く拍手をした。

　思ってもいないなりゆきに天はただおろおろするばかりだった。
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エピローグ







「あーんっ。もうっ」

　大おお黒ぐろエミリは、動きにくいスーツケースをぐいぐいっと押おした。だが、スーツケースは押しても引いても動かない。

　お屋敷は目の前なのに、こんなところで足止めを食くらうなんて思わなかった。

　どうして日本の道は、こんなにも穴ぼこが多いのだろう。

　どうしてスーツケースの滑かつ車しやは、側そつ溝こうの穴にぴったり嵌はまってしまうのだろう。

　滑車の角度が悪いのだろうか。それとも滑車の大きさだろうか。どのように改善すればいいのだろう。

　薄うす暗ぐらくなった路上で、動かなくなったスーツケースをゲシゲシと蹴りながら、スーツケースの滑車についての物理学的アプローチを考えていたら、渋しぶい重低音がエミリの名前を呼んだ。

「大黒エミリ様でしょうか」

「はい」

　黒いスーツの大おお柄がらな中年男性が立っていた。

「私、伊い集じゆう院いん家の執事で、イシカワと申します。本来ならお迎えにあがるべきところ、遠方はるばる足を運んでいただいて恐きよう縮しゆくしております」

　空港まで迎えをよこすという伊集院家からの申し出を、エミリは断ったのだ。

　裕ゆう福ふくとはいえない奨しよう学がく生せいには、飛行機代を負担してもらうことさえ心苦しく感じてしまう。

「お嬢様と天あまねくんがお待ちです。そろそろ晩ばん餐さん会かいがはじまりますので、お早く屋敷に入ってくださいませ。お荷物は私が」

　イシカワ執事はスーツケースをひょいっと持ちあげると、スタスタと門の中に入っていく。

　エミリは小走りにイシカワ執事を追いかけた。

「天、元気にしてます？」

「はい。お元気でいらっしゃいますよ」

「千ち早はやちゃんと仲良くしてますか？」

「もちろんです。天くんは、千早様の婿むこ殿どのですから」

　天はまだ十七歳で、法的に結婚できる年齢ではない。だから今日の晩餐会は、内輪だけの結けつ婚こん披ひ露ろう宴えんだ。正式な結けつ婚こん式しきは、天が十八歳になり、高校を卒業してからのことになる。

「天は、千早ちゃんとつりあいが取れるのかしらね」

「天くんは、今は社長ですよ。しかも年収何億もの利益を生み出す会社の社長です。千早様とお似合いの婿殿ですよ」

　イシカワ執事は、うれしそうに目を細めた。

　あのゴクツブシの父の発明が成果を結び、商品化された。ノーベル賞ものの発明だった。それだけでも驚きなのに、天が特許管理会社の社長に納まった、というのは、もっとエミリを驚かせた。

　千早が、伊集院家の顧こ問もん弁護士を通じて、特許申しん請せいであるとか、法的手続きを完かん璧ぺきにしてのけたそうだ。

　エミリは執事と一緒に伊集院邸ていを歩いていく。

　クラシックな調度品に彩いろどられた和わ洋よう折せつ衷ちゆうの屋敷は、豪ごう華か絢けん爛らんでありながらもしっとりと落ち着いていて、居い心地ごこちの良さを感じさせた。

　廊ろう下かの向こうから、小こ柄がらな中年男がやってきた。赤らんだ顔に満面の笑みを浮かべている。

「おっ。エミリかっ!?　美人になったなぁ。死んだ母さんにそっくりだ」

「エミリ様。お荷物、先に控ひかえ室しつに運ばせていただきます」

　執事がスーツケースを持って歩き去っていった。親子再会を水入らずでできるよう、気を利きかせたらしかった。

「父さんっ！　作業服のままじゃないっ!?　天に恥をかかせないでっ、着き替がえていらっしゃいよっ」

「うぉぉっ。怒おこり方まで母さんみたいだーっ」

　父は両手を握りしめて、じぃぃんっと感動に浸ひたっている。

　父と逢あったのは、空港で別れたとき以来になる。実に五年ぶりに見た父は、何も変わっていなかった。

　涙、涙の感動の再会にはぜんぜんならず、昔のままのノリになるのは、家族という同じ血を持つ集団の不思議さだった。

「ったく、父さんって変わってないわねッ。バカなところとか、昔のままじゃないのっ。……でも、父さんが元気で良かったわ」

「笑った顔も母さんそっくりだ。おおお、母さん、なんで死んでしまったんだよぉっー。えぐえぐっ、ひっく」

　父はずるずると廊下に座りこみ、壁かべにもたれてしくしくと泣き出した。

「父さんもしかして酔よってるの？」

　目をこすっていた父の手がずるっとさがった。目が閉じられている。

「むにゃ……っ。母さん、愛してるよ……」

「ちょっ、父さん、こんなところで寝ねないでよっ。やだっ、もう、酒臭いっ!!」

　ノーベル賞ものの発明をした科学者は、ぐうぐうと寝ね息いきを立てて眠ねむってしまった。

　エミリはさっきスーツケースにしたように、奇き人じん変人発明家の横腹をゲシゲシと蹴けるが、起きる気配はない。

「大黒エミリ様ですか？」

「はい。大黒ですが」

　ショートカットの黒くろ髪かみがさっぱりした印象のメイドだった。二十歳はたちを少し出たぐらいの年齢で、落ち着いた感じだ。

　彼女の背後には、みつあみのかわいらしいメイドと、レースクイーンかグラビアアイドルが似合いそうな色気過か剰じようのメイドがいる。

「はじめまして。私、メイド長の服はつ部とり碧みどりと申します。なんなりとお申しつけくださいませ」

「希き実み子こと申します」

「桜さくら子こです。なんなりとお申しつけくださいませ」

「父をなんとかしたいのだけど。どうしたらいいかしら」

「かしこまりました。祝い酒をきこしめされていらっしゃいましたから」

　碧というメイド長は、酔いつぶれた父をひょいっと肩にかつぐと、軽々とした足取りで歩いていった。

「すごいわ……メイド長って、こんなことまでできるのね」

　あっけに取られて碧の後ろ姿を眺ながめていたときのことだった。

　ドアが開き、十じゆう二に単ひとえの少女が出てきた。

「エミリさんっ」

　黒髪を背中にとき流した平安のお姫ひめ様さまのような少女は、エミリを見て懐なつかしくてならないとばかりの表情を浮かべた。

「わっ。千早ちゃん。大きくなったわね。綺麗なお嬢様になったじゃないっ。十二単ってかぐや姫ひめみたいね」

「エミリさんも綺麗になりましたねー」

　お互たがいに手をとりあってきゃあきゃあとはしゃぐ。

「姉さん？　うわぁ、ほんとうに姉さんだーっ。元気そうだっ。よかった！」

　黒ずくめの少年が廊下に出てきた。

　天だった。

「きゃーっ。天！　何コレっ。詰つめ襟えりーっ？　ぷぷーっ」

「笑うなよ。姉さん。高校生のいちばん正式な服装って、制服だろっ」

　天は、地元の公立高校に通っている。通信課程から転入したという。父の失しつ踪そうで入学辞退したとはいえ、第一希望の高校に無事に通うことができているなんて、すごいことだと思ってしまう。

「だって、天って女顔でしょ。肩かた幅はばも狭せまいし、詰め襟が似合わないんだもん」

　天は、まいったなーっという表情で頭を掻いた。

　そうは言ったものの、天はすっかりたくましくなっていた。背はまだ低いが、顔つきはすっかり大人の男の顔だ。

「天って、セーラー服とかメイド服のほうが似合いそうよ」

　千早が噴ふき出した。

　二人のメイドも噴き出した。

　エミリは、天がメイド服やセーラー服を着て、メイド仕事とＳＡに奮ふん闘とうしていたことを知らない。

「セーラー服なら、こちらの桜子さんも似合いそう」

　今度は天が笑い出した。桜子は恥ずかしそうに笑っている。

　エミリは知らないことながら、天の後任のＳＡは、桜子が務めている。

　実じつ年ねん齢れいよりも幼く見える桜子はピンクのセーラー服が似合っていて、抜ばつ群ぐんの頭の良さで女子校という花園をイキイキと泳いでいる。

「みなさま。お早く大広間においでくださいませ。そろそろ晩餐会の時間でございます。さっ。天くんも、お嬢様も」

　希実子が鍛きたえられた仕草でおじぎをし、大広間を手で指し示した。

　きらびやかなシャンデリアがエミリの目を射た。

　シャンデリアの明るい光が、天の未来を暗示しているようだった。

　――天は、やっぱり、幸運の少年なんだわ。







あとがき







　こんにちわ。わかつきひかるです。

　ラッキーメイド天あまねくん、二巻目をお届けすることができました。

　二巻目の舞台は、お嬢様学校な女子校です。女装少年は、女子校に通うものと決まっていますからね。私はお約束を守るのでした。

　お約束に従って、セーラー服のスカートはプリーツではなくフレアーです。まだイラストは見てませんが、きっとすてきなイラストだと思います。

　もっとも、天くんは、一億円の借金のカタに千早お嬢様に買われた身です。本物の学生として、のんびり学校に通うことはできません。お嬢様のお世話をするＳＡ（スクール・アテンダント）として奮闘します。

　この巻で、天くんは終了です。三巻までは書いていいそうですが、きちんと終わらせるためには、ここで終了するほうがいいと思い、二巻目で終わることにしました。

　個人的には、メイド長の碧みどりさんが好きで、書いていて楽しいシリーズでした。少し淋しいですが、当初に想定していたとおりのハッピーエンドになったのでよしとしましょう。

　わかつきも、実はリリアンな女子校に通っていました。今は共学になっていますが。

　この小説を書くとき、学校のホームページを見たのですが、すごくショックでした。あの校舎に男がいるぅ！　あの三年間が嘘のようです。

　仏教系だったので、般はん若にや心しん経きようは今でも暗唱できますよ。みなさんの健康と、この本の好調な売れ行きと、次があることを願って、お祈りをすることにしましょう。

　がんじざいぼさつぎょうじんはんにゃはらみた（以下略）




　２０１０年２月８日


わかつきひかる拝　


















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部


わかつきひかる先生／里海ひなこ先生
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